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故郷の街で




『宇う月づき温泉観光案内所』と印字されたガラスの扉がウィーンと開く。

　それに気が付いて、秋あき月づき祐ゆう奈なは記録簿を書いていた手を止めて顔を上げた。

　またウィーンと閉まった扉の内側に外国人夫婦が、少し困ったような表情で立っている。

　祐奈は開いていた記録簿をパタンと閉じて彼らに微笑みかけた。

《どうかなさいましたか》

　彼らがどこの国から来たのかは不明だが、とりあえず英語で話しかけてみる。

　すると夫と思しき男性が、ホッとしたように口を開いた。

《『松まつ屋や旅館』に行きたいのですが》

　祐奈はカウンターにストックしてあるパンフレットを手に取り、彼らに向けて広げる。そして『宇月温泉街散策マップ』というページを指し示して案内を始めた。

《目の前の通りがメインストリートのこれです。松屋旅館はここですから……》

　ひと通りの説明を終えると、なんとか伝わったようだ。男性が微笑んだ。

《ありがとう、助かったよ》

　すると今度は妻の方が口を開いた。

《私たち今日着いたばかりなの。山の上に小さい遊園地があるってガイドブックに載ってたんだけど、松屋旅館からは近いのかしら》

　祐奈は彼女が手にしている『ジャパン』というタイトルの少し古びたガイドブックに視線を送り、眉尻を下げた。

《申し訳ありませんが、遊園地は数年前に閉鎖しました》

《あらそうなの。明日行ってみようかと思っていたのに》

　妻が残念そうに肩を竦すくめる。

　祐奈はすかさず、言葉を続けた。

《代わりに、雷らい桜おうの滝はいかがですか。山の中にありますが、松屋旅館からはハイキングコースになっています。今の時期は山桜が綺麗ですよ》

　祐奈の提案に、夫婦は満足そうに頷いて案内所を後にした。

　祐奈は丁寧に頭を下げて彼らを見送る。

　ドアが閉まったと同時に、ずっと隣にいた同僚の北きた川がわ真ま由ゆ香かが感心したようにため息をついた。

「はぁー。祐奈さんの英語、いつ聞いても聞き惚ほれちゃう。さすが『プライマリーホテル』の元フロント係！」

　祐奈が東とう京きょうにいた頃の一流外資系ホテルの名をあげて、ちゃかすように言う。

「私まるでプライマリーホテルにいるような気分でした！　きっと祐奈さん、素敵なフロント係だったんだろうなぁ。美人だし……メイクもほとんどしてないのにお肌真っ白じゃないですか。髪を染めてなくてきちんとまとめているのが清楚でいいってこの前来たお客さんがコソコソ言ってましたよ。プライマリーホテルではしょっちゅうお客さんから声をかけられたんじゃないですか？」

　完全にふざけてそんなことを言う真由香に、祐奈は思わず笑みを漏らした。

　大おお袈げ裟さだが、彼女はいつもこんな感じだ。

「そんなに大したこと言ってないじゃない。それに私も最近はあまり使ってないから、ちょっとなまってきているような気もするし」

　この観光案内所の採用試験では、外国人観光客を見込んで英会話は必須だと言われたが、実際に英語を使う機会はそう多くなかった。

　今の夫婦が一カ月ぶりくらいだろうか。

「私なんて、さっきの人たちがここに入ってきただけで心臓バクバクだったんですよ。祐奈さんが話しかけてくれて、ホッとしました」

　にこにことして言う真由香に、祐奈はまたくすりと笑う。

　彼女の年は二十八歳の祐奈の七つも下の二十一歳。だから祐奈は妹のような感覚で彼女と付き合っている。

「英語できる風を装って採用されちゃいましたけど、祐奈さんがいなかったらどうなってたかな、私。本当に助けられてますー」

　あっけらかんとしてそんなことを言う真由香に、祐奈は首を横に振った。

「助けられているのは私の方よ、真由香ちゃん。いつも私がお休みの時、仕事をカバーしてくれるじゃない。急な休みだってあるのに、本当に助かってるの。ありがとう」

　真由香が少し照れたように鼻の頭をぽりぽりとかいた。

「急な休みは仕方がないですよ。子供はしょっちゅう熱を出しますからね。私も兄弟が多いからよくわかります。それに、私は暇ですから」

「それでもよ」

「じゃあ語学力とおもてなし精神が少し足りない私と、そのあたりはバッチリだけど、お休みが少し多い祐奈さんとはぴったりのコンビってわけですね」

　そう言ってカラカラと笑う真由香につられて、祐奈もふふふと笑う。でも今彼女が言った言葉は祐奈にとっては本当にありがたい言葉だった。

　シングルマザーとして、一歳になったばかりの息子を育てながら働くには、職場の理解が欠かせない。観光案内所の仕事は本来土日勤務がメインだが、保育園の都合に合わせて祐奈は特別に平日の勤務にしてもらっている。

　そのあたりをカバーしてくれているのも彼女だった。

　はじめは、随分年が離れている彼女とのペアに少し戸惑ったものの、ここで働き始めてちょうど半年が経つ今は、組めてよかったと心から思う。

　その時、ひとしきり笑い終えた真由香が思い出したように口を開いた。

「そういえば、祐奈さん。さっきの『宇う月づきランド』の話ですけど、売却先が決まりそうだって知ってます？」

　祐奈は少し考えてから答えた。

「ううん、知らないわ」

　さっきの夫婦が行くつもりだった遊園地宇月ランドは、温泉街から少し離れた山の上、風ふう光こう明めい媚びな場所にあった。

　十数年前にここ宇月温泉の観光名所となるべく鳴り物入りでオープンしたが、数年前に運営会社が経営破綻して閉園した。

　以来、使われなくなった建物と遊具が撤去されずそのままになっている。おもしろ半分に見にくる若者の溜まり場になっていて、今では地元の悩みの種だ。

　治安にも影響するから、祐奈と真由香が所属する役場の観光課も躍起になって売却先を探しているが、遊具と建物の撤去費用がネックとなって、見つからない状況が数年間続いているはずだ。

「売却先、ついに決まりそうなの？」

　祐奈は興味津々で真由香に尋ねる。

　同じ観光課内の話でも、祐奈は嘱しょく託たく職員で役場にいる正職員とはあまり交流がない。誰からもそんな話は聞いていなかった。

　一方で真由香の方は立場は祐奈と同じだが、仕事終わりに飲み会に参加したりして、他のメンバーともよく交流しているから情報は早い。

　シーズンオフの温泉街、もう日が傾き始めたこの時間はあまり客が来ないから、多少話をしていてもまったく業務に差し障りがない。

　真由香が嬉うれしそうに話し出した。

「決まりそうなんですよ。しかもそれがなんとあの、『天あま沢さわホテル』だそうなんです！」

「天沢ホテル……？」

　祐奈は眉根を寄せて呟つぶやいた。

　同時に胸の鼓動がどきんと嫌な音を立てる。カウンターについた手をギュッと握りしめた。

「そうです！」

　少し動揺してしまった祐奈をよそに、真由香が嬉き々きとして言葉を続ける。

「あのラグジュアリーホテルの天沢です！　驚きですよね。天沢ホテルが進出する観光地って沖おき縄なわとか北ほっ海かい道どうとか有名なところばかりだと思っていましたから、宇月温泉うちみたいな地味な温泉地に目を向けるなんて」

　天沢ホテルは〝一生に一度の贅ぜい沢たくを〟というコンセプトを謳うたい文句に、日本各地の有名な観光地に富裕層向けのホテルを展開する国内屈指のホテルグループである。

　最近では、少しグレードを落とした『別館天沢』を展開していて、これが大成功を収めている。

　別館天沢があるのは主に日本各地にある昔ながらの温泉地。

　その地の風景に馴染むように作られた和の空間は、国内からの観光客もさることながら外国人にも大人気だ。

　宇月温泉は都心から車で約二時間の海が見える山間部にある。古い町並みが残る通りも多いから条件としてはあてはまる。

「……宇月うちは、そこまで開発が進んでいないから景色がいいし、温泉の水質もいいからね……」

　少し上の空で、祐奈は言う。

　真由香が頷うなずいた。

「そうなんです。そこを評価されたみたいですよ。まだ本決まりじゃないんですけど、課長はなんとしても話をまとめたいみたい」

　天沢ホテルはホテル自体にブランド力があるから、最近では観光客が減少ぎみのこの地に新しい人の流れを呼び込むことが期待できる。

　ホテルの従業員が地元から雇い入れられることで雇用も生まれて、若い世代をこの地に繋つなぎ止められる。

　役場としてはなんとしても誘致したいに違いない。

　でもまったく問題がないというわけではないだろう。

　祐奈は、遥か遠くに見える海に沈みゆく夕日を見つめながら口を開いた。

「でも、旅館組合はなんて言うかしら。……十年前は大反対だったけど」

　実は十年前にも同じように天沢ホテルが宇月に進出してくるという話があった。あの時は、地元の旅館組合が大反対したのだ。

　真由香が無邪気に首を傾げた。

「そういえばそういう話もあったみたいですね。でも今回は大丈夫なんじゃないかなぁ。課長、そんな話はしていませんでしたから。もし本当に天沢ホテルが来るなら転職しちゃおうかなぁ。いつまでも嘱託職員ってわけにはいかないですもんね。祐奈さんもどうですか？　祐奈さんなら絶対採用されますよ」

　これまた無邪気な真由香の言葉に、祐奈は曖昧に微笑んだ。

　そして、十年前は彼女はまだ小学生だったのかと思いあたる。

　……だったら詳しいことを知らないのは仕方がない。

　十年ひと昔。

　祐奈の頭の中に、そんな言葉が浮かんだ。




「私がですか？」

　祐奈が眉間にシワを寄せて問いかけると、課長の田た原はらが頷いた。

「そう、ぜひお願いしたいんだよ」

　真由香から宇月ランドの件について話を聞いたちょうどすぐ後に、案内所からほど近い役場の観光課にいる田原から電話が入った。

　話があるから案内所での勤務を少し早く切り上げて、役場に寄ってほしいというのだ。

　電話を受けた時刻は午後四時半。勤務時間は午後五時までだから、祐奈は残りの業務を真由香に任せて案内所を出た。

　そして訪れた役場の会議室で祐奈を待っていたのは意外な話だった。

　真由香が話していた天沢ホテル誘致の件は本当だった。

　まだ本決まりではないというのも事実で、これから観光課は課をあげて天沢ホテル誘致に全力を注ぐそうだ。

　そのプロジェクトチームに、祐奈も参加してほしいというのだ。

　正職員ではない、観光案内所の案内員として採用された祐奈が街の命運がかかっているといっても過言ではないプロジェクトに関わるなど、異例中の異例だ。

　眉根を寄せたまま祐奈は、田原の提案に答えられないでいる。

「君の経験を買っているんだよ」

　田原が言った。

「観光課の人間は宇月の魅力をアピールすることはできるだろうが、皆地元を出たことがない人間だから、東京から来る先方とは感覚がズレている部分もあるはずだ。そのあたりの調整をお願いできないかと思ってね。君は二年前までは東京の一流ホテルにいたんだ。適任だろう？」

「でも私、ただのフロント係だったんです。そういった話なら、旅館組合の方たちの方が詳しいんじゃないですか」

　一概にホテル勤務といっても企画課などの本社勤務とフロント係は、まったく仕事内容が違う。

　たとえ東京にいたことがなくても、地元の旅館関係者に協力を仰ぐ方がいいのではないだろうか。

　だがその祐奈の言葉に、田原は難しい顔になる。

「うーん。それもそうかもしれないんだが、役所としては、特定の旅館の関係者だけこの件に関わってもらうのは避けたいんだよ。後々問題になっても困るからね。その点君は……い……いや、どこの旅館とも関わりがないから……」

　最後の方は少し声を落として申し訳なさそうに言う田原に、祐奈は「そうですか」と呟いてうつむいた。

　今、田原が言いかけてやめた言葉が祐奈にはわかった。

　彼は〝今は〟と言いたかったのだ。

　祐奈は宇月温泉で当時創業四十年を誇る老舗旅館『秋あき月づき』のひとり娘だった。だから、本来なら旅館の関係者。

　だが十年前に、祐奈の父、秋月秀ひで明あきが急逝したのを機に秋月は廃業した。

　母も現在はスーパーのパートで生計を立てているから、今は祐奈はどこの旅館とも関わりがない。

　小さな街の役場の少ない人材の中からメンバーを選ぶとしたら、この件について祐奈が適任だという田原の言葉は間違いではないだろう。

　それでも祐奈は答えられなかった。

　なにせ、宇月ランド跡地の売却先として天沢の名前があがっているということすらさっき知ったばかりなのだ。

　その祐奈に、田原が労るような声を出した。

「まぁ……、お父さんの件もあるから、君が複雑なのはわかる。無理にとは言わないから、少し考えてみてくれないかな」

　その言葉にハッとして顔を上げると、丸い眼鏡の奥の優しい眼差しと目が合った。

　田原は、父の古い友人だ。十年前の出来事は祐奈より知っているはず。

　祐奈はキュッと唇を噛かんで「わかりました」と答えた。




　夕暮れの街、保育園へ続く坂道を、祐奈は靴音を鳴らして下っている。

　胸の中のもやもやを振り切るように、ただ一心不乱に。

　宇月温泉は海と山に囲まれた坂の街、その坂を一番下まで下りたところに街でただひとつの保育園がある。

　少し息を切らして錆さびついた赤い門扉を開くと、息子の大和やまとは園庭にいた。

　祐奈の母と同じくらいの年齢のベテラン女性保育士、大おお山やま田だに抱かれて、少しふてくされた表情で。

「大和」

　祐奈は慌ててふたりに駆け寄る。

　祐奈に背を向けていた大山田が振り返って微笑んだ。

「ああ、ママが帰ってきた。大和くん、よかったね」

　大和は今しがたまで泣いていたようだ。頬に涙の筋が残っている。祐奈を見つけると嬉しそうに手を広げた。

「あー」

　祐奈は大山田の腕から大和を抱き取った。

「また泣いていたんですね。すみません」

　祐奈は大山田に向かって頭を下げる。この時間は本当なら、子供たちは部屋で親の帰りを待つことになっている。

　園庭に出てきていたのは、泣いてしまった大和をあやすためなのだろう。

　大山田が微笑んだ。

「ちょっとだけよ。大和くん、日中はいつもいい子にしてるもの。この時間は仕方がないわよね」

　大和は登園時に祐奈と離れるからといって泣くことはない。でも夕方はどうにも寂しくなるようで、泣きながら祐奈の迎えを待っていることが多かった。

「ちょっと待ってね。鞄かばん持ってきてあげるから」

　そう言って大山田は園舎の中に入っていく。

　その後ろ姿に「すみません、ありがとうございます」と頭を下げて、祐奈は大和に頬を寄せた。

「ただいま」

　頬をくすぐる子供にしては少し硬い黒い髪からは、よく晴れた日の原っぱのような香り。それを胸いっぱいに吸い込んで、嬉しそうに祐奈を見上げるキラキラした瞳を見つめると、もやもやとしていた祐奈の心が少しだけ落ち着いた。

　保育園から家までは、今度は上り坂。

　大和を抱っこ紐ひもに入れて、よいしょよいしょと言いながら祐奈は家路を急ぐ。抱っこ紐の中で大和がきゃっきゃと笑った。

　途中、小さな商店に立ち寄って買い物をする。夕食は一緒に住んでいる母親が準備してくれているが、イチゴが大好きな大和のために買って帰ろうと思ったのだ。

　だがそのスーパーで、見切り品のイチゴを手にした祐奈の耳にある言葉が飛び込んできた。

「ありゃ、秋月さんとこの娘さんじゃないかね。東京から戻ってきてたのか」

　祐奈はイチゴを持つ手を止めた。

「知らなかったの？　お腹に赤ちゃんができたって言って、二年くらい前だったかね。今は役場で働いてるそうよ」

「嫁に行っとったのか!?」

「それがそうでもないらしいのよ……」

　小さな街だから誰がどこでなにをしているかなど、筒抜けだ。

　刺激も少ないから、東京から父親のいない子を妊娠して実家に戻ってきた祐奈などはかっこうの噂うわさの的なのだ。

　祐奈は唇を噛んで、イチゴをふたパックカゴに入れ、さっさと会計を済ませると店を出た。

　そしてまた家路を急ぐ。

　これくらいのことは覚悟の上で大和を生んだ。

　無責任な噂話にいちいち傷ついていては、大和を育ててはいけない。

　強くならなくちゃ。

　祐奈はそう自分に言い聞かせた。




　すやすやと大和が寝息を立て始めたのを確認して、祐奈はそっと部屋を出る。音を立てないように慎重に襖ふすまを閉めると、続きになっている和室の居間でお茶を飲んでいた母親の寛ひろ子こが振り返った。

「大和、寝た？」

　祐奈は無言で頷いて、座卓に座る母親の向かいに腰かける。そして安あん堵どのため息をついた。

「ひと晩中寝てくれるようになったから、助かるわ」

　祐奈は大和が生後十カ月を過ぎた頃から保育園へ預けて案内所で働き始めた。

　その頃は夜中に何度も起きていたから、昼間は働かなくてはいけない祐奈にとってはつらかった。

　今だってまだ大変なことには変わりはないが、とりあえずひと晩中寝てくれるだけでもありがたい。

　祐奈は、寛子が入れてくれたお茶をひと口飲む。そして少し考えてから、夕方からずっと気がかりだったあの話を口にした。

「お母さん」

「なあに」

「……宇月ランドの件……知ってる？　売却先が決まりそうだって話」

　祐奈の問いかけに、母は答えない。だがそれは肯定したと同じことだった。

　寛子が勤めるスーパーは街の中心部にある地元の人が皆行く場所だ。祐奈がいる案内所よりは遥かに情報が集まりやすい。

「今日、田原課長に呼ばれて。天沢ホテル誘致のプロジェクトメンバーに入ってくれって言われたの」

「祐奈が？」

　天沢ホテルの件はすでに知っている様子だった母だが、祐奈の言葉には少し驚いたようだ。

　湯ゆ呑のみを握ったまま、思案している。

　祐奈は頷いた。

「そう、東京でホテルに勤めていた時の経験を活かせってさ。……どう思う？」

　いい年をした大人が仕事のことを親に相談するなんておかしいと思う。でもこの問題は自分だけのことではない。

　寛子は少し考えてから、口を開いた。

「そりゃ、そうしなさいって上司の人が言うなら、そうするしかないでしょう。あなたの経験を活かせるのはいいことなんだから」

　一般的な見解はそうなのだろうと祐奈は思う。

　祐奈だって、普通ならふたつ返事で頷いたはず。

　でもそうできない事情が、祐奈にはあった。

　湯呑みの中の若草色のお茶をジッと見つめて、祐奈は眉間にシワを寄せた。

「でも……でも十年前はあんなに皆反対したのに。今さら虫がよすぎない？　私、なんだか腹が立って……」

　そう言って、祐奈は座卓の上で握った拳に力を込めた。

　十年前、同じように天沢ホテルが宇月温泉に進出するという話が持ち上がった。候補地はまた別の場所だったけれど。

　そして、その計画に地元の旅館組合は大反対した。

　当時はまだ景気がよくて観光客もたくさん来ていたから、彼らにとって天沢ホテルは客を取り合うライバルでしかなかったのだ。

　そんな中、祐奈の父で秋月の主人だった秋月秀明だけが、その計画に賛成した。

　まだ高校生だった祐奈には、なぜ父がそうしたのかはわからない。わかるのは、父と当時天沢ホテルの副社長だった天あま沢さわ宗むね久ひさが友人だったこと。

　それから『宇月温泉の未来のために天沢ホテルは必要だ』と語っていた言葉だけ。

　だがその父の行動が、秋月の行く末を大きく左右したのだ。

　旅館組合と真っ向から対立した父は、裏切り者扱いされて街中から非難された。

　従業員も、ひとりまたひとりと去っていった。

　それでもどうにかこうにか経営を続けてはいたが、ある時その計画は天沢ホテル側の一方的な理由により頓挫した。

　その直後、心労がたたった父は突然倒れてそのまま帰らぬ人となってしまった。

　主人を失って従業員もいない状態では旅館経営など続けられるはずがない。秋月は廃業し、祐奈と母には古い自宅だけが残ったのだ。

「時代が変わったのよ」

　寛子が優しい声音で言う。

「でも……！」

　祐奈は納得できなかった。

　裏切り者と謗そしられて亡くなった父の無念を思うと、納得していいとはどうしても思えなかった。

　計画が持ち上がった頃には時々この家を訪れていた天沢宗久は、父の葬儀にも来なかった。

　ただ義務的に香典が届けられただけだったのである。

　今になって、天沢ホテルが何事もなくこの地に進出するならば、父の死はいったいなんだったのか。

「十年ひと昔って言うじゃない。お父さんは、宇月温泉を誰よりも愛していたわ。天沢ホテルが来ることで、宇月温泉にしかない魅力を全国に発信できると信じていた。もし今ここにいて、祐奈がプロジェクトのメンバーに選ばれたって知ったら、喜ぶんじゃないかしら」

　そう言って寛子は立ち上がる。

「まぁあなたの仕事のことだから、お母さんは口出ししないけど。……お風呂に入ってくるわね」

　母がいなくなった居間で、祐奈は古い畳の縁を見つめながら彼女の言葉を反はん芻すうした。

　本当に父は祐奈がメンバーに選ばれたことを喜んでくれただろうか。

　地元を敵に回してでも叶かなえたかったことを、娘が叶えてくれるって？

　だがもちろん、いくら考えても答えなど出なかった。

　祐奈は立ち上がり、寝室へ行く。そしてスースーと寝息を立てている大和の頭をそっと撫なでた。

　田原は祐奈の気持ちを考慮して、ああ言ってくれたけれど、実際にはプロジェクトメンバーの話を断るという選択は今の自分にはありえない。

　シングルマザーとして大和を育てる祐奈は、仕事を選べる立場ではないのだから。

　でも……。

　祐奈はため息をついて、眠る大和をジッと見つめる。

　少し硬い黒い髪と意思の強そうな目元は、彼の父親そっくりだと祐奈は思う。

　まだ母にも言えていない事情が、祐奈を苦しめていた。

　天沢ホテルは巨大な企業なのだから、誘致の話に少しくらい関わったからといって、自分が恐れていることにはならないだろう。

　でも不安な気持ちは、どうしようもなかった。

「大丈夫よね……？」

　大和の髪にそっと触れて、祐奈はぽつりと呟いた。










再会




　東京のアパートから持って帰ってきたパンツスーツに身を包み、祐奈は役場のエントランスに立っている。

　山から下りてくる強い風に黒い髪をなびかせて。

　今日は、天沢ホテル側の責任者が宇月温泉に来る日だった。

　宇月温泉は都内から高速を使って約二時間。

　さっき最寄りのインターを下りたという連絡が入ったから、もうすぐ役場に着くはずだ。

　隣では田原と、都つ築づきという男性担当者が、やはり緊張した面持ちで先方の到着を今か今かと待っている。

　結局祐奈はプロジェクトのメンバーに加わった。

　土地の買収うんぬんなどの難しいところまでは関われないが、案内所の仕事をメインにしながら、天沢ホテル側との協議の場面に適宜立ち会うという方向で。

　今日はその第一日目だった。

　天沢ホテルとのやり取りは順調に進んでいる。懸念された遊具の撤去問題もなんとかなりそうだと田原は言っていた。

　だが最終の決定を下すのは、この件を取りまとめる統括責任者。その責任者が今日はじめて宇月温泉を訪れる。

　天沢ホテルに対する祐奈の気持ちは、相変わらず複雑なままだった。

　地元の人たちと対立しても天沢に味方をした父を、あっさり裏切り去っていった男、天沢宗久。

　今は社長だというその男に対する憎しみが、祐奈の胸に燻くすぶっている。

　葬儀にも姿を見せなかったということは、友人だという話も嘘だったのかもしれない。ただそのようなフリをして、ビジネスを有利に進めようとしていたのだろう。

『秋月旅館の主人は天沢ホテルに殺された』

　当時誰かが言っていた耳を塞ぎたくなるようなひどい言葉を、祐奈は忘れることができないでいる。

　祐奈が東京へ出てホテル業界に就職したのは、いつかは彼に復ふく讐しゅうしたいという思いからだった。

　どうしたいかという具体的な考えがあったわけではない。

　それでも直接会って父の無念を、家族の思いを憎い男にぶつけたい。

　父の墓前に頭を下げてもらいたい。

　ただその思いを胸に、祐奈はひとり上京したのだ。

　一方で、天沢ホテル誘致の計画は知れば知るほど、宇月温泉にとっていい話だった。

　天沢ホテルは進出した先の環境と文化をないがしろにはしない。その地域、その地域に合ったホテルを建てるのだ。そして雇用を生みだし、地域経済にいい影響を与えることで知られている。

　間違いなくいい企業なのだ。

　宇月温泉には天沢ホテルが必要だと言っていた父の話は本当だった。

　それでもその話と、過去に社長が父にしたこととは別だ、と祐奈は思っていた。

　山間の街は、春が来るのが少し遅い。それでも吹き抜ける風はもう随分と暖かかった。

　大和は今頃、お昼寝の時間だろうか。

　今日は泣かないで一日を過ごせるといいけれど。

　晴れ渡った春の空を見上げながら、祐奈はそんなことを考える。

　その時、役場から続く坂道の下に黒い車が見えてきた。

「あ、お見えになった」

　呟いて、田原が乱れた白髪頭を手で撫でつける。

　祐奈は小さく息を吐いて、スッと背筋を伸ばした。

　プロジェクトメンバーに入った以上は、天沢宗久に対する祐奈の気持ちと、仕事の話は分けて考えなくてはいけない。

　黒い車は滑るように坂道を上ってくる。そして静かにエントランスに停車した。

　祐奈たち三人は車に歩み寄って出迎える。

「はじめまして、ようこそお越しくださいました」

　にこやかに声をかける田原の隣で、祐奈も彼に倣い口を開こうとする。

　だが後部座席のドアを開け、コツリと靴音を響かせて降り立つ人物に、目を見開いて固まった。

　背の高いその男性は、今来た道を眩まぶしそうに振り返り、祐奈たちに視線を移す。そしてメンバーの中に祐奈を見つけて、綺き麗れいな目を見開いた。

　反対側の扉から降りてきた事務方の男性が、目の前の人物を紹介する。

「こちら今回の統括責任者、天沢ホテルグループ取締役副社長……」

　その先は言われなくても祐奈にはわかる。

　少し硬い短めの黒い髪。

　意思の強そうな目元。

　祐奈の父を裏切った男、天沢宗久のひとり息子、天沢大たい雅が。

　祐奈がかつて将来を誓い合った元恋人であり、大和の父親だ。




　祐奈が天沢大雅と出会ったのは二年半前の秋だった。

　当時祐奈が勤めていたプライマリーホテルに大雅は客として泊まりに来ていた。

　百八十センチ以上はあるであろう長身に細身のスーツを着こなして、どこか優雅な身のこなしの彼に祐奈は一瞬、勤務中だということも忘れて見惚れてしまった。

　五つ星ホテルであるプライマリーホテルには有名人が来ることも珍しくなかったから、祐奈は彼を俳優かと思ったくらいだった。

『僕の顔になにか付いてる？』

　あまりにポカンとしてしまって、そう尋ねられて慌てて頭を下げたけれど、低くて甘い響きの声も素敵だと祐奈は思った。

　顧客台帳に書かれた【天沢】の文字には多少の引っかかりを覚えたものの、大都会東京に同じ名前の人など掃いて捨てるほどいるだろうと、やり過ごした。

　だがその時はあくまでも客とフロント係。

　本当の出会いは、次の日の朝だった。

　夜勤が終わり、家路に就こうとする祐奈はホテルからほど近い歩道で、落としてしまった鍵を探している大雅に遭遇したのだ。

　思わず声をかけて、探すこと小一時間、鍵はホテルの植え込みの中から見つかった。

『ぜひお礼を』という大雅の言葉から始まったふたりの関係が恋人同士に発展するのに、そう時間はかからなかった。

　会うのはもっぱら祐奈のアパート。

　古くて狭い、窓から東京タワーが見える部屋でふたりは愛を温めた。

　大雅は自らを商社に勤めるビジネスマンだと言っていた。

　祐奈はそれを疑うこともしなかった。

　だがそうして半年が経ったある日、別れは突然やってきた。

　その日は大雅が来ない日だった。

　アパートの呼び鈴が鳴り祐奈がドアを開けると、祐奈と同じ年くらいの綺麗な女性が腕を組んで立っていた。

　栗色の巻き髪に、高級そうなワンピースとハイヒール、腕には祐奈などは一生持てないであろうハイブランドのバッグを持っていた。

『あなたが、秋月祐奈さん？』

　挨拶もせずに開口一番そう言って、女性は祐奈を値踏みするように見る。

　祐奈は訝いぶかしみながら口を開いた。

『そうですが……なにか？』

『私まどろっこしいのは嫌いなの。単刀直入に言うわ。もう天沢大雅とは会わないで』

『は……？』

　突然の彼女の理不尽な要求に祐奈は眉根を寄せて、相手を睨にらむ。

　同時に胸騒ぎを覚えていた。

　目の前の女性はいったい何者なのだろう。

　大雅とはどういう関係？

　その祐奈の疑問に答えるように女性が口を開いた。

『私、彼と婚約間近なの』

『え……？』

　突然投下された爆弾に、祐奈の頭が真っ白になる。

　その祐奈に女性がたたみかけた。

『婚約する前に彼のことを調べたのよ。そしたら彼があなたと会っていることがわかったってわけ』

　そして祐奈をもう一度上から下までじろりと見て鼻を鳴らした。

『あなた本当に自分が彼に相応しいと思ってるの？　こんなボロアパートにいる女が、彼とは住む世界が違うと思わないのかしら』

『な、なにを……？』

　祐奈は小さく首を傾げる。不快感よりも、話の全容が見えない不安感の方が勝っていた。

　相応しいとはいったい……？

　そんな祐奈の様子に、彼女は苛いら立だったように吐き捨てた。

『天沢ホテルグループの御曹司にあなたは相応しくないって言ってるのよ!!』

『天沢ホテルグループの……？』

　祐奈は彼女の言葉を繰り返して、絶句した。

　思いもしなかった女性の言葉に思考がついてゆかなかった。

『だって、大雅は商社勤めだって言ってたのに……』

　掠かすれた声で呟くと、そのひとり言のような祐奈の言葉に女性が眉を上げる。

『商社勤め？』

　そして弾かれたように笑い出した。

『大雅さんったら、そんな風に言っていたのね！　ふふふ、だったら私がここまでする必要なかったかしら！』

　女性は心底見下したような視線を祐奈に送る。

『あなたとのことは大雅さんにとって、完全に遊びだったみたいね。素性も隠していたなんて！　ふふふ』

　そこからの記憶は少し曖昧だった。

　覚えているのは、その後すぐに電話で大雅に事実を確認したことと、そのまま別れを告げたこと。

　会って話をしたいという彼の言葉に耳を傾けることもしなかった。

　だって、会ってどうするのだろう。

『嘘をついていたが、君への愛は変わらない』

　その大雅の言葉を信じたとして、ふたりに未来はない。

　彼が天沢宗久のひとり息子だということに変わりはないのだから。

　アパートへ来られても祐奈は決してドアを開けなかった。

　そしてそのまま逃げるようにプライマリーホテルの社員寮へ引っ越したのだ。

　こうしてふたりの関係に終止符が打たれた。

　妊娠していると気が付いたのは、そのすぐ後だった。

　もちろん父親は大雅しか考えられない。だがもはやそれを彼に告げることはできなかった。

　迷いがなかったと言えば嘘になる。

　それでも大和を産むという決断を祐奈に下させたのは、祐奈の胸にぽつりと残されていた大雅への思いだった。

　騙だまされていたのだとしても。

　愛されていなかったのだとしても。

　そして彼が父の仇かたきの息子だとしても……。

　それでも祐奈は彼を深く愛していた。

　その証として、小さな命を授かった。

　祐奈は仕事を辞めて、故郷へ帰り大和を産んだ。




「本来なら、もっと早く私がこちらへお邪魔させていただいて、ご挨拶しなければならなかったのに。遅くなりまして、大変申し訳ありません」

　時代から取り残されたみたいな古びた役場の応接室、黒い革のソファに座って、大雅は田原に向かって頭を下げた。

　その優雅な身のこなしと精せい悍かんな顔つき、ソファとセンターテーブルの間で窮屈そうにしている長い脚に、お茶を運んできた若い女性職員が目を奪われている。

「いやお忙しいのに遠いところまでお越しいただきまして恐縮です」

　向かいに座る田原が名刺を彼に差し出した。

　そして隣の都築を紹介した後、反対側に座る祐奈に視線を移した。

「彼女は普段は温泉街の案内所で観光客の案内をしております。温泉街のことは詳しいですよ。それに二年前までは東京のホテルに勤めておりましたから、この件に関わってもらうことになりました」

　田原の紹介に耳を傾けながら、大雅が射抜くような視線を祐奈に送っている。

　祐奈はその視線から逃れるように目を伏せて、「秋月です」と小さな声で自己紹介をした。

「よろしく」

　この古びた空間に場違いなほどよく通る声で、大雅が言う。

　その時、応接室の外の廊下から女性が騒ぐ声が聞こえて、一同はドアの方向に注目した。

　どうやらついさっきお茶を並べ終えて部屋を出ていった職員と、様子を見に来た別の職員が騒いでいるようだ。

「信じられないくらいイケメンだったぁ」という無邪気な言葉まで聞こえてきて、田原が苦笑して頭をかいた。

「いや、申し訳ない。田舎者は礼儀がなってなくて。東京からあの天沢ホテルのお偉いさんが来られるということで、今日は朝から皆浮き足だっとったんですわ。副社長さんが来られたことにも驚きでしたが、俳優さんみたいに男前でいらっしゃるから、黙っとれんかったのでしょう。後できつく注意しておきます」

「いえ、大丈夫ですよ」

　大雅が優雅に微笑んだ。

　その様子に、祐奈の胸はずきんと痛む。

　こんな彼は、祐奈の知らない彼だった。

　天沢ホテルの御曹司として、巨大な企業を率いていく責任を背負っている彼は、ちょっとやそっとのことでは動じない。

　エントランスではさすがに少し動揺しているように見えたが、それも本当に一瞬のことでその後すぐに冷静さを取り戻し、なんでもないように振る舞っている。三十五歳とは思えない落ち着きと風格だ。

　かつての恋人である大雅は、やはり天沢ホテルの御曹司、天沢大雅だったということを今さらながら思い知らされたような気がして、祐奈は膝の上に置いた手を握りしめた。

「副社長、この後見ていただく現地ですが……」

　田原がさっそく地図を広げて説明に入る。

　それに少し身を乗り出して、真剣な眼差しで聞き入る大雅を祐奈は息をするのも忘れてジッと見つめる。

　長いまつ毛の綺麗な瞳、薄い形のいい唇、膝の上で組まれた大きな手は、少し痩せたようにも思えるが、二年前となにも変わっていなかった。

　アパートで祐奈を罵倒したあの女性は大雅と自分の関係を〝婚約間近〟だと言っていた。だが、彼の指に結婚指輪らしきものは見あたらない。

　そのことにひとまず安堵しかけて、でもすぐに祐奈は自分自身を叱責した。

　今の自分にはまったく関係ないことだ。

「では、そろそろ出発しましょうか」

　意気揚々として言う田原の言葉に、祐奈はハッとする。

　今日の目的は顔合わせ、そして現地の視察だった。

　日が傾いてしまう前に、現地を見てもらわなくては。

　一同は立ち上がり、応接室の出口へ向かう。エントランスに車が用意されているはずだ。

　だがその時、ちょうど廊下をやってきた職員から田原に声がかかった。

「課長、すみません。ちょっと」

　足を止めて職員から耳打ちを受けた田原が「そう、わかった」と頷いてから祐奈を振り返った。

「秋月さん」

「はい」

　祐奈が首を傾げると、田原は大雅たちの方をチラリと見て、少しすまなそうに口を開いた。

「今保育園から電話が入ったそうだ。お子さんに熱があるから、すぐに迎えにきてほしいそうだよ」

「え」

　祐奈は呟いて視線を彷徨さまよわせてしまう。

　このようなことは働き始めてから幾度となくあった。子供はしょっちゅう熱を出す。そのたびにこうやって保育園から職場に連絡が来るのだ。

　でも今このタイミングで？というのが正直な気持ちだった。

　恐る恐る周囲を見回すと、大雅が驚いた表情で祐奈を見つめている。

　さすがの彼も動揺を隠し切れていなかった。

　無理もないと祐奈は思う。

　思いがけず再会したかつての恋人にすでに子供がいることが判明したのだ。

　離れていた二年間という時間が長いのか短いのか祐奈にはわからない。でもその間に出産し子供を育てているという状況は十分驚きに値するだろう。

　田原が先方に向かって説明をする。

「彼女は、一歳のお子さんのママなんですよ。今日は現地まで同行させてもらう予定でしたが、……申し訳ありません」

　祐奈も田原に倣って「申し訳ありません」と頭を下げた。

「一歳？」

　大雅が呟いた。

　そして射抜くような視線を祐奈に向ける。

　祐奈は身の置きどころがないような気持ちになった。

　思いがけず再会してしまった、それだけでも祐奈にとっては十分まずい状況なのに、こんなにもすぐに子供がいることまで知られてしまうなんて。

　一方でまるで祐奈を非難するような大雅の態度に、どう思ったのか、田原が少し慌てて弁解した。

「いや、彼女は宇月の案内が主な担当ですから、今日のところは同行できなくても差し障りはありません。現地の説明は、現地におります不動産屋から……」

「あ、いえそういうことではありません」

　大雅が気を取り直したように微笑んだ。

「うちにも子持ちの社員はたくさんおりますから、当然のことだと思いますよ」

　彼の隣の事務方の男性が口を開いた。

「秋月さん、ご結婚されているんですね」

　その言葉で祐奈に一瞬迷いが生まれる。

　このまま夫がいるフリをしてやり過ごしてしまおうか。

　そうすれば万が一にでも大和のことで、彼に疑念を抱かれずに済むだろう。

　でもすぐに、それはできないと思い直した。

　ここにいる田原も都築も祐奈がシングルマザーだということは知っている。

　祐奈はためらいながら口を開いた。

「結婚……しているわけではありません。息子は私ひとりで育てております。ですから、迎えにいけるのは私だけなのです。申し訳ありませんが、本日はこれで失礼させていただきます」

　そして頭を下げて、応接室を出る。

　背中に大雅の視線を痛いほど感じたが、振り返ることはできなかった。




　保育園からほど近い街唯一の総合病院を出ると、もうだいぶ日が傾いて、少し風が冷たく感じた。

　祐奈はジャケットを脱ぎ、抱っこ紐の中の大和を包む。

「お家に帰ろうね」

　声をかけて頬を寄せると、すべすべの頬がいつもよりほかほかと温かい。

　祐奈を見上げる瞳は少し潤んでいた。

　大和を生まれた時から診ている高齢の医師は、今回の熱をちょっとした風邪だと診断した。

　そのことに安堵して、祐奈は坂道を上る。

　今日は金曜日、明日が休みでよかったと思いながら。

　一度熱が出ると、大和の場合、大抵は下がるまでに二日はかかる。

　週末は家でゆっくりして……月曜日までに下がるといいけれど。

　そんなことを考えながらなにげなく空を見上げた祐奈は、山の上の宇月ランドがある場所から街のメインストリートまでの道を、黒い車が滑るように下りてくるのに気が付いた。

　大雅だ。

　視察を終えて、戻ってくるのだろう。今日はそうたくさん時間は取れないはずだから、もう役場には寄らずにそのまま東京へ戻るのかもしれない。

　だとすれば、今祐奈がいる道のすぐそばを通ることになる。

　祐奈は思わず足を止めて、ジャケットを大和の顔が隠れる位置にまで引き上げる。

　そして守るように彼をギュッと抱きしめて、黒い車を見つめた。

　車は予想した通り、交差点を役場の方へは曲がらずに祐奈がいる方向へやってくる。

　後部座席には、黒いシートに身を沈めて腕を組む大雅。

　そして、すれ違いざま。

　そのするどい視線が、祐奈と腕の中の大和を捉えた。

　それだけですべてを見透かされたような気がして、祐奈は小さく息を呑む。

　だがそれも一瞬のこと。

　車はあっという間に遠ざかり、国道へと消えていった。

　少し冷たい風が吹き抜けて、祐奈のジャケットの袖がパタパタとはためいた。




　天沢ホテルグループ本社ビルの副社長室で、足元まである大きな窓から、天沢大雅は東京タワーを眺めている。

　赤と白のその光は、かつて大雅が足しげく通った祐奈のアパートの窓からも見ることができた。

　彼女が勤めていたプライマリーホテルにはホテルからほど近い場所に社員寮があったのに、彼女はそこへ入らずにわざわざ少し離れた場所にアパートを借りていた。

『私、東京へ来たら東京タワーが見える部屋に住もうと決めていたの』

　そう言ってビルの隙間から見える小さな東京タワーを飽きることなく眺めている横顔が、大雅はなによりも好きだった。

　少し憂いを帯びたその眼差しを誰よりも愛していた。

　思いがけず再会した二年ぶりの祐奈は、少しほっそりとして、でも記憶の中の彼女そのままだった。

　艶のある真っ直ぐな黒い髪、澄んだ瞳、少し高い柔らかな声音。

　あのアパートで大雅を笑顔で迎えてくれた祐奈のままのように思えたのに……。

　少し前から降り出した雨がガラスの窓に水滴を作り、都会の街のネオンがにじむ。

　大雅はそれをジッと見つめる。

　その時、副社長室のドアがコンコンとノックされる。

　大雅は振り返って、「どうぞ」と返事をした。

　ドアが開いて、秘書の山やま城しろが入室した。

「副社長、本日は遠方までおつかれさまでございました。お帰りの車の準備が整っておりますが」

　大雅は頷く。

　夕方に宇月温泉を出発して、本社へ戻ったのが午後七時。

　その後すぐに残務処理をして、今は午後九時を回ったところだ。

　今日の予定はもうないから、あとは家へ帰るだけだった。

　大雅はチラリと窓の外に視線を移す。そして少し考えてから口を開いた。

「……今日は、もう少ししてから帰ることにするよ。自分で帰るから車もいらない。山城も先にあがってくれ」

　その言葉に、山城がノンフレームの眼鏡の奥の切れ長の目を瞬かせた。

　本社から大雅が住むマンションはそれほど遠くない。

　本来ならば、わざわざ運転手付きの車で送ってもらうほどの距離でもないのだ。それでも四年前に副社長に就任してからは、立場の関係上そうしていた。

「どうかしたか？」

　上司からの言葉に小さく首を傾げたまま、いつまでも答えない山城に、大雅は眉を上げて問いかける。

　山城がやや戸惑うように口を開いた。

「いえ、……ただ、副社長がそうおっしゃられるのが久しぶりだなと思いまして」

　大雅が『自分で帰る』と言ったことに対する言葉だった。

　二年前はよくこう言って車での送迎を断り、ひとり祐奈のアパートへ行った。

　電車に乗って、コンビニに寄って。

　大雅は小さくため息をついて「そういう気分なんだ」とだけ言った。

　腹心の部下である山城はそれ以上はなにも言わず、頭を下げて部屋を出ていく。

　それを見届けてから大雅はまた窓の外を眺めた。

　祐奈は東京タワーを、亡き父親との思い出の場所だと言っていた。

　実家が旅館を経営していたから、遠出をすることができなかった幼少時代、一度だけ家族で来た東京で父親と見た東京タワーが、忘れられなかったのだという。

『東京タワーを見るとお父さんを思い出すの。知り合いのない東京でもあの赤い光を見ると、お父さんに見守られてるような気がするのよ。だから私このアパートに住むことに決めたの』

　業界団体の会合で訪れて気まぐれに泊まったホテルで出会い、惹かれずにはいられなかった祐奈。

　彼女との半年あまりの付き合いの中で自らの立場を偽ったのは、自分の中の弱さだったと自覚している。

　天沢ホテルの御曹司として、生まれながらにして重圧を背負い続ける人生に、少々疲れていたというのは言い訳にしかならないだろう。

　常に結果を求められる生活の中で、何者でもなくただそばにいればいいという祐奈との時間は、大雅にとってなににも代えがたい大切な大切な時間だった。

　それは失ってしまった今の方が、より強い思いとなって、大雅を苦しめ続けている。

　東京タワーを目にするたびに、傷つけてしまったものの大きさを思い知らされ、後悔する日々を大雅はひとり送っていた。

　大雅は窓ガラスに手をついて、目を閉じた。

　二年ぶりに会った祐奈は、大雅のいない世界で新しい人生を歩んでいた。

　故郷の街で新しい職を得て、新しい命を抱えて。

　大雅の方は彼女に別れを告げられたあの日から、一歩も前に進めずにただ目の前の責任を果たし続けるだけだというのに……。

　その時。

　またドアをノックする音が聞こえて、大雅はゆっくりと振り返る。答える前に開いた扉の先に立っていたのは、父親の天沢宗久だった。

「今日は宇月温泉へ行ってきたんだろう。……どうだ、計画はうまくいきそうか」

　お互いに社長と副社長という立場はあるものの、親子でもあるという気安さで、ふたりは立ったまま話をする。

　大雅は頷いた。

「よさそうです。事前調査の通り、山と海に囲まれたのどかな土地柄で開発も進んでいない。宿泊客が喜びそうな滝がいくつかありますし。なにより温泉の水質がいい。今でも温泉愛好家の間では十分人気があるようですから、その鄙ひなびた雰囲気を壊さないようにすれば、いけるでしょう。少し懸念されるのは雇用ですが……子育て世代も……いないわけではなさそうですので、そのあたりを活用できれば」

　大雅の言葉に宗久が満足そうに頷いた。

　その様子に、大雅はわずかな違和感を覚える。

　宇月温泉の件に関しては、適宜取締役会で報告を入れている。わざわざこんな時間にひとりで部屋を訪れてまで報告を求める必要はないはずだ。

「雇用はまぁ、なんとかなるだろう。地元の事情をよく調査して、必ずこの件は成功させろ」

　宗久はそう言って、他の話は一切せずに大雅の部屋を出ていった。

　バタンと閉まる扉を見つめて大雅は考え込んだ。

　父は、本当にこの件だけを確認しにきたようだ。

　でもなぜ？

　天沢ホテルが展開する新しいブランド、別館天沢は今社内で一番勢いのある事業で、複数の話を同時進行で進めている。少なくとも他の件に関しては、このように直接確認をされたことはなかった。

　大雅は黒い副社長椅子に腰を下ろして、肘をついて考え込む。

　そういえば、宇月温泉については父から出た話だった。普段は自分からなにかを提案することはあまりない人なのに……。

　一方で、新規開拓先として宇月温泉の名前が上がったことには、大雅自身、戸惑いを感じていた。

　宇月温泉が祐奈の故郷だからだ。

　もちろん祐奈は都内にいるはずだから、顔を合わせることになるとは思っていなかったが、それでも彼女を連想させるなにかに遭遇するだけで、大雅の胸の傷はひとりでにじくじく痛み始める。

　今日、現地視察の前に祐奈が先に帰ってから、祐奈の父親と友人だったという田原が彼女について少し話をしていた。その話によると、彼女は出産前にプライマリーホテルを辞めてひとりで宇月へ帰ってきたという。

　子を育てるために親元へ戻ったのだろう。

　でもそこまで考えて、大雅の胸がコツンと鳴った。

　祐奈は大雅と別れてから新しく誰かと出会い、子供を授かり、その誰かと別れて出産のために故郷へ戻った。

　――でも二年で？

　子供は一歳だと言っていた。

　そうだ、それを聞いた時も大雅は妙な違和感を覚えたのだ。

　女性が命を授かり出産するまでの日数を大雅は正確には知らないが、確か十カ月くらいはかかるはず。

　であるならば、祐奈は大雅と別れてすぐに子を授かったということになる。

　――本当に別れてからだったのか？

　ガタンと椅子を鳴らして大雅は立ち上がる。そして飴あめ色のデスクに両手をついて考えを巡らせた。

　大雅と別れた時期に、祐奈は子を授かった。

　大雅に告げなかったのは大雅ではない別の誰かの子だからだろうか。

　ひょっとして大雅と別れる前に、その誰かともうすでに……？

　いやそれはありえないと、大雅は思う。

　少なくとも、別れる直前までふたりは固い信頼関係で結ばれていた。その信頼関係を大雅が壊したことが別れの原因となったのだから。

　ではやはり、自分と別れてすぐに別の誰かの子を授かったのだろうか。

　もちろんその可能性は否定できない。

　できないけれど……。

　大雅は目を閉じてふぅーと深いため息をつく。

　アパートにいた頃の祐奈の笑顔が脳裏に浮かんだ。

　別れはあまりに突然で、呆あっ気けなかった。

　大雅が天沢ホテルの副社長だということをどこかで知った祐奈が、一方的に別れを告げてきたのだ。

　もちろん彼女が怒るのは当然だ。

　遊びだったのかと言われてもおかしくはない状況だった。

　だとしてもまったく大雅の言い分を聞こうともしない祐奈のあの頑なな態度。

　今思えば、あれはどこか彼女らしくなかったように思う。

　子供のことと、なにか関係があるのだろうか。

　大雅はデスクの上のタブレットを手に取って、素早くスケジュールを起動させる。

　次に大雅が宇月温泉へ行く日は、二週間後。

　今日は時間の関係上、現地視察のみだったから、次は朝早くから向こうへ行き、宇月温泉の名所を回ることになっている。

　案内役は、祐奈だ。

　大雅は椅子に腰を下ろし、くるりと後ろを振り返る。

　東京タワーが雨の街に輝いていた。










不穏な観光案内




　硫黄の匂いが漂う温泉街の中央を流れる澄んだ川。そこにかかる橋の前に祐奈たちは立っている。

　今日は、大雅が宇月温泉の名所を巡る日だ。

　頭上に広がるのは雲ひとつない空。

　メンバーは田原と都築と祐奈、天沢ホテル側は大雅と秘書の山城だった。

「いやー、晴れてよかったですな」

　田原が空を見上げて機嫌よく言う。

　それに一同頷きながら橋をゆっくり渡り始めた。

　これから温泉街を散策して昼食を挟み、午後は滝をいくつか見て回ることになっている。

　祐奈はグループの一番後ろから彼らについていきながら、春の日差しを眩しそうに見上げる大雅をこっそり盗み見た。

　長身の身体にぴたりと沿う高級なスーツを着こなして、秘書を連れ、ひと目で立場のある人間だとわかる堂々とした佇たたずまいは、やはり祐奈の知らない彼だった。

　本当に彼は、祐奈の恋人だったあの大雅なのだろうかと疑ってしまうくらいに。

　二年前、祐奈のアパートへ来ていた大雅は、たいてい仕事帰りだった。近くのコンビニで祐奈の好きなアイスクリームと自分用のビールを買って、アパートの呼び鈴を鳴らすのだ。

　あの頃の彼もスーツ姿だったけれど、今のように周りを圧倒するような雰囲気ではなかったように祐奈は思う。

　もしかしたら本当の自分を隠すために、わざとそう振る舞っていたのかもしれない。

「秋月さん、どうかした？」

　田原に声をかけられて、祐奈はハッとする。ぼんやりしている間に少し遅れをとってしまっていた。

「え？　あ、いえ……申し訳ありません」

　慌てて祐奈は足を早める。そして、気を引きしめた。

　今日の目的は宇月温泉の魅力を大雅に知ってもらうこと。

　……しっかりしなくては。

　祐奈は案内所で観光客を迎える時のように笑みを浮かべて口を開いた。

「温泉街に入る前にこの橋からの景色を見ていただきたいと思います。古きよき温泉街が一望できる絶好の撮影スポットになっています。若いお客さまはＳＮＳに載せる用に写真を撮っていかれるんですよ。夜はまた雰囲気がぐっとよくなります」

　祐奈の言葉に、大雅が満足そうに頷いた。

「夜も見てみたいね」

「ええ、ぜひ。では、そちらの遊歩道からメインストリートを行きましょう」

　あらかじめシミュレーションしてあった手順の通りに祐奈は案内を始める。

　川のせせらぎに耳を傾けながら一同はゆっくりと遊歩道を歩く。

　すると大雅が、不意に少し意外な言葉を口にした。

「そういえば、秋月さん。お子さんは大丈夫だった？」

「……え？」

　祐奈は少し驚いて、目を瞬いた。

「先日、熱が出たって言っていたお子さんだよ。どうなったかなって気になっていたんだ」

　突然の彼の問いかけに、祐奈は一瞬言葉に詰まる。

　二週間前の顔合わせで、祐奈が途中退席をしたことを受けての言葉だとはわかったが、すぐには答えられなかった。

　一方で彼はにこやかな表情で、祐奈の答えを待っている。

　よくある、社交辞令的な世間話。

　でもなぜか、祐奈の胸の鼓動が嫌な音で鳴りだした。

「あの……、だ、大丈夫でした。ただの風邪で……」

　そう答えるのが精一杯だ。

　その祐奈に、大雅がまたにこやかに語りかける。

「そう、よかった。お子さんは一歳だったっけ」

「はい、……そうです」

「小さいとただの風邪でも心配だね。一歳か。一歳……何カ月？」

「……え？」

　また少し意外な言葉を投げかけられて、祐奈は再び言葉に詰まる。

　育児中の母親同士の会話なら、よくある質問かもしれない。

　けれど男性のしかも仕事関係の相手から出た問いかけとしては、少し違和感のある内容だった。

　大抵は〝一歳です〟と答えれば〝一歳何カ月か〟までは聞かれない。

　大雅は相変わらずにこやかに祐奈を見下ろしている。その表情からはなにも読み取ることはできなかった。

　それなのに、彼の質問にどこか不安を感じるのは、祐奈が息子について人には言えない秘密を抱えているせいだろうか。

「あ、あの……一歳……三カ月です」

　他に答えようがなくて、祐奈は本当のことを口にする。

「一歳三カ月……」

　すると大雅が目元を少し険しくさせて呟いた。

　その様子に祐奈はしまったと思い、唇を噛む。

　胸の鼓動がどきんと嫌な音で跳ね上がり、警告をするようにスピードを上げ始める。

　大和の月齢と妊娠期間を正確に計算されてしまったら、大和の父親が彼だと気付かれてしまうかも。

　でも口から出た言葉は、もう取り消すことはできなかった。

「一歳三カ月かぁ、早いなぁ。もう歩く？」

　田原が呑のん気きな声で会話に飛び込んでくる。

　祐奈は大雅の視線から逃れるように、田原の問いかけに対する答えを口にした。

「あ、まだです。うちの子ちょっとのんびりやみたいで……」

　大雅はそれをチラリと見て、またすぐに穏やかな表情に戻った。




「この辺りは、昔からのお土産物屋さんが並んでいる通りです。宇月の特産品は、山の清流で採れるワサビですから、それを模したゆるキャラも……」

　メインストリートに入ると祐奈は大雅の少し前を歩き、温泉街の説明を始める。

　明らかに外部から来たとわかる都会的な空気をまとう大雅は少し目立ってしまっている。

　それなのに大雅自身は特に気にする風でもなく平然として、店の一軒一軒を興味深そうに眺めている。

「時間はたっぷりありますから、気になる店があれば立ち寄ってくださって結構ですよ」

　田原が言うと、大雅は通りを楽しげに眺めて、ある一軒の店に目を止めた。

「アイスクリーム屋がありますね。新しいのかな」

　田原が頷いた。

「そこの土産物屋の夫婦が新しく始めたんですよ。最近はジェラートって言うんですか、種類が多くてオシャレですから、温泉街の目玉になればいいなと期待しとるんですわ。食べながら街を散策できるようになっています」

　そんなことを言いながら一同がアイスクリーム屋に立ち寄ると、中から土産物屋兼アイスクリーム屋の女将が顔を出した。

「あら祐奈ちゃん、どうしたの今日は。もしかしてデート？　びっくりするくらいのイケメンさんを連れてるじゃない！」

　彼女はからかうようにそんなことを言う。

　祐奈は慌てて首を横に振った。

「お、おばさん！　違うわよ。仕事、仕事」

「あらそうなの。デートならサービスしちゃおうと思ったのに」

　そんなふたりのやり取りに、大雅が微笑んだ。

「随分と親しいようだね。もしかして常連さんかな？」

「そうなんですよ」

　答えたのは女将だった。

「祐奈ちゃんは毎週金曜日のお昼休みに必ず来てくれるんです。ふふふ」

　大雅は、女将の言葉に「へぇ」と言って祐奈を見た。

「アイスクリームが好きなんだね」

　そして祐奈にだけわかる少し意味深な視線を祐奈に送る。

　祐奈の胸がまたどきんと音を立てた。

「……はい」

　頬が熱くなるのを感じながら小さな声で答えると、女将が嬉しそうに補足した。

「大和くん……祐奈ちゃんのお子さんが、まだアイスクリームを食べられる年齢じゃないから家では食べられないって、お昼休みに食べてるんだよね。一週間頑張ったご褒美だって」

「お、おばさん！」

　ペラペラと祐奈の事情をしゃべってしまう女将を祐奈は少し慌てて止める。

「ははは、ママは大変だな」

　隣で田原がカラカラと笑った。

　それに穏やかに頷いてから、大雅が祐奈ににっこりと笑いかけた。

「じゃあ、今日は僕がご馳ち走そうするよ。案内をしていただくお礼に」

「え……？」

　突然の提案に戸惑う祐奈をよそに大雅は内ポケットに手を入れながら、田原に確認をした。

「田原課長、いいですか？」

「ええ、もちろんです。よろしければ副社長もどうぞ」

　田原がにこにこして頷いた。

　祐奈は慌てて固辞をする。

「あの……副社長、結構です。私、勤務中ですし……」

「だって今日は金曜日なのに、君は私に付き合って昼食だ。アイスクリームを食べられないじゃないか」

　そう言って、大雅は他の人の分もアイスクリームを注文する。

「ほらどうぞ」と差し出されたのは、かつてアパートに来る時にいつも彼が買ってきていた、祐奈が大好きなストロベリー味だった。

「いやぁ、ありがとうございます」

　田原が嬉しそうに言って、チョコのアイスにかぶりつく。祐奈も戸惑いながら、アイスクリームをぺろりと舐なめた。

　甘酸っぱいその味は、あのアパートで彼と食べたアイスクリームの味がした。

「もうすぐしたら、大和くんも食べられるようになるんでしょう？」

　女将がカウンターに頬ほお杖づえをついて、機嫌よく言う。

　祐奈は頷いた。

「はい。……というか、もう一歳を過ぎていますから食べさせてもいいみたいなんですけど。まだちょっと不安で……」

「はじめての子は不安だよねー」

　そう言って女将は大雅を見た。

「彼女ひとりでお子さんを育てているんですよ。まぁお母さんが一緒に住んでいるから安心は安心なんですけどね」

「そのようですね。お若いのにしっかりした方だ」

　そう言って微笑む大雅を祐奈は直視できない。落ち着かない気持ちでアイスクリームをもうひと口食べた。

　こうやって世間話代わりに家族のことを尋ねたり尋ねられたりは、この辺りではごく普通のことだ。でも大雅の前ではやめてほしいと祐奈は思った。

　助けを求めるように田原たちをチラリと見るが、彼らに女将を止める気配はない。

　今日は宇月の名所を巡るだけではなく地元の人たちとも言葉を交わしたいと事前に大雅が言っていたから、それに従い口を出さずにいるのだろう。

「大和くんかわいいんですよ。うちの孫と同じ保育園なんです。目元がとってもキリッとしてて、ありゃ男前になるねーって嫁がいつも言ってるの」

「おばさんったら……」

「本当よー。祐奈ちゃんもかわいいけど、キリッとしたタイプじゃないじゃない？　だからあれは絶対お父さん側に似たのね……って、……あら、ごめんなさい」

　女将が口を押さえて言葉を切った。

　祐奈がシングルマザーであることに気を遣ってのことだ。

　子供の外見が誰に似ているかなど皆が頻繁に口にする話題だが、祐奈の場合は少し周りに気を遣わせてしまうようで、このようなことはたびたびある。

　それを祐奈は少し申し訳ないと思った。

「あ、気にしないでください。……確かに大和は、私よりも……父親の方に似ているような気がします」

　一瞬気まずくなったその場の空気をほぐすように祐奈は言う。

「ああ、そうなの。やっぱり。男前だったんだろうねーお父さん」

　女将が少しホッとしたように微笑んだ。

　彼女はおしゃべりで思ったままを口にするから、こんなことはよくあることだった。

　それ自体をどうとも思ったことはない。

　でもやっぱり大雅がいるこの場ではやめてほしいと祐奈は思った。

「そろそろ先を行きましょう」

　アイスクリームを手にしたまま、祐奈は立ち上がる。

　そして、大雅を見ないようにしながら春の日差しがさんさんと降り注ぐメインストリートへ出た。

　背中に大雅の視線を痛いくらいに感じながら。




　昼食は滝へ続くハイキングコースのそばにある料理屋を予約してあった。

　メインストリートからは少し離れているその料理屋は静かで、一同はゆっくりと山菜の天ぷらと岩魚の塩焼き御膳を堪能する。

　大雅は、優雅な仕草で悠然と箸を進めていた。育ちのよさを思わせるその様に、祐奈は複雑な気分になった。

　かつて祐奈のアパートにいた頃は、ふたりベッドの上でくっついて、アイスクリームを食べさせ合ったりした。

　お行儀が悪いね、なんて笑いながら。

　あの彼は、もうどこにもいないのだろうか。

　食事が進み、そろそろご飯をという段になって料理屋の女将が少し意外なものを盆にのせて現れた。

　まだ擦すりおろしていないワサビだった。

　彼女は丁寧に頭を下げて、大雅に向かって口を開いた。

「天沢さま、本日は遠いところを宇月までお越しいただきまして、ありがとうございます。お料理はいかがでしょうか」

　予約するにあたって料理屋には、あらかじめ天沢ホテルからの視察だということは伝えてあったから、挨拶をしに来たのだろう。

「美味しいです」

　大雅が、よく通る低い声で答えた。

「古きよき日本の味ですね。使っている素材も素朴なものばかりですが、だからといってどこにでもあるわけじゃない。宇月温泉の魅力をまたひとつ教えていただきました」

　女将が嬉しそうに微笑んでから、ワサビがのった盆をテーブルの上に差し出した。

「こちらメニューにはないのですが、特別に準備させていただきました。宇月特産のワサビです。今朝採れたばかりのものです。この辺りでは擦りおろして温かいご飯にかけたり、お茶漬けにしたりするのですが。よろしければいかがですか」

　女将のささやかな心遣いに、祐奈はありがたい気持ちになりかけて、はたと思いあたる。

　そういえば、確か大雅はワサビが苦手だったような……。

　ワサビに限ったことではなく彼は辛いもの全般が苦手だった。

　反対に祐奈はワサビが大好きで、東京にいた時も実家から送ってもらって、ワサビご飯にして食べた。

　祐奈の作る料理はどんなものでも喜んで食べてくれた大雅だが、ワサビご飯だけは絶対に食べなかった。

　擦りおろしたばかりのワサビは香りがよくてそれほど辛くないと祐奈がいくら言ってもダメだった。

『絶対に辛いに決まってる』と眉を寄せて。

　祐奈は大雅を盗み見る。いったい彼はこの女将の好意をどうするのだろうか。

　すると大雅はにこやかに「ありがとうございます」と答えた。

　宇月の視察に来ている以上、特産品を口にしないわけにはいかない。

　でも完璧に見えるそのスマイルの口元が、微妙に歪ゆがんでいるように見えるのは祐奈の気のせいではないはずだ。

　その様子に、祐奈は思わず笑みを漏らす。

　どんなに別人のように振る舞っても好みは変えられないということか。

　その祐奈を大雅は見逃さなかった。

　誰にも気付かれないように祐奈をじろりと見ている。その目は、〝笑ったな？〟と言っていた。

　祐奈は慌てて笑いを引っ込めた。

「いやー今年はじめてのワサビです。嬉しいなぁ」

　田原が言って、各自の前に並べられたワサビを手に取り、下ろし器で擦り始める。

　大雅はそれを手に取ってから少し首を傾げて祐奈を見た。

「そういえば、昔ある人からワサビには擦り方にコツがあると聞きました。上手に擦れば、辛みが抑えられて香りよく仕上がると」

「そうです、そうです。この辺りの人間は皆上手に擦れますがね」

　田原が機嫌よく答える。

　すると大雅がワサビを祐奈に向かって差し出した。

「じゃあ、僕は上手な方にお願いしようかな」

　祐奈の胸がどきんと跳ねる。

　擦り方にコツがあると大雅に教えたのは祐奈だった。

「あ、はい……」

　もちろん断ることなどできず、祐奈はワサビを受け取って擦り始める。

　途端に爽やかな香りが広がって、大雅が懐かしむように目を細めた。

　一瞬、祐奈はあのアパートにいた頃に戻ったような気分になる。

　大雅は、ワサビを口にすることはなかったが、祐奈が擦ると部屋いっぱいに広がるこの香りは好きだと言っていた。

　温かいご飯に擦り上がったワサビと鰹かつお節ぶしをのせて、醤しょう油ゆを一周回しかけると、祐奈は彼に差し出した。

「どうぞ」

「ありがとう」

　大雅はにっこりと微笑んで、綺麗な仕草でワサビご飯に箸を入れ、一瞬躊躇してから思い切ったようにひと口食べた。

　そしてゆっくりと咀そ嚼しゃくして、綺麗な目を見開いた。

「……驚いたな、辛くない。香りがいいですね、……美味しい」

「そうでしょう！」

　田原が嬉しそうに声をあげた。

「なんといってもワサビは採れたてが一番です。ワサビは環境のいい場所でしか育てられませんから、宇月の自慢の特産品です。それをアピールしていこうということで昨年から役場では……」

　大雅は田原の話に耳を傾けながらワサビご飯を食べ進める。

　そして、全部食べ終えて、空になったお茶ちゃ碗わんをことんと置いた。

「……こんなに美味しいなら、もっと早く食べてみるんだった」

　大雅の呟きが耳に入り、祐奈の胸がずきんと鳴った。




　ざあざあと耳に心地いい滝の音。その飛沫しぶきが、春の森を濡らしている。心が洗われるような光景に祐奈はため息をついて口を開いた。

「あれが雷桜の滝です。この辺りは山桜の木がちらほらありまして、今年はもう散ってしまいましたけど、満開の時期はとても綺麗ですよ」

　料理屋から滝まではハイキングコースになっていて、歩道も整備されているから特別な装備がなくても気楽に滝まで来られるようになっている。

　森の緑を見上げて大雅が気持ちよさそうにしている。

「あそこに展望台もあってギリギリまで滝に近付けるようになっています。飛沫がかかるかもしれませんが、行かれますか？」

　祐奈が尋ねると、大雅は頷いた。

「あぁ、行ってみたい」

　一方で、田原や都築は遊歩道の手すりの崩れかけている部分を見つけて、なにやら話し込んでいる。

　こういった設備は観光課の管轄だから、修理をしなくてはいけない。

　祐奈と大雅は皆から離れてふたり、展望台の階段を上る。秘書の山城はついてこなかった。湿った空気が心地いい。

「本当にギリギリまで来れるんだな」

　目に見えない細かい飛沫が高級なスーツを湿らせるのも気にしないで、大雅は目を細めて滝を眺めている。

　黒い髪についた細かい水滴が木漏れ日に透けてキラキラ輝いた。

「水が綺麗だな。ほら、川底まで見える」

　そう言って大雅は滝つぼから少し先の流れを指差して祐奈に微笑みかけた。そのどこか無邪気な笑顔に、祐奈の胸は締めつけられる。

　この二年間、祐奈は必死に彼を忘れようと努力してきた。愛してはいけない人を愛してしまった自分を責め続ける、つらくて孤独な日々だった。

　それなのに今日、たった一日一緒に過ごしただけで、その努力があっという間に無駄になってしまったような気がする。

　プロジェクトはまだ先が長いのにと、途方に暮れる思いだった。

「この綺麗な水が、あのワサビを育てるんだね」

　大雅が祐奈に尋ねる。

　祐奈は頷いて、自分も展望台の柵から滝つぼを見下ろした。

「そうです。……綺麗ですよね……あ、魚」

　祐奈はそう言って展望台の手すりから少し身を乗り出した。少しでも近くで魚を見ようと思ったのだ。

　それを大雅が止めた。

「危ない」

　そして柵に寄りかかる祐奈の腕を引く。

「あ」

　引き寄せられて、祐奈は彼の腕の中に収まった。ふわりと感じる懐かしい彼の香り。

「そんなに乗り出したら落ちるじゃないか。……まったく、こんなところは全然変わってないんだな」

　耳元から聞こえる呟きに、祐奈の頬が熱くなる。

　かつて恋人同士だったことを思わせる言葉が彼の口から出たのははじめてだった。

　祐奈の心は、また過去へ引き戻される。

　あのアパートからはビルの隙間に小さな東京タワーを見ることができた。

　窓を開けて東京タワーを眺めるのが寝る前の習慣だった祐奈を、大雅はよくこうやって後ろから抱きしめた。

『そんなに乗り出したら危ないぞ』

　そうやって目にする東京タワーの赤い色はとても優しい色だった。

「す、すみません」

　祐奈は振り返って頭を下げる。

　それを見下ろす大雅が、物言いたげに唇を歪めた。けれどその唇が開く前に、階段の下から大雅を呼ぶ声がした。

「副社長」

　大雅はそちらを振り返り、小さくため息をつく。

「はい、今行きます。……君も一緒に来て」

　そう告げて、踵きびすを返して階段を下りていく背中を見つめながら、祐奈は胸の前で拳を握りしめた。

　東京タワーの赤い色は、祐奈にとって復讐の色だった。

　父と行った思い出の場所。

　毎日寝る前にその光を見つめて、必ずあの男に頭を下げさせると胸に誓い眠りについた。

　でも大雅と出会ってから、ふたりで見るあの光はいつも優しい色だった。

　このままふたりでいられるならば、もう復讐なんてどうでもいい、そう思う時もあるくらいに。

　……本当の彼を知ってから、祐奈はその光を見ることができなくなった。

　固く閉ざしたカーテンを開くことはもうなかった。

　でももし……。

　もし今見たとしたら、自分の目にあの光はいったいどう映るのだろう。




　すべての日程を終えて、一同は温泉街の入口に停めた車へと戻ってきた。

　時刻は午後三時半。

　これから役場の車と大雅の車、それぞれに分かれて、役場へと戻ることになっている。

　そこで解散だ。

　だがその時、田原の携帯に観光課から連絡が入る。

　電話に出た田原は少し話をした後、「とにかくこれから帰るから」と告げて携帯を切った。

　どうやらなにかトラブルが発生したらしい。

　そこへ大雅が、少し遠慮がちに口を開いた。

「田原課長、お取り込み中申し訳ないのですが、……できれば、帰る前にもう一度現地に足を運びたいのです」

「え？　あ……も、もちろん、それは構いません。構いませんが……」

　田原が少し戸惑いながら答える。

　その田原を安心させるように、大雅は素早く言葉を続けた。

「田原さんはこのまま役場へお戻りいただいて結構です。それから都築さんも。私たちだけで行きますから。ただ……できれば、秋月さんに付き添っていただけるとありがたい。もちろん、午後五時までには必ず役場に送り届けます」

　地権者には、天沢ホテル側の人間なら現地にはいつ立ち入っても構わないという了承は得ている。

　だが、やはり役場の人間が一緒にいる方が安心だ。

　現地の詳しい説明は、前回来た時にすでに受けているはずだから、見に行くだけなら祐奈でも問題はない。

　田原が救われたように祐奈を見る。

「秋月さん、お願いできるかな」

「はい」

　祐奈は答えた。

　少し意外な展開だが、祐奈はこの後なんの予定もないのだから、断る理由はない。

　田原と都築に別れを告げて、運転手付きの大雅の車に乗り込むと、車は静かに発進した。

　助手席に山城が座り、後部座席に大雅と祐奈が並んで座る。

　温泉街を、車はゆっくり走る。

　流れる景色を眺めながら、大雅が静かに口を開いた。

「わがままを言って申し訳ない。ホテルを新しく展開する時は、いつも何度もその土地を訪れて、イメージを膨らませるのが私のやり方なんだ」

「大丈夫です。お気になさらないでください」

　祐奈は答えた。

　各地に進出した別館天沢がどれも成功しているのは、彼のこうした努力の積み重ねがあるからだろう。東京の本社ビルで報告を受けるだけでは、気が付かないこともあるはずだ。

　またひとつ、自分の知らない彼の顔を見た気がして、祐奈は複雑な気分で黙り込む。

　やがて車は、温泉街を抜けて山道を上り始めた。

　木々の合間から見える景色を無言で眺めていた大雅が、ふと口を開いた。

「……あの建物が保育園？」

　彼の視線の先には、少し急な坂道の下にある平家建ての建物がある。

　祐奈の胸が、どきりと騒ぐ。

「……はい」

　一瞬だけ躊躇して、祐奈はゆっくり頷いた。

　大雅は「そう」と呟いて、それ以上はなにも言わずに黙り込む。そしてまた保育園を見つめている。

　その綺麗な横顔を見るうちに、祐奈の胸にある不安が広がっていく。

　……大雅は、大和が自分の子だと知ったら、どう思うだろう？

　それは大和を生むと決めてから、再会するまでの二年間、思いもしなかった不安だった。

　なぜなら祐奈はもう二度と、彼に会うつもりはなかったから。

　でも再会してしまった今、それは重い課題となって祐奈の中に存在している。

　もし彼が大和を自分の子だと知ったら……。

　どうして勝手に産んだのだと、祐奈に怒りを覚えるだろうか。

　それとも、興味はないと冷たく事務的に対応する？

　まさか親権を主張することはないだろうけど……。

　そのどれだとしても、とても耐えられそうにない。

　彼に対する自分の気持ちがこれほどまで不安定だということを、祐奈は今日一日で思い知った。

　……知られたくない。

　知られてはいけないと強く思う。

　大和との静かな生活を、なんとしても守らなくては。

　でも彼が大和について疑念を抱き始めていることは間違いないだろう。

　……どうしよう。

　祐奈は唇を噛んで、膝の上の震える両手をギュッと握りしめた。




「この辺りは少し風が強いんだね」

　宇月ランド跡地からは宇月の街全体を見渡すことができる。

　かつて展望台として機能していた場所に立って、大雅は街を見下ろしている。

　祐奈も彼の隣に立ち、午後の日差しを眺めている。

「そうですね……。特に春は強く吹くんです」

　祐奈の答えに頷いて、大雅はそのまま黙り込む。

　眉を寄せて難しい表情の大雅に、祐奈はそっとその場を離れようとする。さっき彼は現地でイメージを膨らませると言っていた。ならひとりの方がいいだろう。

　だがその祐奈を、大雅が止めた。

「こっちには、いつ戻ってきたんだ？　……祐奈」

　ハッとして振り返ると、彼はさっきまでとは明らかに違う表情をしていた。まるで責めるように、どこか切実な色を浮かべて、祐奈を見つめている。

「どうして俺の話をまったく聞かずに、俺の前からいなくなった」

「っ……！　ふ、副社長……！」

　突然、ふたりの関係を暴露するようなことを言う大雅に、祐奈は慌てて周囲を見回す。

　だがついさっきまでそばにいたはずの彼の秘書は、いつのまにか遠くに停めた車の中だった。

　謀られた、と祐奈は思う。

　おそらくはこの話をするために、大雅は祐奈をここへ連れてきたのだ。

　そしてその彼の意図を山城は正確に理解している。

　祐奈と大雅の様子が少しくらいおかしくてもこちらにはやってこないだろう。

「どうして……こんなまねを……！」

　祐奈の頭に血が上る。

　右手で作った拳を握りしめた。

「仕事のフリをして、卑怯だわ……！」

「君が、俺の話を少しも聞いてくれなかったからだ。なにも聞かずに一方的に別れを告げて、俺の前から姿を消した」

「話すことなんか、なにもなかったからよ！」

　少し気が動転して、祐奈は思わず声をあげる。

　でも放った言葉は本当だった。

　大雅はあの天沢宗久の息子だった。それだけでもう、話すことなんかなにもない。

「こういう話なら、失礼させていただきます」

　怒りに声を震わせて、祐奈は冷たく頭を下げる。

　一刻も早く、この場を去らなくては。

　だがひと足早く、大雅が祐奈の腕を捕らえた。

「話を聞いてくれ、祐奈!!」

　風の音だけが聞こえる静かな景色に、大雅の差し迫った声が響く。今日一日、天沢ホテルの完璧な副社長だった彼が放つ切実な叫びを、祐奈は目を見開いて受け止めた。

「確かに俺は君に嘘をついていた。天沢ホテルという肩書きなしに、ありのままの自分でいられる君の隣が大切だったからだ。でもそれは言い訳にしかならない！　遊びだったのかと君が怒るのも無理はない！　でも……！」

　大雅が掴つかんだ祐奈の腕を揺さぶる。

「でも、君を愛していたことは本当だったんだ！　君を愛していたんだ、祐奈!!」

　まるで直接心を掴まれて揺さぶられているような気分だった。

　二年前の電話でも彼は同じことを言っていた。

　でもその時は祐奈の心に彼の言葉は届かなかった。

　きっと彼は遊びだったのだと、そう思うことで自らの想いから目を背けた。

　でも今ならわかる。

　大雅の心は、あのアパートでの時間は、真実の愛に満ちていた。

　ふたりは、本当に愛し合っていたのだ。

　……それでも、彼が天沢大雅だということは、変えられない事実だった。

　彼の視線から逃れるように目を閉じて、祐奈はゆっくりと首を横に振る。

「……そんなこと、今さら……今さら聞いてもなにも変わらない」

　溢あふれそうになる涙をこらえながら。

「今さら……そうだろうか」と大雅は言う。

「そうよ！」と祐奈は答えた。

「もう過去のことだと？」

「……過去のことよ」

「でも俺は、俺はまだ君を……」

「だってあなたが！　あなたであることに変わりはないじゃない!!」

　感情的になりすぎて、祐奈は言わなくていいことを口走ってしまう。

　それを大雅は聞き逃さなかった。

「……俺が？」と呟いて、眉を寄せて祐奈を見る。

　祐奈はしまったと思い口を噤んだ。

「どういうことだ、祐奈」

　低い声で問いかけられても答えることなどできるわけがない。

　祐奈は彼から目を逸らしてうつむいた。

「な、なんでもない」

　大雅が身を屈めて祐奈を覗のぞき込み、視線を合わせる。そして唇を噛む祐奈に静かに問いかけた。

「祐奈、確かに俺は君に嘘をついた。だからこそ、これからはなにひとつ嘘は言わないと誓うよ。だから君も、本当のことを言ってくれ。……俺たちは、どうして別れなくてはならなかったんだ」

　祐奈の身体がびくりと揺れる。

　真実を絶対に知られてはならないと強く思う。

　あなたの父親は私の父を死へ追いやったのだと告げることなど、祐奈にはできそうにない。

　祐奈は少し震える唇をゆっくりと開いた。

「あなたが、私に嘘をついていたからよ。大事なことで嘘をつく人とは付き合えないって思ったの……それだけよ」

　そう言って祐奈は真っ直ぐに大雅の視線を受け止めた。

　彼が真実にたどり着くことはなんとしても阻止したい。

「それ以外になにもないわ」

　頑なな祐奈の態度に大雅は深いため息をつく。

　そして祐奈の腕を解放すると、眼下に広がる宇月温泉街を眺めた。

　ところどころに湯けむりが上がる温泉街は、午後の日差しに照らされて穏やかな時間を刻んでいる。

　黒い髪を風になびかせながら、大雅が静かに口を開いた。

「……君の、息子の父親は誰だ？」

「っつ……！」

　祐奈の心臓がどくんと跳ねて、バクバクと嫌な音で鳴り始める。ひとりでに震えだす身体を止めたくて、自分自身を抱きしめた。

　これもまた、絶対に知られてはいけない秘密だった。

　穏やかな大和との生活をなんとしても守りたい。

　答えられない祐奈の肩に、大雅がそっと手を置いた。そして祐奈を安心させるように優しい声音で語りかけた。

「大丈夫だ、祐奈。本当のことを話しても絶対に君が思うようなことにはならない。不安になる必要はない。俺はもう二度と、君を傷つけない」

　それでも祐奈は答えられない。

　沈黙の二年間が重く胸にのしかかり、祐奈の心の扉を固く閉ざした。

　再会したばかりの彼を信じ切る勇気はまだ持てない。

「……帰らせてください」

　祐奈は声を絞り出す。

「私、残業はできないんです。……お迎えに行かなきゃ」

　無性に大和に会いたかった。

　祐奈を見つけると嬉しそうに輝く瞳、随分重くなった身体を抱いて、晴れた日の原っぱのような香りを胸いっぱいに感じたい。

　そしてなにも考えずにふたりで布団に潜り込み、くっついたまま眠るのだ。

「……五時には、役場に送るってあなたは約束してくれた」

　言いながら空を見上げると、もう日が傾きかけている。

　大雅が目を閉じて、「わかった」と呟いた。




　祐奈と話をした日から二週間後の木曜日、天沢ホテルの役員専用会議室で定例の取締役会が行われている。

「では次、宇月温泉の土地買収の件について」

　社長である父の言葉に、大雅は手元のタブレットをスライドさせて口を開いた。

「問題なく進んでいます。遊具の撤去に関しては……」

　大雅の報告に宗久は耳を傾けて、満足げに頷いている。

　そしてひと通りの報告が終わると、少し考えてから口を開いた。

「なるほど……じゃあ、決まりだな」

「そうですね。全国的にはあまり知られていない土地ですが、都心からのアクセスがいいのに加えて温泉地としてのポテンシャルが高い。うちが進出すれば、知名度も上がるでしょう」

「だが、気を抜かないように。地元旅館組合の反発はどうだ？　……十年前はそれがかなりネックになった」

　宗久が少し苦々しそうに問いかける。

　大雅はそれに即座に答えた。

「今回は特には。もともと宇月ランドの件については地元も頭を悩ませていたようですから」

「融資銀行はどこを使う？」

「『アスター銀行』です。メインバンクではないですが、別館天沢事業の融資に加わりたいと頭取から直接依頼を受けまして。別館天沢事業には複数の銀行に関わってもらっていますが、もうひとつくらい増やしたいと思っていましたから、お受けしました」

　宗久は頷いて「わかった」と言った。

　だがすぐにまた思い出したように口を開いた。

「アスター銀行と言えば頭取の娘さんとお前は、縁談があったんじゃなかったか？」

　突然、プライベートの話をしだした父に、大雅は一瞬戸惑いながら、その答えを口にする。

「ええ、まぁ……。ただそれに関しては、すでにお断りしております」

「だが、ご息女はまだお前の秘書室に所属していると聞くが」

　父からの問いかけに大雅は心の中でため息をついた。

「社会勉強をさせてほしいと言われておりまして、お預かりしております」

「先方はまだそのつもりなんじゃないのか」

「……だとしても、大丈夫です。この件と宇月温泉の件は切り離して考えてくださいと頭取には何度もお伝えしております。今回の融資に限らず、うちとしてはアスター銀行でないといけない理由はありませんから。……そのあたりも大おお泉いずみ頭取はよくわかっていらっしゃるはずです」

　宗久は今度こそ安堵したように頷いた。

「じゃあ、採決を取ろう。宇月温泉買収の件について……」

　議案は問題なく承認された。

　取締役会が終わると宗久は一番先に部屋を出ていく。

　その背中を見送る大雅の肩を常務の山やま下したが叩たたいた。

「おつかれ」

「おつかれさまです」

　彼は古参の役員で、社長のよき相談相手だ。

　若くして副社長という責務を負う大雅にとっても頼りになる存在だった。

「社長も宇月の件に関しては気合が入っとるな」

　大雅は頷いた。

「そのようですね」

「雪辱を果たしたいんだろう」

　少し意外な山下の言葉に大雅は首を傾げつつ彼を見た。

「雪辱を？」

「十年前にも宇月に我が社が進出する話があったな？」

「ええ」

　ただ当時はまだ大雅自身、天沢ホテルで働き始めて三年も経っていなかった。

　詳しくは知らないというのが本当のところだ。

「あの時の責任者が社長だったんだ。当時はまだ副社長だったが」

　なるほど、と大雅は合点する。

　だから宇月の件について、やたらと気にしていたのか。

「十年前は、なぜ計画が頓挫したのですか」

　大雅の問いかけに、山下がため息をついた。

「まぁ、いろいろあったんだろうが、最終的には融資が下りんかったと聞いている」

「そうですか……」

「今回はそのあたりは大丈夫なようだな。だがホテル事業は息の長い話だ。しっかりやるように」

「はい、わかりました」

　頷くと山下はにっこり笑って大雅の肩をぽんぽんと叩く。

「期待しとるよ」

　そして部屋を出ていった。




　取締役会が終わって副社長室に戻った大雅が資料を確認していると、ドアをコンコンとノックする者がいた。

「どうぞ」

　答えると、秘書室に所属している大泉奈な々な美みがお盆を持って現れた。

「副社長、取締役会おつかれさまです。お茶をお持ちしました」

　少し鼻にかかった高い声でそう言って、奈々美はいそいそと大雅の方へやってくる。甘ったるい花の香りが大雅の鼻を掠めた。

「……ありがとう」

　大雅は資料から視線を上げてお礼を言う。

　奈々美はにっこりと微笑んで、机にお茶を置いた。

　そしてその後も立ち去ることなくお盆を持ったまま、期待を込めたような目で大雅を見つめている。

　大雅はそれをチラリと見て、口を開いた。

「……なにか？」

「大雅さんは、明日はお暇ですか？」

　大雅は心の中でため息をついた。

　さっきの取締役会でも話題に上っていたこの奈々美は、勤務中にもかかわらずこのように大雅に対して親しげに振る舞うことがよくあった。

　明らかに秘書としてはありえない言動だが、いくら注意しても直らない。

　縁談自体はとっくの昔に断っているが、それにしては三十五歳になる大雅が他の誰かと結婚する気配がないものだから、諦めていないのだろう。

　さっきの取締役会での父の指摘は間違っていない。

「明日は予定がある」

　大雅は資料に視線を戻して、やや硬い声で答えた。

「でも大雅さん明日は休暇を入れられていますよね」

　奈々美はなおも食い下がる。

　大雅は今度は彼女にもわかるように、あからさまにため息をついた。

「だからプライベートの方で予定があるんだ」

　天沢ホテル本社の社員は基本的には土日休み。だが役員はそうはいかなかった。もともとホテル業自体が土曜日曜が稼ぎ時なのだから、当然と言えば当然だ。

　だから大雅は普段は平日に休みを入れることが多かった。

　そして明日の金曜日は、一週間ぶりの休みだった。

　一方で、少し強い口調で答えた大雅に、奈々美は怯んだように唇を噛む。そして残念そうに肩を落とした。

「うちで夕食でもどうかって父が言うものですから……」

　わりと頻繁にあるこのような彼女からの誘いに、大雅は一度も頷いたことはない。

　それなのに、よくもまあ何度も何度もというのが素直な感想だった。

　だがビジネスの相手でもある頭取の名前を出されては、あまり無下にもできないところが厄介だった。

「頭取にはせっかくのお誘いを……申し訳ないと伝えて」

　大雅が言うと、奈々美はしぶしぶ頷いてから、口をつぼめて首を傾げた。

「ちなみにそのプライベートの予定の内容をお伺いしてもよろしいですか？　副社長。秘書室としましてはプライベートであってもどこにいらっしゃるのかくらいは把握しておきたいのです」

　秘書としての顔に戻り尋ねる奈々美に、大雅は心の中で舌打ちをした。

　大雅のことをなんでも把握しておきたいこの知りたがり屋には、正直言って辟へき易えきとしている。秘書室にいるとはいえ、大雅にお茶を入れるくらいのことしかしていないのだから、社会勉強はもう終わりにしてさっさと出ていってもらいたいくらいだった。

　だが一度引き受けた以上、彼女に明確な落ち度がない限り、それは無理な話だ。

「……宇月温泉へ行く」

　やや不機嫌に大雅は答える。

　すると奈々美が大袈裟に声をあげた。

「まぁ、つい最近も視察へ行かれたじゃないですか」

「新しく進出する土地には何度も足を運ぶのが私のやり方だ」

「でもプライベートの休暇を使ってですか？」

「…………」

　その時、またノックの音がして山城が入室した。

「副社長、スケジュールの確認に参りました。……大泉さんは、秘書室へ戻ってください」

　立場としては直属の上司にあたる山城に部屋を出るように言われて、奈々美は彼を忌々しそうにチラリと睨む。

　でもすぐに気を取り直したように大雅に向けてにっこりとした。

「プライベートで宇月に行かれるなら、ご一緒したかったです。次は誘ってくださいね」

　そう言って茶色い巻き毛を揺らして退出する。

　バタンとドアが閉まると同時に山城が口を開いた。

「プライベートで行かれるんですか。宇月に」

「そうだ」

「それは……明日？」

「ああ」

　大雅は少しやけっぱちになっておざなりに答える。

　天沢ホテルのような大企業の取締役ともなると、プライベートなどあってないようなものだ。今奈々美が言った通り、プライベートであっても居場所をはっきりさせておく方がいい。

　それはそうだとわかっている。

　わかっていても、時折窮屈でたまらないという気分になるのはどうしようもなかった。

　祐奈と会っていた頃は、彼女との時間がその鬱屈とした気持ちをうまく中和してくれたのだが。

　山城が少し考えてから、やや遠慮がちに口を開いた。

「副社長、宇月町役場の秋月さんと……そのお子さんに関しまして、こちらでわかることをお調べしましょうか」

　山城の言葉に大雅は彼のノンフレーム眼鏡の奥にある瞳をジッと見つめる。

　だがすぐに、目を閉じてゆっくりと首を横に振った。

「いや、いい」

「副社長、ですが……」

「必要ない」

　そう断言して、山城からの返答を拒否するように大雅はくるりと椅子を回して彼に背を向けた。

「……少し、ひとりにしてくれ」

　バタンと閉まるドアの音を聞いて、大雅はふぅーと息を吐いて天井を仰いだ。

　山城は二週間前の宇月温泉視察に同行して、祐奈と大雅のやり取りを直接目にしている。宇月ランド跡地で言い争ったことも知っているのだから、このように言うのは当然だ。

　だが調査などせずとも祐奈の子は自分の子だということを、あの時大雅は確信した。

　子供の年齢と妊娠期間を考えると、彼女に子ができたのは大雅との交際中に間違いない。であるならば、相手は自分以外ありえない。

　君への愛は本当だったと大雅が告げた時、彼女が一瞬だけ見せた燃えるような瞳。

　あの瞳は、紛れもなく真実に満ちていた。

　祐奈は子供ができたことを大雅に告げないまま、東京を去り、故郷の街でひとり子を産み育てた。

　……どうして黙っていたのだろう。

　大雅は目を閉じて、考えを巡らせる。

　愛していると言いながら、立場を偽っていた大雅に失望したからだろうか？

　これから生まれる子供の父親に、大雅は相応しくないと？

　……そうかもしれない。

　でもそれだけではないのでは？という思いを大雅は抱き始めている。

　もしかしたら別れ自体、大雅の知らないなにかが引き金になったのではないだろうか。

『あなたがあなたであることに変わりはない』

　叫ぶように言った彼女のあの言葉の意味は……。

　目を開くとすぐ目の前にそびえ立つ東京タワー。

　それを見つめる大雅の脳裏に、二週間前の祐奈の姿が浮かんだ。

　大好きなストロベリーのアイスクリームを食べて、少し綻んだ桜色の口元。

　ワサビを擦る白くて細い綺麗な手。

　無邪気に滝つぼを覗き込もうとする危なっかしいところも、なにもかもが大雅の心を引きつけた。

　大雅の彼女に対する気持ちは、二年前となにひとつ変わってはいなかったのだと思い知らされる視察だった。

　……調査など、無意味だと大雅は思う。

　祐奈から、彼女の口から出る言葉だけが、大雅にとっての真実なのだ。

　その真実がどんなものでも、たとえなにかを失うことになろうとも、すべてを受け止める覚悟はある。

　――もう二度と祐奈を離さない。

　そう決意して、大雅は右の拳を握りしめた。










祐奈の苦悩




「祐奈さん、天沢ホテルの副社長ってどんな感じでした？」

　金曜日の昼下がりの宇月温泉観光案内所。

　客が一段落したのを見計らったように同僚の真由香に興味津々で問いかけられて、祐奈はどきりとしてパンフレットの整理をしていた手を止めた。

「……どうって？」

　戸惑いながら答えると、彼女は目を輝かせた。

「すっごく、すっごくイケメンだって言うじゃないですか!!　最近、観光課のお姉さま方はその話題で持ちきりですよ。案内役、祐奈さんと交代したいって課長に直談判した人もいるくらいなんですから」

「そうなの!?」

　真由香の言葉に祐奈は驚いて声をあげた。

　仕事終わりに同僚と話す時間もなく保育園へ行かなくてはいけない祐奈は、情報が遅い。

　それはいつものことなのだが、それにしても驚きだった。

　もちろん大雅が女性の目を引く存在だということはわかっている。かつて祐奈もフロント係として彼に出会った際、同じように感じたのだから。

　だとしても課長に直談判までするとは……穏やかじゃない。

「どうなんです？　イケメンでした？」

　そう言って真由香はわくわくして祐奈の返答を待っている。

　祐奈は苦笑しながら首を傾げた。

「どうかな、まぁ、確かに素敵だとは思うけど……」

　祐奈は曖昧に微笑んで、あたり障りのないことを言ってやり過ごそうとする。

　脳裏に二週間前の彼の姿が浮かんだ。

　宇月ランド跡地で少し言い争った後、役場まで送り届けてくれた大雅は、車を降りようとする祐奈の手を引いた。

『また来る。次に会う時までにふたつの問いかけに対する答えを用意しておいてくれ』

　真っ直ぐなその視線を祐奈はまともに見ることができなかった。

　なぜふたりは別れなくてはならなかったのか。

　大和の父親は誰なのか。

　彼が出したふたつの課題が祐奈の胸に重くのしかかっている。

　次に彼がここへ来るのは一カ月後。

　あと一カ月で自分は彼の問いかけに対する答えを用意することができるだろうか。

　と、その時、案内所の自動ドアがウィーンと開く。

　祐奈は反射的にそちらに向けて背筋を伸ばした。

「こんにち……」

　だが自動ドアが開いた先、案内所に足を踏み入れた背の高い人物に祐奈は目を剥いて、固まった。

「こんにちは、秋月さん」

　大雅だった。

「……こんにちは」

　無視をするわけにもいかず祐奈は答える。

　突然の彼の登場に、思考がついてゆかなかった。

　次に彼が宇月に来る日は一カ月先だと今思ったところなのに。

　もしかしてなにか緊急事態が？

　それにしては今日の彼はスーツ姿ではないラフな格好だけれど……。

　そんな祐奈の内心をよそに大雅がカウンターに歩み寄り、にっこりとして口を開いた。

「今日はプライベートで来たんだ。この間は名所をたくさん案内してもらったけど、肝心の温泉には入っていないからね」

「そ、そうですね……じゃあ今日は……宿泊で？」

「うん。『奥おく山やま旅館』を予約しているんだ。それで案内所の前を通ったら秋月さんがいるからちょっと挨拶していこうと思ってね」

「そうですか。わざわざありがとうございます……」

　答えながら、祐奈は隣の真由香をチラリと見る。

　彼女からの視線が痛かった。

　背が高くてカッコいい、都会的な空気をまとう彼は明らかに宇月の人間ではない。

　その彼が初めから祐奈の名前を口にして案内所へ入ってきたのだ。いったいどういう関係なんだと思っているのだろう。

　祐奈は真由香に向けて彼を紹介した。

「あ、あの真由香ちゃん、こちら天沢ホテルの副社長、天沢さん。この間私が観光案内をさせていただいた……」

　彼女も観光課の人間なのだからまったく無関係ではない。

　大雅が彼女に向かって口を開いた。

「天沢です。プライベートで来たもので、名刺がなくて申し訳ない」

「あ！　い、……いいえ！　だ、大丈夫です！　あ、案内員の北川です」

　真由香は目を見開いて、あわあわと自己紹介する。

　大雅が「よろしく」と微笑んだ。

　そして再び祐奈に向かって口を開いた。

「奥山旅館はあの角を曲がった先だよね。この間回った辺りとは反対方向になるのかな」

「そうです。あちら側は海沿いの少し静かな通りです。お店は少ないですが、海が見えるので景色がいいですよ。ゆっくり宇月を楽しみたいというお客さまに人気のエリアです」

「楽しみだな」

　そう言って大雅が頷いた時。

「あのっ」

　真由香が声をあげた。

「奥山旅館はここから少し距離もありますし、途中脇道も多いですから、現地までご案内します……祐奈さんが」

「え？」

　祐奈が目を丸くすると、大雅が首を横に振った。

「いや、大体の場所はわかるから自分で行きますよ。仕事の邪魔をするわけにはいかない」

「邪魔って……私たちの仕事は宇月の案内です。これが仕事なんですよ。天沢さまは大切なお客さまですから、旅館までご案内しなかったって後で課長にバレたら私たちが叱られます」

　真由香の言葉はあながち間違いではない。案内員がふたりひと組で案内所に立つのは、時に口頭だけでは案内しきれない客が来た時に現地まで付き添うことができるようにだ。

　大雅が観光課にとって最重要人物だというのも本当だった。

　でも案内を祐奈がという案には、素直に頷けなかった。先日の宇月ランドの件が頭に浮かんでしまって。

「でも、奥山旅館はそれほど難しい場所でも……!?」

　言いかける祐奈の腕を、真由香がぐいっと引っ張る。

　そして耳元で囁いた。

「案内しなきゃ、絶対後から言われますって。でもこんなイケメンを連れて歩くなんて、私には無理！　絶対無理！　ひと言も話せないに決まっています。だから祐奈さんお願いです～！　課のお姉さま方には内緒にしますから！」

　小声とはいえ、他に客はいない昼下がりの案内所、当然大雅には聞こえてしまっている。

　大雅がにっこりとして「じゃあ、お願いしようかな。君たちが叱られないように」と言った。

「どうぞどうぞ、なんなら案内がてらお茶でもしてきてください。奥山旅館が最近始めた和風ブランチプランは評判がいいんですよ」

　案内員らしいことを言って手を振る真由香。

「ありがとう」と少しわざとらしいほどに優雅に微笑む大雅。

　祐奈は憮ぶ然ぜんとしてしぶしぶ頷いたのだった。




「なかなかいい職場みたいだね。子供のことも理解があるみたいだし」

　案内所を出て初夏の日差しを浴びながら、大雅はメインストリートをゆっくり歩く。

　その背中についてゆきながら、祐奈はぽつりと呟いた。

「……卑怯だわ」

　大雅が振り返って、眉を上げる。

　祐奈はその彼を睨んだ。

「仕事の立場を利用して会いにくるなんて。あなたがこんな人だとは思わなかった」

　観光課の職員としてはありえない言動だと自分でも思うが、はじめにルールを破ったのは彼の方なのだ。

　どうにでもなれという気持ちだった。

「君がプライベートでも会ってくれるなら、もうやめるよ」

　平然とした様子でむちゃくちゃなことを言って、大雅はまた歩き出す。

　祐奈はその彼の後ろをとぼとぼと歩いた。

　しばらく歩くと三さん叉さ路ろに行きあたる。右手を行くとメインストリート、左手が奥山旅館へ続く道だ。

　大雅がメインストリートのアイスクリーム屋に目を止めて祐奈を振り返った。

「今日もアイスを食べたのか？」

　金曜日の昼休みに、一週間のご褒美として祐奈がアイスクリームを食べていることについて言っているのだ。

　祐奈はゆっくりと首を左右に振った。

「今日はアイス屋さん、ちょっと混んでいたの。時間がなくなりそうだったからやめたわ」

　すると大雅は頷いて、「なら今食べればいい」と言う。

　そしてひとりさっさとアイスクリーム屋へ歩いていく。

「え？　あ、ちょっ……！」

　祐奈は咄とっ嗟さに止めようとする。でも言っても無駄かと思い直し諦めて、少し離れて彼を待った。

　こんなところは祐奈が知っている昔のままの彼だった。

　思い立ったらすぐに行動。

　出会った時にも鍵を一緒に探したお礼の食事は、その場で日にちと時間まで決められた。

「ほら、食べながら行こう」と差し出されたアイスを受け取って、祐奈はそれをぺろりと舐める。

　やっぱり、彼の手からもらうアイスは、あのアパートで食べたストロベリーの味がした。

　三叉路を左に行くと人通りがなくなって静かになる。そよそよと風が緑を揺らす小道をふたり、言葉少なに歩く。

　やがて前方にキラキラと輝く海と奥山旅館が見えてきた。その看板を確認して祐奈は足を止めた。

「あちらが、奥山旅館です」

　他人行儀にそう言って、ひとり来た道を引き返そうとする。

　その祐奈を大雅が止めた。

「話があるんだ、祐奈。……そこのベンチに座って」

　彼が指差す先には、海を望むことができる忘れ去られたような公園があった。

　祐奈はとっさに彼の要求など無視をして、帰ってしまおうかと考える。

　祐奈の方は話すことなどなにもない。

　けれど、逃げていてもなんの解決にもならないと思い直し、素直に従った。

「もう、こんなことはやめて」

　ベンチに座り残りのアイスを食べ終えて、祐奈は彼に訴えた。

「こんな風に会っているところを誰かに見られたらどうするの？」

　小さい街だからなにかあればすぐに噂になってしまう。それでなくても今や大雅は宇月の街にとって大切な人。その彼と祐奈が噂になったりしたら、下手をすれば仕事にも影響が出かねないのだ。

　だがその祐奈の訴えに、大雅は頷かない。

「君が答えをくれるまで、俺は君に会いにくる」

「答えなんて！」

　祐奈は思わず声をあげる。

「答えなんて私から聞かなくても、あなたなら……あなたなら簡単に、調べられるでしょう？」

　少し皮肉を込めて祐奈は言う。でもそれは事実だった。

　彼は天沢ホテルの副社長なのだ。

　その気になれば大和の父親が誰なのかも、祐奈が大雅を拒む理由だって、簡単にわかるのではないだろうか。

　なにもこんな遠いところまで祐奈に会いにこなくても……。

　祐奈は唇を噛み、黙り込む。

　その祐奈の両肩を、大雅が大きな手で掴み優しく揺さぶった。

「俺は君の口から聞きたいんだ、祐奈」

「……私の口から？」

「そう」

　大雅が頷いた。

「俺にとっての真実は、君の口から出た言葉だけだ」

「そんな……！」

　むちゃくちゃな、と祐奈は思う。

　彼にとって、祐奈との別れはともかくとして、大和の件については重大な問題だ。

　それなのに、その問題を祐奈の言葉だけで結論づけるなんて。

「祐奈、もう一度言う。俺はなにがあっても君の味方だ。絶対に悲しませない。……だから、真実を話してくれ」

　君を悲しませないという彼の言葉に、祐奈の心は揺さぶられる。

　信じたいという気持ちと、でもいくらなんでもそれは無理だという思いが頭の中で戦った。

　祐奈と大雅の間にある問題はそんな思いだけで越えられるものではない。

　祐奈はなにも答えられず、ただうつむく。

　すると突然、ふわりと彼の腕に包み込まれ、ギュッと力が込められた。

「俺を信じてくれ」

　耳元で囁ささやかれる低い懐かしい声音が、祐奈の頭の中心を熱く甘く痺しびれさせる。目を閉じると、瞼まぶたの裏にアパートの窓からふたりで見た東京タワーが浮かんだ。

「……また来るよ」

　そっと身を離して、大雅が言う。

　少しぼんやりとしてしまっていた祐奈は、その言葉にハッとした。

「大雅……ダ、ダメ」

「人に見られたくないなら、毎週金曜日のお昼休みはここへ来て」

　勝手なことを言って大雅は立ち上がる。

　そしてキラキラと午後の日差しを反射させる大海原をバックに微笑んだ。

「君にアイスクリームを買ってあげるのは、昔も今も俺の役目だ」




「天沢さん、立派におなりになったみたいね」

　土曜日の夜、大和を寝かしつけてリビングでお茶を飲んでいた祐奈は、母寛子に声をかけられてどきりとして振り返った。

「……え？」

「天沢さんよ。今は副社長をしていらっしゃるんでしょう？　あなた案内役をしたんじゃないの？」

「うん、した」

　動揺してしまったことを隠したくて、祐奈は即座に頷いた。でも少し違和感のある母の言葉に首を傾げた。

「お母さん、天沢……副社長のこと知っているの？」

　寛子は祐奈の前によいしょと座り、頷いた。

「直接知ってるわけじゃないけど、天沢さんがこの家にいらしてた頃、おっしゃっていたのよ。息子がようやく社会人になって会社を手伝ってくれるようになったって。まだ三年も経ってないけどって言いながら嬉しそうにされていたわ。それがもう、副社長だなんて……時が経つのは早いわね」

　そう言って、寛子は少し遠い目をする。

　今母が言った〝天沢さん〟は、大雅の父親である天沢宗久のことだ。祐奈の記憶にある限り、父が亡くなって以降、母の口から彼の名前が出たのははじめてだった。

　祐奈は思わず声をあげる。

「お母さん、どうして……！」

　どうしてそんなに、懐かしそうにするの？

　あの男が憎くないの？

　でも言いかけて、すんでのところで口を閉じる。

「なあに？」

「……ううん……なんでもない」

　そして母から目を逸らした。

　天沢宗久について、今まで祐奈は母と話をしたことはなかった。

　父が亡くなってすぐ、秋月旅館を閉めなくてはいけなかった母はすべてのことをたったひとりで乗り切ったのだ。

　昼間は気丈に振る舞いながら、夜は仏壇の前で泣いているその姿を知っているからこそ、それ以上に母を苦しめるようなことは言えなかった。

　何年も経ち、ようやく明るさを取り戻した母が、あの男のことをどう思っているのか祐奈は知らなかったが、こんな風になにげなく、懐かしむように名前が出たのは意外だった。

「あの頃、お父さんが連れてこいって言ってたのよ。天沢さんに、その息子さんを」

「副社長を？」

「そう。お前の自慢の息子を見たいなんて言って」

　はじめて聞く話だった。

　あの頃、天沢宗久はよく家に来て、父と酒を酌み交わしていた。

　そういう時、高校生だった祐奈は挨拶はしても同席はしなかった。

　でもまさかその席で大雅の話が出ていたなんて。

「そしたら天沢さんが、息子とはいえ社員でもあるから、未熟なやつを重要な案件に同行させるわけにはいかないっておっしゃって……確か奥さまは早くに亡くされたって話だったけど。だからこそ厳しく育てておいでだったのね」

「未熟な……」

　祐奈は呟く。

　今の彼からは想像もつかないが、働き始めてまだ何年も経っていなかったなら、そうだろう。

　だから、宗久は息子を宇月には同行させなかった……。

　そんなことを考えて頷く母を見つめながら、祐奈は突然、あることに気が付いた。

　それは本当にあたりまえでわかっていたはずのこと。

　……大雅は十年前のあの件にはまったく関わっていなかった。

　彼が天沢宗久の息子であることにこだわるあまり、祐奈はそのことから目を背けていたのかもしれない。

　でも今、改めて母の口から十年前の話を聞いて本当にそうだったのだと気が付いた。

　……父親がしたことは、父親の罪であり彼の罪ではない。

「天沢さんの息子さん、とっても素敵なんですってね。お母さんの職場でも評判よ。天沢ホテルができたら転職しようかな、なんて言う人もいるのよ。ふふふ」

　そう言って寛子は微笑む。

　仏壇の前で声を殺して泣いていたあの母と同一人物とは思えないくらい穏やかに。

　そんな母を見ていたら、なんだかとても虚しいような寂しいような気持ちになって、祐奈はぽつりと呟いた。

「……天沢さんが、お父さんにしたことをお母さんはもう許したの？」

　でも言ってしまってから、すぐにしまったと思い口を噤つぐむ。

　ずっとずっと、母には言うまいと思っていた気持ちがつい口から出てしまった。

　恐る恐る母を見ると、なんとも言えない表情で祐奈を見つめている。

「あ……、ご、ごめんなさいお母さん」

　慌てて取り繕う祐奈を悲しい目で見つめて、母はうつむく。

　そして一段低い声で話し始めた。

「……お母さん、もう懲り懲りなのよ」

「懲り懲り……？」

「そう……。あの頃、いろんな人に、いろんなことを言われたわ」

　宇月の裏切り者と謗られた父が亡くなってからも、家族である祐奈や母に心ない言葉を浴びせる者はいた。

　十年経ってもうさすがにほとんどなくなったとはいえ、忘れられるわけがない。

「本当につらかったけど、ここを離れるわけにはいかないもの。ここはお父さんとの思い出がたくさん詰まっている場所。お父さんが愛した土地。お母さんずっとずっとここにいたい。……だから、もう誰も恨まないことに決めたの」

　母はそう言って長年の思いをすべて吐き出すかのように長い長いため息をついた。

　そして顔を上げて、また穏やかに微笑んだ。

「とにかく、天沢副社長さんに今度会ったら伝えてくれない？　一度スーパーにも寄ってくださいなって。お母さんパート仲間に頼まれちゃって」

　もう誰も恨まないで生きていく。

　それが母の出した答えなのだ。その答えとともに、彼女は明るさを取り戻し、再び歩き始めた。

　その母の笑顔を見つめて、祐奈の胸は取り残されたような寂しさでいっぱいになった。

　もう誰も恨まない。

　それはあの男を許すということだろう。

　もし自分にそれができるとするならば、今とは違った景色が見えるのだろうか。

　今思うのとは違った未来が、広がるのだろうか。

　もう誰も恨まない。

　……祐奈に、それができるならば。




　次の週の金曜日、あの公園に大雅はいた。

「おつかれ」と微笑んで、祐奈のためにアイスクリームを買いにいく。

　そしてベンチの隣に座ってアイスを食べる祐奈を、眩しそうに見つめていた。

　次の週も、その次の週も、彼は金曜日にやってきて、アイスクリームを買ってくれた。

　本当なら、あり得ないと祐奈は思う。

　秘書にスケジュール管理をさせるような立場の人が、祐奈にアイスを買うためだけに、こんな遠いところまで来るなんて。

　でも祐奈は彼に、〝来ないで〟とは言わなかった。

　もう誰も恨まない。

　その母の選択を、繰り返し考えるようになっていた。




「あっついなー」

　ジージーと蝉せみがうるさい公園のベンチで、大雅はそう呟いて、ペットボトルの水をごくごく飲む。透明な雫しずくが、太陽に反射して水晶のように輝いている。

　本格的に夏に突入した金曜日の公園で、祐奈はいつものようにアイスクリームを手に彼の隣に座っている。

　ベンチは大きな木の影になっているが、こう暑くてはアイスはすぐに溶けてしまう。祐奈は少し慌てて、せっせとアイスを食べていた。

　でも自分を見つめる大雅の視線に、急にあることに気が付いて、少し考えてから口を開いた。

「大雅……、ひと口欲しいんでしょう」

「バレたか!!」

　そう言って、彼は弾かれたように笑い出した。

　あの祐奈のアパートでも、こういうことはよくあった。

　彼は祐奈がアイスを食べていると、いつもひと口だけ欲しがるのだ。だったらはじめからもうひとつ買ってくればいいのにと思うのだが、どうやらそういうものでもないらしい。

「祐奈が食べているのを見ると、どうしてか欲しくなるんだ」

「もう……お行儀が悪いんだから」

　そう言ってアイスを差し出すと、嬉しそうにパクりと食べる。

「ん、うまい」

　そして目を細めて遠くに広がる紺碧の海を眺めた。

「こんな風に、肩の力を抜いていられる祐奈との時間が、俺にとってはなにより大切だったんだ」

　少し低くなった彼の声。どこか哀愁を帯びたその言葉に、祐奈は耳を傾けた。

「生まれた時からずっと俺は、天沢ホテルの看板を背負って生きてきた。何万人という社員の生活がお前の肩に乗っていると、常に言われ続けてきた」

　天沢ホテルは、創業は明治にまで遡る由緒あるホテルだ。

　皇族や外国からの要人も多く訪れることで知られている。

「そのことに、自分でも気が付かないうちに少し疲れていたんだと思う。祐奈と出会った時、君に惹かれている自分を感じて、咄嗟に嘘をついてしまった。本当のことを話したらきっと君も天沢の看板を通して俺を見るようになってしまう。……それが、怖くて」

「大雅……」

〝そんなことなかったのに〟とは、祐奈には言えなかった。

　出会ってすぐに彼があの宗久の息子だと知っていたら、祐奈は彼に近付かなかったに違いない。

　たとえ父親との因縁がなくても、それは同じことだった。

　まがりなりにも当時の祐奈はホテル業界の人間で、天沢ホテルの御曹司とフロント係でしかない自分が、釣り合わないということくらいは知っていた。

　大雅がため息をついて、祐奈に視線を移した。

「でもそれは、君を信用していなかったからだ。君を愛していると言いながら、俺は……俺の方こそ信用できる人間じゃなかったのに……本当に……ごめん」

　頭を下げて絞り出すように言う大雅に、祐奈の胸は締めつけられる。

　再会して、副社長としての彼を見た祐奈には、彼を責めることはできなかった。

　常に神経を張り詰めて、巨額の取引に挑み続ける重圧は、祐奈には想像もつかないものに違いない。

　いっとき、少しだけ、なにかに逃げたくなったとして、それを誰が責められるというのだろう。

　祐奈は静かに口を開いた。

「大雅、……もういいわ、謝らないで。私もう、怒っていない」

　その言葉に大雅が小さく息を吐いた。

「うん……ありがとう」

　確かに彼は嘘をついた。

　でもそうされなかったら祐奈は彼を愛することはなかったし、大和も生まれてこなかった。

　不思議な、不思議な巡り合わせ。

　大雅と祐奈と、大和。

　これからそれぞれ、どんな道を進むのだろう。

「もう、戻らなくちゃ」

　呟いて、祐奈は食べ終えたアイスの包み紙を小さく畳む。

　その手を見つめて、大雅がふと思い出したように口を開いた。

「……あの子には、もうアイスを食べさせた？」

　あの子。

　その言葉に祐奈は少し考えて、でもすぐに大和の話だと気が付いた。

　唇を噛んで、また少し考える。そして小さな声で呟いた。

「……よ」

「え？」

　聞き返されて、祐奈は一旦口を噤む。

　そして今度ははっきりと、その言葉を口にした。

「あの子じゃないわ。……大和よ。大和っていうの、私の息子」

　言い終えて、ある思いを込めて見つめると、大雅は少し驚いたように目を開く。

　その瞳が一瞬揺れた。

「……うん、大和だ……大和。大和」

　掠れた声で嬉しそうに繰り返す彼に、祐奈の胸が熱くなる。

　この先どうするのか、どうしたいのか、山積みになっている難しい問題は抜きにして、今はただ彼に知ってもらいたいと、心から思う。

　自らの過ちを謝罪するために毎週会いにきてくれる誠実な人。彼が大和の父親でよかった。

「大和は、俺たちの子なんだな」

　大雅のその問いかけに祐奈は素直に頷いた。

「うん、あなたの子よ。……目元も髪もそっくりなの。ＤＮＡ鑑定なんてしなくてもわかるくら……」

「祐奈……！」

　名前を呼ばれたその瞬間、強い力で引き寄せられて逞たくましい腕に包まれた。

「祐奈」

　すぐ近くにある少し乱れた彼の呼吸が、祐奈の耳に囁いた。

「大変な時期をひとりで過ごさせてしまって……ごめん」

　苦しげなその言葉に、祐奈は思わず声をあげる。

「あなたのせいじゃないわ！」

　祐奈は、大和を妊娠したことを彼に告げずに去ったのだ。なにも知らなかった彼が、なにもできなかったのは当然だ。

「私が言わなかったんだもの」

「いや、俺のせいだ。俺が君にそうさせた。つらいこともあっただろうに……。よくひとりで頑張ってくれた。ありがとう、産んでくれて、ありがとう」

　祐奈の目から熱い涙が溢れ出す。温かい、幸せな気持ちで心がいっぱいに満たされていく。

　大和を授かった時から今この瞬間に至るまで、祐奈は一度も泣かなかった。

　大和という大切な命をたったひとりで育てていく。

　そのために、強くならなくてはならないと、自分自身に言い聞かせて。

　でも今彼の言葉に、涙が出るのを止められない。

　よく頑張った。

　産んでくれてありがとう。

　今の祐奈には、それだけで十分だった。

「明日」

　鼻をぐずぐずさせて祐奈は言う。

「うん」

「明日、大和にアイスを食べさせようと思っているの。もし……もしあなたの都合がつくなら……」

「……いいのか？」

　信じられないというように、大雅が祐奈に確認する。

　祐奈はその真っ直ぐな視線を受け止めて、ゆっくりと頷いた。




「ほら、美味しいよ」

　そう言って、大雅がバニラアイスの乗ったスプーンを大和に向かって差し出した。

　今祐奈は大和を連れて奥山旅館に来ている。

　前日の祐奈の告白の後、大雅が取った部屋である。当初は日帰りの予定だったのだが、祐奈の誘いで急きゅう遽きょ泊まることになったのだ。

　人目を避けて祐奈が訪れたその部屋で、大和と大雅は初対面を果たした。

『こんにちは』

　部屋に入ってすぐ、めいっぱい警戒する大和に大雅は少し緊張しながら声をかけた。その瞳が潤んでいるように見えたのは祐奈の気のせいではなかったはずだ。

　そしてさっそく、ルームサービスのアイスを注文したのである。

　どうやら旅館側にはあらかじめ話をしてあったようで、仲居が運んできた涼しげなガラスの器には通常の半分ほどの量のバニラアイスが盛りつけられていた。

　腕の中の大和は大雅が差し出したスプーンを不審そうに見つめてから、嫌そうに首を横に振って祐奈の胸に顔を埋めた。

「あうー」

「大丈夫よ、怖くない怖くない。アイス美味しいよ。……ねぇ大雅、ちょっと顔が怖いよ」

　最後の方は小声で言って、祐奈は大雅からスプーンを取り上げる。

「怖い……？　笑顔のつもりなんだけど」

　大雅は心外だというように呟いて、でも素直にスプーンを渡した。

「ほら、大和、美味しいよ」

　祐奈は不思議そうに見上げる大和に、もう一度スプーンを差し出す。今度はパクリと口に含んでくれた。

　すると大和は途端にびっくりしたように目をパチクリとさせる。

　そして花が咲いたような笑顔になった。

「うま～」

「うまーでしょ、そうでしょう？」

　祐奈は彼に微笑みかけてから大雅を見た。

「大和、美味しいものを食べたらうまーって言うの。べつに教えたわけじゃないのに、すごいでしょ？」

　我が子の自慢なんて今まで祐奈は誰にもしたことがない。でも目の前の彼は大和の父親なのだから、少しくらいはいいだろう。

「他にも話せる言葉、結構あるんだから！」

　そんなことまで自慢して、祐奈がちょっと得意そうにしてみせると、大雅が眩しそうに目を細めた。

　そして大和ではなく祐奈を見つめて、「うん、かわいい」と言う。

　祐奈の胸がどきんと跳ねた。

　いや、今のは大和に対して言った言葉だと祐奈は一生懸命自分の心臓に言い聞かせる。けれど胸のドキドキはなかなか治まらなかった。

「次は俺にやらせて」

　大雅がそう言っていそいそと祐奈からスプーンを取り返す。祐奈は苦笑しながらも頷いて、大和に言い聞かせた。

「次はお父さんがくれるからね」

　その言葉に、大雅が一瞬手を止めて、感慨深げに祐奈を見る。その目がまた潤んでいるように見えるのは、やっぱりこれも祐奈の気のせいではないはずだ。

　一方で早くアイスが欲しい大和は、不満そうにうなって、手を伸ばす。

「うまー」

　大雅はハッとしたように大和を見て「すぐやるからな」と微笑んだ。

「うまーうまー」

「うまいか、そうか」

　ほんの少しだったアイスはあっという間になくなった。

　大雅が、大和よりも残念そうに眉尻を下げる。

「うまー」

　もっと欲しいと言うように手を伸ばす大和に、大雅が祐奈を見た。

「もうひとつ注文しようか」

　祐奈は首を横に振る。

「ダメよ。はじめてなんだから、お腹壊しちゃうじゃない」

　すると大雅は心底がっかりしたように肩を落として大和の頭をそっと撫でた。

「また買ってやるからな」

　そして祐奈に向かって釘を刺す。

「また来週来るから。大和にアイスをやるのは俺の役目だ」

　祐奈の時と同じようなことを言う大雅に、祐奈は思わず噴きだした。

「大雅そればっかり！」

　そしてそのまま笑いが止まらなくなってしまう。

　母親がにこにこしていることに安心したのか、はたまたアイスを食べてご機嫌になったのか、大和が祐奈の手を離れて広い和室をトコトコと少しおぼつかない足取りで歩き始める。

「お、歩くんだな！」

　大雅が嬉しそうに声をあげた。

「つい最近……ようやくよ」

　祐奈が答えると「はじめて歩くところも見たかったなぁ」と大雅が言う。

　これには祐奈も眉尻を下げた。

「それは私も見ていないの。はじめて歩いたのは保育園だったのよ。先生は大喜びしてくださったけど……」

　大和は一日のほとんどを園で過ごすのだから、仕方がないと言えば仕方がない。でもやっぱり少しがっかりだった。

　大雅が笑った。

「保育園で？　度胸あるじゃないか。立派立派！」

　どうやら彼には大和のなにもかもが、微笑ましく思えるようだ。

「お世話になっている先生にいいところを見せたかったんだろう。気遣いもできるいい子だ」

　なんてことまで言うものだから、祐奈はまた噴きだしてくすくす笑ってしまうのだった。




「冷房、寒くないかな」

　すやすやと寝息を立てる大和を愛おしそうに見つめて、大雅が囁く。

　祐奈は微笑んで答えた。

「直接風があたるわけじゃないし、大丈夫よ」

　アイスを食べて、ご機嫌で部屋の中の散歩を楽しんだ大和は、しばらくすると眠くなってしまったようだ。少しぐずぐずした後、座布団を繋げて作った即席のベッドの上で寝てしまった。

　祐奈はふぅと息を吐く。

　子供が寝るとふっと肩の力が抜けるのは、母親の習性かもしれない。なにせ大和が起きているうちは片時も目が離せないのだから。ひとりで歩けるようになってからは、なおさらだった。

　一方で、大雅の方はいくら見ても飽きないようで、いつまでも大和の寝顔を見つめている。

　祐奈はくすりと笑みを漏らして、そっと立ち上がった。

　奥山旅館のおそらく最高級クラスのこの部屋からは、宇月温泉からの海を一望できる。よく晴れた空に海鳥が飛んでいる。

「綺麗……」

　祐奈は窓辺に歩み寄り、ため息をついて景色を眺めた。

「奥山旅館ってこんなに綺麗なのね。グレードが高いのは知っていたけど、ここまでとは思わなかった。まぁ、この部屋は特に豪華みたいだけど」

「とにかく景色のいい部屋にしてくれって頼んだんだよ。空室があってよかった」

　いつのまにかすぐそばに来ていた大雅が、祐奈の隣で微笑んだ。

　すべてを包み込むような優しい眼差しに祐奈の頬が熱くなる。

　この眼差しに、二年半前の祐奈はあっという間に恋に落ちた。

「や、大和のために……、そこまでしてくれてありがとう」

　自分を見つめる彼の視線に、祐奈の頬がまた熱くなる。

　大雅がゆっくりと頷いた。

「こちらこそ、会わせてくれてありがとう」

　その言葉とともに、温かくて大きな手が祐奈の手を包み込む。

　祐奈の胸がどきりと跳ねた。

　頭の中に浮かぶのは、ほんの少しの期待感と、とてつもなく大きな不安。

　今から彼が言おうとしている言葉に対する答えを、祐奈はまだ持ち合わせていない。

　言わないでほしいとも言えなくて、ただ身体を強張らせた。

　繋いだ手にギュッと力が込められる。

　深いため息をひとつして、彼はその言葉を口にした。

「祐奈、俺たちやり直そう」

　祐奈は黙って目を閉じた。

　聞きたくなかったわけではない。

　うれしくないわけでもない。

　ただ答えを見つけられない。

「祐奈、君を愛している。二年前からずっと変わらず、俺は君を愛してる」

　大雅の言葉が胸に痛かった。

　父が亡くなってからの日々を、祐奈は復讐という言葉とともに生きてきた。

　うす暗い影の世界から出ようともしなかった。

　そんな自分が、愛される資格があるのだろうか。

「君がなにかを抱えているのは知っている。まだ言えないなら、言わなくてもいい。俺はいつまでも君を待つ。たとえ一生かかっても、俺はもう君と大和のそばを離れない」

　大雅の言葉が祐奈の胸に突き刺さる。

　真剣な眼差しが、祐奈の心に火をつける。

　愛してる。

　私もあなたを愛してる。

　まだ言えないその言葉が祐奈の頭を駆け巡る。

　想いを込めて見つめ返せば、顎に添えられる大きな手。

　大雅の喉がごくりと動いた。

　ゆっくりと近付く甘い吐息を、祐奈は目を閉じて待ち焦がれる。

「嫌ならつき飛ばしてくれ」

　囁くような言葉とともに、唇が塞がれた。

　二年ぶりの口づけは、祐奈を過去の世界へ連れ戻す。狭い祐奈のシングルベッドで、ふたりは夢中でキスをした。

　なにも知らずに無邪気に彼を愛していた、あの頃の自分に戻りたい。

「ん、ん……！」

　入り込む大雅の熱が祐奈の中で暴れ回る。

　熱くて、柔らかくて、少し強引な彼に翻弄されて、祐奈の心にひと筋の光が差し込んだ。

　それはまだ弱々しくて頼りない、儚はかない光。

　でも確実に祐奈の中に変化をもたらすものだった。

　彼に愛してると言いたいならば、自分も過去を乗り越えればいい。

　頭に浮かぶのは母が選んだ道だった。

　……もう誰も恨まない。

　今からでもできるだろうか。

　大雅と大和、大切なふたつの存在のそばにいるために。

　離れゆく唇を焦がれるように見つめると、祐奈の頬を涙が伝う。

　至近距離にある温かい眼差しに、縋すがるように問いかけた。

「本当に、待っててくれる……？」

　真実を告げられるその日まで。

　愛してると、心からあなたに言えるその時まで。

「待つよ、いつまでも」

　頬を伝う熱い涙を、大雅の指がそっとすくった。




　天沢ホテル本社ビルの副社長室で、大雅はよく晴れた空の下の東京タワーを眺めている。

　祐奈と別れてからずっと、この東京タワーは大雅にとって苦々しいものだった。

　見るたびに自らの犯した過ちを突きつけられ、失ったものの大きさを思い知らされるからだ。

　でも今は、どこか優しい色をして、大雅の目に映っている。我ながら単純だなと思い大雅は笑みを漏らした。

　はじめて大和に会った時の気持ちは、とても言葉に表せるものではなかった。

　ただそこにいてくれる、それだけでありがたい尊い存在。同時に彼を生み育ててくれた祐奈を心から愛おしく感じた。

　二年間抱えてきた空虚な気持ちはあっという間に熱いもので満たされて、身体中に力がみなぎるような心地がした。

　そして大雅は確信した。

　自分の居場所は間違いなくふたりのそばだ。

　そのためにはどんな壁も乗り越えてやる。なにからもふたりを守る。

　あの日からは大雅と祐奈と大和、三人で会うようになった。祐奈の仕事が休みの日に合わせて、土曜日に。

　大雅が大和にバニラのアイスを食べさせる間、祐奈はストロベリーのアイスを食べるのだ。

　場所は宇月温泉と都内の中間地点にある天沢ホテルグループの一室。

　祐奈が人目を気にして地元で会うのを嫌がったからだ。

　祐奈には、大和のことをまだ公にしないと固く約束させられた。もちろん大雅とてそれに異を唱えるつもりはまったくない。

　けれどその時の彼女の思い詰めた表情が大雅の胸に引っかかっていた。

　あの日、二年ぶりの口づけの後、祐奈が見せた縋るような言葉と視線。

『あなたがあなたであることに変わりはない』

　宇月ランド跡地で叫ぶように彼女が放ったあの言葉となにか関係があるのだろうか……。

　その時、ノックの音がして山城が入室する。そしてスケジュールについて話し出した。

「副社長、宇月ランド跡地の不動産決済の日が決まりました」

　大雅は黒い椅子に腰を下ろして頷いた。

「そうか、いつだ」

「八月十日です。お盆休み前に、ということで」

「場所は？」

「アスター銀行東日本中央支店です。県庁所在地にあります」

「宇月からは少し遠いな……」

　大雅は呟いて考え込んだ。土地が自社の名義になる不動産決済が終わったら、その日のうちに現地へ行くのがいつもの大雅のやり方だった。

　土地買収からホテル開業までは、やることは山ほどある。そしてその期間を一日でも短くするのが、最大のコストダウンだ。

　だから普段なら決済後すぐ現地入りして滞りなく整地作業が開始したかを確認する。

　今回に関してはまず遊具の解体作業だが……。

「アスター銀行は宇月には支店がありませんから……。また当日は頭取もご出席されるとのことで、一番近い中核支店になったようです。それからまだお伝えはしていませんでしたが、その日副社長には夕方から都内で開かれる会合にご出席いただこうと思っておりまして……」

　やや申し訳なさそうに言う山城の言葉に、大雅は納得して頷いた。

「なるほど、じゃあ今回は諦めよう。解体業者にはしっかり頼むと伝えてくれ」

「わかりました」

　山城が頭を下げる。そして思い出しようにまた口を開いた。

「副社長、その日ですが大泉さんを同行させてもよろしいですか？」

　思いもしなかった名前が出て、大雅は一瞬眉をひそめる。だがすぐに、彼女がアスター銀行大泉頭取の娘だったと思い出し、小さくため息をついた。

　山城はなにも言わないが、おそらくこの話、彼女が言い出したことなのだろう。社会勉強の成果を父親に見てもらいたいといったところか。

　授業参観じゃあるまいし……というのが正直な気持ちだが、べつに不都合があるというわけではない。彼女も一応は大雅の秘書室所属なのだから。

　大雅は少し考えて、頷いた。

「好きにしてもらってくれ」

「ありがとうございます」

　山城がホッとしたように頭を下げる。

　この話をもしも大雅が拒否していたら、しつこく食い下がられて困るのは直属の上司である山城なのだ。

　それを思うと申し訳ない気持ちになって、大雅はややためらいながら口を開いた。

「やりにくい思いをさせてしまって、申し訳ない」

　率直すぎる大雅の言葉に、山城が一瞬目を開いて苦笑した。

「大丈夫です。同じような立場の方は他にもいらっしゃいますし」

　取引先の社長から自分の子供を天沢ホテルで勉強させてほしいと頼まれることは、時々あった。

　大雅はそれをできるだけ受けるようにしていた。

　大雅自身御曹司と呼ばれる立場で、その御曹司が立派に会社を率いていく人材に育つためには、時に他人の釜の飯を食うという経験が必要だとわかっているからである。

　そうやって入社した人物の中には、思いがけずめきめきと頭角を表して、ずっと働いてもらいたいと思う人材に育つことも少なくはない。

　だが大泉奈々美に関しては真逆だった。

　彼女の場合、そもそも目的自体が大雅との縁談を成立させたいという不純なもので、しかもそれを断ったにもかかわらず、そのまま居座り続けているのだから。

　今さら出ていけと言うわけにもいかず、少々頭が痛いというのが本音だった。

「正直言って頭取に大泉さんの件を頼まれた時は、軽い気持ちで引き受けたんだ。縁談がらみだったことを聞かされたのはその後で……」

　ずっと自分についてくれている腹心の部下を前に、大雅はつい愚痴めいたことを言ってしまう。

　山城がまた苦笑した。

「副社長がいつまでも独身でいらっしゃるから、諦めがつかないんでしょう。副社長にいいお話があればすぐにでも出ていかれると思いますよ」

　そして少し意味深な目で大雅を見た。

　その視線に大雅は小さく咳せき払いをして、彼から目を逸らした。

　山城は大雅が祐奈に会いにいっていることにおそらく気が付いている。大雅が週に一度きちんと休みを取ること自体、祐奈と再会してからのことだし、そもそも彼は宇月ランド跡地での祐奈と大雅のやり取りを目撃している。

　三人で会うために大雅が天沢ホテルを使うようになったことも、どこからか聞きつけたようだ。

『我が社の社員はお客さまの情報は漏らしたりはしませんが、念のため副社長の部屋を担当する者は固定にしておきます』と言われたのは記憶に新しい。

　まったく、スパイみたいなやつだと大雅は思う。

　でもそのずば抜けて優秀な彼を見るうちに、あることが頭に浮かんだ。

　……彼に調べてもらえばいいのでは？

　優秀な彼なら、祐奈が抱えているものの正体を突き止めるくらいわけないだろう。

　なんとなくだが祐奈は大雅が天沢ホテルの人間であることにこだわっているように思う。

　それを足がかりにすれば……。

　でもそこまで考えて、大雅はダメだと思い直した。祐奈の苦悩を彼女以外から聞いたとして、それはなんの意味もなさない。

　大雅の勘が正しければ、彼女は今なにかを乗り越えようとしている。

　愛してる、君だけだ、という大雅の言葉に、彼女が見せた燃えるような瞳。

　待っていてくれるかという縋るような言葉。

　自分はその彼女をそばで見守り続け、そしていつか彼女が出した答えを受け止めるだけだ。

　それがきっとふたりの真実なのだから。

「まぁとにかくそれまでは、週に一度の副社長のお休みをしっかり確保することに全力を注がせていただきます」

　ニヤリと笑って、嫌みとも取れる言葉を口にして、山城は部屋を出ていった。

　パタンと閉まったドアを見つめて、大雅は小さくため息をついた。










変化




　大和を連れて大雅に会いにいくようになってから、毎週土曜日の朝に祐奈の家に車が来るようになった。

　大雅からの迎えの車である。

　祐奈が彼と地元で会うのを拒否すると、宇月温泉と都内の中間地点にある、天沢ホテルで会うことになった。宇月温泉からそこまでは車で四十分ほど。

　大雅自ら迎えにいきたいという彼の提案を祐奈はやはり断った。

　とにかく、宇月では彼は目立ちすぎるのだ。祐奈が彼の車に子供を連れて乗り込むところなど、誰かに見られたらあっという間に噂になってしまう。

　祐奈は電車で行くと主張したが、これは大雅に突っぱねられた。

　そして結局、彼が迎えの車を手配するということで落ち着いた。

　目立たないように実家の裏口につけてもらった白い車に乗り込んで、大和をチャイルドシートに乗せると、きゃっきゃっと声をあげて喜んだ。

　秋月家には自家用車がないから、今まで大和は車に乗るということがあまりなかった。だから週に一度のこのドライブを大いに楽しんでいるのである。

　祐奈は大和の隣に座り、見送りの母を振り返った。

「いってらっしゃい、天沢さんによろしくね」

　穏やかに微笑む母の目をなんとなく見ることができず、祐奈はうつむいて「いってきます」と答える。

　ドアが閉まると車は静かに出発した。

　車は宇月の街をゆっくり抜けて、国道へ入っていく。

　祐奈は黙って、流れる景色を見つめていた。

　大和を連れて大雅に会いにいくようになって、祐奈は母に大和の父親についての話をした。

　さすがに隠しておくわけにもいかないからだ。

　母は、大和を身ごもった祐奈が東京から宇月に戻った際、根掘り葉掘り事情を聞こうとはせずに、温かく迎えてくれ、出産後は大和と祐奈を支えてくれた。

　でもさすがに、二年の時を経て明かされた事実には驚いたようで、しばらく言葉を失っていた。そして複雑な、なにか言いたげな目で祐奈を見つめていた。

　なぜ祐奈が大雅と一緒にならずに宇月へ帰ってきたのか、そのわけについて思いを巡らせているようだった。

　けれど結局はそれについて詳しく問い詰めたりせずに、『そうだったのね』とだけ言って毎週こうやって見送ってくれる。

　誰かを許すということ、すべてに優しくあるということは、強さとイコールだと祐奈は思う。

　自分はいつもそんな母に見守られてきた。

　でもこれからは自分もそうでなくてはならない、そうありたい。

　もう自分も、大和の母親なのだから。

　なによりも、大和のために。




「たーたん」

　大雅の膝の上で、ご機嫌でアイスを食べている大和が、にこにこして言う。

　それに大雅が目を輝かせた。

「今、お父さんって言わなかったか!?」

「たーたん」

「ほら！」

　得意そうに自分を見る大雅に、祐奈は苦笑しながら首を横に振った。

「違うわ。お母さんって言ったのよ。ちょっと前から言えるようになったの。ね、大和」

　祐奈はアイスのスプーンを置いてにっこりと微笑みかける。すると大和が嬉しそうに祐奈を指差した。

「たーたん」

「ほらー」

　それを見た大雅は少し悔しそうな顔をして、大和を覗き込んだ。

「大和、お父さんも言ってくれ。お、と、う、さ、んだ。ほら、これは誰だ？」

　そう言って祐奈を指差している小さな手を優しく自分に向ける。そしてもう一度問いかけた。

「誰？」

　すると大和は目をパチパチさせて、でもすぐに嬉しそうに口を開いた。

「す！　す！」

　自信満々に大雅を指差して「す！」と繰り返す大和に、今度は大雅が目をパチクリさせる。

「え？　す？」

　その様子に、祐奈は思わず噴きだした。

　そしてそのまま笑い出してしまう。もう、おかしくてたまらなかった。

「なに？」

　不思議そうに首を傾げて祐奈を見る大雅。

　祐奈は笑いながら、彼にとってはちょっと残念な事実を口にした。

「アイスって言ってるのよ。大和ったら、大雅のことアイスだって思ってるのね！　おかしい、ふふふふ」

「え、アイス!?　アイスかぁ……」

　なんとも言えない表情になった大雅に、祐奈はますますおかしくなってお腹を抱えて笑ってしまう。

　相変わらず大和は嬉しそうに「す！」を連発している。

「大和違うわ、お父さんはアイスじゃない。アイスじゃないけど……ふふふ」

　大雅がまいったなと頭をかいた。

「アイス作戦が大成功したのよ。よかったじゃない！」

　実際その通りだった。

　はじめは大雅を警戒していた大和は、会うと必ずアイスをくれる大雅に徐々に慣れて、今や嬉しそうに抱っこされるまでになった。

　もちろんそれだけじゃなくて、何回も繰り返し絵本を読んでくれたり、高い高いをしてくれたり、たくさん遊んでくれるからでもあるだろうが、一番印象に残っているのは大好きなアイスを食べさせてくれるというところなのだろう。

　最近では家でもアイスを食べさせることもあって、そんな時はカップのアイスを指差して『す！』と言っている。

　だから、まだ言葉が出始めたばかりの大和にとって大雅に対する『す』は、アイスそのものではなく〝アイスをくれる人〟という意味なのだろう。

　だとしてもおかしかった。

　祐奈はくすくす笑いながら自分のアイスを食べ終える。

「ふふふ、ご馳走さま」

　するとそれを見計らったように大雅に腕をぐいっと引かれた。

「きゃっ!!」

　そして頬にちゅっと音を立ててキスをされてしまう。

「な、な、なにするのよ!?」

　祐奈は頬に手をあてて真っ赤になって大雅を睨んだ。

　大雅がべっと舌を出した。

「いつまでも笑っているからだ」

「もう、大雅ったら大和が見てるのに……」

　でも当の大和はと言うと、そんな父と母のやり取りはどこ吹く風で呑気に大きなあくびをして、まるまるとした手で目を擦り始めた。

「大和、眠くなっちゃった？」

　その祐奈の問いかけに大雅ががっかりしたような声を出した。

「もう寝るのか、大和」

　その言葉に、祐奈の心が切なく揺れる。

　三人で会う日は、午前中にホテルの部屋に集合してお昼ご飯を部屋で食べる。そしてデザートのアイスを食べ終える頃に大和が眠たくなって昼寝をする。彼が起きたら、遅くならないうちに帰るというのがだいたいのタイムスケジュールだった。

　だから、大和が寝てしまったら一週間に一度の大和と大雅の時間は終わりということになる。

　祐奈が胸の中のこだわりを乗り越えることができれば、ふたりはもっと一緒にいられるのだ。

「ねんねだね」

　祐奈は大和を抱いて立ち上がる。そして寂しそうな大雅を見ないフリして隣の部屋へ移動した。

　続きになっている隣の和室は、大和が昼寝をすることを想定して、布団がひとつ敷いてある。

　薄暗いその部屋で大和を抱いて行ったり来たりしていると、腕の中の大和がくーくーと寝息を立て始めた。

　そろそろ寝たかな、と祐奈が思ったその時、音も立てずに襖が開く。

　大雅だった。

　部屋に入り襖を閉じて、彼はゆっくりと祐奈に近付く。

　そして大和を抱く祐奈を後ろからふわりと抱きしめた。

「……大雅!?」

　祐奈は小さな声で抗議する。寝かしつけの邪魔はしないでとほしいというのは、あらかじめ言ってあるはずなのに……。

　でも大雅は祐奈のその抗議を聞き入れるつもりはないようだった。祐奈と大和を包む腕にギュッと力が込められる。

　そして祐奈の耳に囁いた。

「寝ちゃったな……もっと起きていてくれたらいいのに」

　祐奈の腕で寝息を立てる大和の髪をそっと撫でて、大雅が残念そうに言う。

　その言葉に祐奈はふふっと笑みを漏らした。

「もっと起きてたらいいのになんて、一緒に住んだら絶対言えなくなるよ」

　まだまだ小さい大和と一緒に生活をする大変さを彼はわかっていないと祐奈は思う。

　大和が起きている限り祐奈には自由はない。

　トイレにだって、おちおち行っていられないのだから。

「本当に大変なんだよ、毎日毎日どうやったら寝てくれるかなーってそればっかり。大雅だって一緒に住んだらきっと……」

　でもそこまで言って、今自分が言った言葉の意味に気が付いて口を噤んだ。

〝一緒に住んだら〟なんて、すでに祐奈が彼を受け入れているかのような言葉じゃないか。

　まるで将来はそうすることが決まっているかのような……。

　祐奈は慌てて口を開く。

「あ、あの……そ、そういう意味じゃなくて……」

　特に深い意味もない、なにげなく口から出た言葉だと祐奈は彼に訂正しようとする。

　でもふとある思いが胸に浮かんで、また口を閉じた。

　こんな風に、自然と口から出た自分の中の小さな変化を、そのまま受け入れていけばいいのでは？

　今口に出してみて気が付いた。

〝いつか一緒に住んだら〟

　本当にそうなればいいと思っている自分がいる。

　二年ぶりに彼と口づけを交わした時に、祐奈の胸に差し込んだあの弱々しい光。その光が確かなものになりつつあるのを感じながら、祐奈はまた口を開いた。

「……大雅だって一緒に住むようになったらきっと、大和早く寝てくれって思うよ。きっと」

　言い終えて、祐奈はホッと息を吐く。

　そして自分と大和を包み込んでもまだ余りある逞しい彼の腕に、もたれかかるように身を委ねた。

「うん……。でもそれもきっと、幸せなんだろうな」

　温かい言葉を耳に感じながら。




「んっ……ん、ん……」

　どうしようもなく漏れ出る声が、昼下がりの静かな部屋に響く。

　祐奈は大雅のシャツを握りしめて、彼から与えられる甘美な刺激に耐えている。

　こうやって大和が寝ている間、隣の部屋でこっそりキスを交わすのは、もう何度目になるだろう。三人で会うようになってから始まったふたりだけの秘密だった。

　彼が求める真実をまだ告げられていないのに、すべてを乗り越えられていないのに、ダメだダメだと思いながら、祐奈はそれを拒めないでいる。

　彼を求めてしまう気持ちを、どうしても止められなくて。

「ん、ん」

　今日の彼はいつもより少し強引で、どこか情熱的だった。さっき祐奈の口から出たあの言葉が尾を引いているのだろうか。

「祐奈、祐奈……」

　甘くて熱い彼の吐息が、祐奈の耳に、唇に、そして頬に絶え間なく降り注ぐ。凍りついた祐奈の心を、溶かしてやるというかのように。

「祐奈、愛してる」

　首筋を辿る唇が切実な愛を訴える。

　祐奈は身体を震わせて、その言葉を受け止める。

「愛してる」

「ん……、ダ、ダメ……大雅」

　直接耳に注がれる熱くて切ない彼の想いに、祐奈の胸は締めつけられる。

　私もあなたを愛している。

　そう応えられない自分が、もどかしくて恨めしい。

「祐奈、嫌？　……やめてほしい？」

　キスの雨が一旦やんで、至近距離にある熱い視線が優しく祐奈に問いかける。その視線もまた、祐奈の身体をおかしくさせた。

　祐奈はふるふるとかぶりを振り、潤んだ瞳で彼を見つめる。

「そ、そうじゃなくて……！」

「……そうじゃなくて？」

「私、まだあなたにちゃんと話せていないのに……」

　あなたに愛される資格はない。

　大雅が優しく微笑んだ。

「待つよ、いつまでも」

　その言葉とは裏腹に、また唇が塞がれる。

「ん……」

　こんな風に熱いキスを重ねて、言えない想いを混ぜ合えば、胸の中の塊はいつか溶けてしまうだろうか。

　生まれたばかりのあの光に、包まれる日が来るだろうか。

「祐奈の準備ができるまで、俺はいつまでも君を待つ。だから君はなにも気にしないで、自分のことだけ考えて。……これは俺が勝手にしているだけだから」

「ん……」

　その言葉を免罪符に、祐奈はゆっくり目を閉じて甘い世界に落ちていく。

　柔らかくて温かい彼の愛で、心がいっぱいに満たされていく。

　よく晴れた日の原っぱで大雅と大和が手を繋ぎ、笑顔で祐奈を待っている。

　そんな幸せな光景が、頭の中に広がった。




　祐奈は困り果てていた。

「す！　す～!!」

　大和が大雅に手を伸ばして、大きな声で彼を呼ぶ。もう今にも泣いてしまいそうだ。

「す～!!」

　大和が昼寝から目を覚ました後、祐奈はいつものように帰り支度を始めた。そして、これまたいつものように彼を抱いて、大雅に別れを告げたのだ。

「お父さんにバイバイして？」

　いつもなら覚えたての〝バイバイ〟を嬉しそうに力いっぱいしてみせるはずの大和。

　だが今日は少し違っていた。

　大雅の方に手を伸ばして、いやいやをする。そして悲しそうに「す」を繰り返している。

　それを見つめる大雅の目もまた、ものすごく寂しそうだ。

「……もう一回、アイスが食べたいのかな」

　伸びてきた小さな手を優しく握って、大雅は言う。

　祐奈はそれを違うと思った。

　大和は大雅とまだ別れたくないのだ。

　子供というのは、大人が思う何倍も敏感だと祐奈は思う。

　大雅のすべてを包み込むような無償の愛を、彼はしっかりと感じとっているのだろう。

「す！」

　大和の目からついに涙が溢れ出す。

　祐奈はなんだか自分まで泣きそうになってしまう。祐奈もまた、彼と離れがたい気持ちだった。

「大和……一週間後にはまた会えるよ」

　でもその一週間が、果てしなく長いように感じる。

「よし、じゃあもう一回、高い高いしてあげよう」

　大雅が祐奈の腕から大和を抱き取り、少し勢いよく持ち上げる。すると大和は一瞬目を丸くしてすぐに嬉しそうに声をあげた。

　でもしばらくして祐奈の腕に戻そうとすると、また同じように泣き出してしまう。

「……帰らないと、ダメなんだよな？」

　少し申し訳なさそうな大雅のその確認に、祐奈は黙り込んだ。

　三人で会うこの部屋は昼間しか使わないが、念のため宿泊で取ってあるとは聞いていた。

『泊まってくれてもいいんだぞ』

　そう言われたことも何度かある。

　けれど今まで祐奈がそうしなかったのは、第一に大和の気持ちを考えてのことだった。たとえ実の父親だとしても、まだ慣れないうちからずっと一緒にいさせるのは無理がある。

　でも今の大和の反応を見るかぎり、もう泊まっても問題ないということだろう。

「どうしても帰らないといけないわけじゃないけど……」

　ためらいながら祐奈は言う。

　祐奈だって、本音を言えばまだ彼と一緒にいたい。

「でも……」

「でも？」

　大雅が期待のこもった目で祐奈の言葉を待っている。

　祐奈は小さくため息をついて、現実的な問題を口にした。

「泊まる準備をなにもしてきていないのよ」

「……と、いうことは、準備ができればいいんだな!?」

　完全なる拒否というわけではない祐奈の言葉に、大雅が弾むような声で確認する。

　祐奈は少し驚いて反射的に頷いた。

「え？　……まぁ、それはそうだけど」

「そんなの全部買ってやるよ！　決まりだな」

　腕の中の大和を嬉しそうに高く上げて、大雅が勝手に結論を出す。

　そして大和に話しかけた。

「やったな、大和。今日はずっと一緒にいられるぞ！　いっぱい遊んでやるからな！」

「た、大雅！　大雅ってば！　そういうわけにいかないよ。泊まるための準備ってオムツだけじゃないのよ。すっごくたくさんいるんだから」

　大和が生まれてから祐奈は一度も泊まりがけでどこかへ行ったことはない。だから具体的になにが必要なのかを、すべて思い浮かべられるわけではないけれど、普段の大和の生活を考えると相当たくさんになるはずだ。

　やっぱり大雅は育児の大変さを全然わかっていないと思う。

　必要なものを全部買ったりなんかしたらお金がいくらあっても足りないに違いない。

　でももうその気になってしまった彼にはなにを言っても無駄なようだ。

「だからそれを全部買ってやるって言ってるんだよ。もちろん祐奈に必要な物も。このホテルはショッピングモールに繋がっているから、揃そろわない物なんてないからな。行こう！　今すぐ」

　そう言って大雅は素早く自分も出かける準備をする。

　そして大和を腕に抱いたまま、玄関のドアを開けて祐奈の方を振り返った。

「ほら早く！」

　腕の中の大和が同じように振り返って、早くというように祐奈を見ている。

　こうして見ると本当にそっくりだ。

　祐奈は思わず噴きだして、くすくす笑いながら頷いた。

「はいはい」




　祐奈と大雅が会うために使っているホテルは天沢グループでは珍しく、都市型のホテルである。大型ショッピングモールや映画館、コンサートホールがある三年前にオープンしたばかりのこの地域の新しいランドマークの中にあって、すべての施設へ遊歩道で行けるようになっている。

　いつもホテルに直行直帰の祐奈は、このショッピングモールへ来るのははじめてだった。

「思ったより混んでるな」

　そう言って大雅は、ショッピングモールの三階から一階のメインストリートを見下ろした。

　モールは吹き抜けになっていて、祐奈たちがいる三階のテラスからモールの全容が見渡せる。

　大雅のそばのたくさんの荷物を乗せたカートを見て、祐奈はため息をついた。

「こんなに買って……」

　もちろん大和がひと晩泊まるのに必要なものはたくさんある。でも本当に必要かどうか迷うようなものもあるわけで……。それなのに考えている祐奈の隣で、大雅はぽいぽいとすべてカゴに入れていったのだ。

『迷うなら買っておけばいいだろ』

　などと言って。

　そしてカゴに入れたら最後、棚に戻すことは絶対にさせてくれなかった。

　そうこうしている間にカートはいっぱいになってしまったのだ。

　そのカートに座って、大和は大雅に買ってもらった車のおもちゃを持ってご機嫌である。

「どっちにしろ、使うものなら無駄にはならないじゃないか」

　こともなげに大雅は言う。

「大和の物はともかく、私の物はいらなかったのに」

　祐奈は頬を膨らませた。

　大和の分の買い物が終わると、大雅は今度はレディースファッションフロアに移動して祐奈にたくさんの服を試着させた。

　そして祐奈が言われるままにあれこれ試着しているうちに、全部買ってしまったのである。

「あんないい服、普段は着られないのに。どうせ大和に汚されるんだから」

　大和と違って祐奈は大人なのだから、天沢ホテルの充実したアメニティを考えると、たかだか一泊するのに必要なものはそう多くない。本当に必要なのは下着ぐらいだった。

　大雅に着せられた服は、どれも着るだけで心が浮き立つような素敵なデザインと、高級な素材だったが、子持ちの母親としての普段の生活ではとても活躍しそうになかった。

「祐奈、ホテルのグレードが高すぎて、着てくる服に困るってこの前ぶつぶつ言ってたじゃないか。ここに来る時用だよ。べつに大和が汚したって構わないし、でも気になるなら、ここにいる間は俺がずっと大和を抱いててやる」

　ホテルに着てくる服がないと彼に愚痴を言ったのは、取る部屋のグレードを落としてほしかったからだ。

　たった数時間三人で会うためだけに大雅が毎回取る部屋が、スイートだったから。

　普段使いにスイートは……祐奈の感覚ではあり得ない。

　やっぱりこの人は天沢ホテルの御曹司なのだ、と祐奈は心の中でため息をつく。なんだか先が思いやられる気分だった。

　そんな祐奈をよそに大雅が手すりにもたれかかり、メインストリートにひしめき合うたくさんの人を眺めている。

　そして感慨深げに口を開いた。

「ここ、俺がはじめて手がけたホテルなんだ」

「え？　……そうなの？」

　少し意外な彼の話に、祐奈は耳を傾ける。

「うん。副社長になってすぐに。ここはショッピングモールやコンサートホールと一体型だから、うちでも珍しいタイプで当時はかなり苦戦したよ。地元の反対にあったりしてさ。でもその分思い入れが強い場所なんだ。……祐奈と大和を連れてこれてよかった」

「地元の反対……？」

　祐奈は呟いた。

「そう。この辺りは学校が近いからさ、まぁ、その関係で。主に反対されていたのはショッピングモールとコンサートホールだったけど、うちとしてもそれらの施設込みの話だったからさ。随分やきもきさせられたよ」

「……地元が反対しても、オープンにこぎつけることがあるのね……」

　どこかうわの空で祐奈は言う。

　大雅が少し考えてから口を開いた。

「むしろ地元の反対のみで、計画が頓挫することの方が稀まれじゃないかな。あたりまえだけど、ホテルを建てる許可が下りる土地しか買収しないわけだから……でもそういえば」

　大雅が思い出したように呟いて祐奈を振り返った。

「前にもうちが宇月温泉にホテルを出す計画があったんだけど、その時は途中で計画が頓挫したみたいだ」

「……知ってるわ」

　努めて冷静を装いながら、祐奈は答える。心臓がバクバクと音を立てていた。

　まさか彼の口から十年前の話が出るとは思わなかった。

「私、高校生だったから、詳しいところまでは知らないけど。でも当時、街の人たちはその話題で持ちきりだった。……大雅はなにか知ってるの？」

　大雅が「いや」と否定した。

「直接はなにも。でも今回の件の最終的な決断を下す前に気になって少し調べたんだよ」

「……あの時はやっぱり地元の反対があったからダメになったのね？」

「それもあるけど、地元が目指す方向性とうちのコンセプトが乖かい離りしていたからじゃないかな。当時の宇月温泉は宇月ランド誘致に成功したばかりで開発路線まっしぐらだったみたいだし。うちの目指す古きよき日本を慈しむというコンセプトとは合わなかったんだろうな。それで社内でもひと悶もん着ちゃくあって、それを融資銀行にも懸念されて……最終的には融資が下りなかった。まぁ、そんなところだな」

「そうだったのね……」

　そう言うのが精一杯だ。

　突然、呆気なく明かされた十年前の真実に頭がついていかなかった。

　当時地元では、計画が頓挫した原因は天沢ホテル側の一方的な事情だと言われていた。

　なるほど、融資が下りなかったのであればそうだろう。でも本当のところはたくさんの事情が複雑に絡み合っての結果だったのだ。もしかしたら今彼が言った以外の要因もあったのかもしれない。

『時代が変わったのよ』

　いつかの日に聞いた、母の言葉が頭に浮かんだ。

「……あの時は、まだそのタイミングじゃなかったのね」

　祐奈の口からそんな言葉が自然と出る。

　それに大雅が力強く頷いた。

「あぁ、今が一番いいタイミングだ。だから今回は絶対に成功させる」




　すべての買い物を終えてホテルの部屋へ戻る道すがら、通りかかったジュエリーショップのショーケースに飾られた、あるネックレスが祐奈の目に留まった。

　祐奈は吸い寄せられるようにショーケースに歩み寄る。

　ガーネットのネックレスだった。

　縦に三つ連なった赤い石。一番下は大きくて二番目は少しだけ小さくて、そしてその上に小さな石がちょこんと乗っている。

　細長い赤い三角形のデザインは、祐奈にある特別なものを連想させる。

　この赤い色、これはまるで……。

「東京タワーの赤だ」

　不意に囁かれた言葉に、ハッとして振り返ると先を行っていたはずの大雅だった。

　祐奈はその優しい眼差しをジッと見つめる。

　東京タワーの赤。

　でもこの色は、ふたりにとっては少し意味合いが違っている。

　普段の日の東京タワーは、朱色に近い赤い色。

　でも時々、特別にライトアップされて別の色に染まる夜がある。

　あの夜の東京タワーは、このガーネットのように深い赤一色だった。

　あの夜、ふたりは……。

「気に入った？」

　尋ねられて、祐奈は慌てて否定をする。

「ううん、ちょっと綺麗だなって思っただけ。……行こう」

　そしてまた歩き出す。

　あの夜の出来事を、大雅も覚えていてくれた。

　熱いもので胸の中がいっぱいになった。




　すやすやと寝息を立てる大和に笑みを漏らして、祐奈は襖をそっと閉める。

　窓際のソファに座り、外を眺めていた大雅が振り返った。

「大和、寝た？」

　祐奈はくすりと笑って頷いた。

「布団に寝かせたらすぐだった。こんなこと、はじめて。きっと大雅がたくさん遊んでくれたからね……ありがとう」

　そう言って祐奈も窓際に歩み寄る。

　大雅が頭をかいた。

「昼間に祐奈が言ってた大和が寝たらホッとするって話、ちょっとだけわかったよ。……でも楽しかった。こちらこそありがとう」

　そう言って大雅は立ち上がり、代わりに祐奈をソファに座らせる。

「目を閉じて」

「……？」

　しばらくの沈黙の後、首に感じる冷たい感触に驚いて目を開けると、昼間にジュエリーショップで見たあのガーネットのネックレスが、祐奈の胸元で輝いていた。

「大雅、これ……！」

「今夜の記念に」

　ソファの背もたれに手をついて、大雅がふわりと微笑んだ。

「だ、ダメよ。こんなに高い物……！」

　祐奈は慌ててそう言った。

　正確に値段を覚えているわけではないが、少なくとも祐奈にとっては手が届かない物だったはず。

　それをこんな風に、気軽にプレゼントするなんて。

「大雅、私にこんなに素敵なネックレス、もったいないわ。仕事中はつけられないし、普段も……きっとつけたら、すぐに大和にちぎられちゃう……」

「じゃあ、俺だけのためにつけてくれ」

　大雅が前に回り込み、ソファに座る祐奈の前に、膝を折ってひざまずいた。

「大雅……」

「仕事をする君、母親の君、それからアイスクリームをこっそり食べる君、どんな祐奈も心から愛してる。だから大和が寝た後のこのわずかな時間だけは、俺に君を独り占めさせてほしい。このネックレスは、その目印だ」

　そう言って彼は、ネックレスに口づける。

　そして東京タワーが真っ赤に染まったあの夜に、祐奈にくれた思い出の言葉を口にした。

「君を生涯愛し続ける。……誓うよ」

「っ……！」

　祐奈の目から熱い涙が溢れ出す。

　かつてのあのアパートでも彼は同じことを言ってくれた。

『君はあの東京タワーを亡くなったお父さまとの思い出だと言う。だったら俺はあの東京タワーに誓う。君を生涯愛し続ける』

　そしてその夜、ふたりははじめて結ばれた。

「大雅……」

　祐奈の目から止めどなく溢れ出る雫が頬を伝い、胸元の赤い石を濡らしてゆく。

　愛してる。

　愛してる……！

「祐奈……」

「ん……！」

　涙に濡れる唇が、大雅の吐息で塞がれる。すべてを溶かす彼の熱が心の奥底まで入り込み、祐奈の中をかき回す。

「ん、んんんっ！」

　その熱に無我夢中で縋り付き、ようやく祐奈は確信した。

　彼となら、明るい未来を見つけられる。

　誰かを憎むことでしか生きられなかったつらい過去を、乗り越えていけるはず。

　彼となら……！

「祐奈……」

　大きくて熱い彼の手が、祐奈の身体を辿り始める。天沢ホテル自慢の肌触りのいいパジャマの上を欲しがるように這はい回る。そして入口を見つけて入り込み、祐奈の素肌に直接触れた。

「ん」

　それだけで祐奈の頭は甘い期待でいっぱいになる。漏れる吐息と熱くなる身体が、彼を求め始める。

　広い背中に腕を回すと、応えるようにパジャマのボタンを外された。

　冷房が効いてひんやりとした空気に肌を晒さらして、祐奈は胸を上下させる。大雅がそこへ口づけた。

「あ……！」

　彼と離れて以来の久しぶりのその感覚に、祐奈は身体をしならせる。強すぎるその刺激に、反射的に彼の胸に手をついて、逃れようと試みる。

　だがそれは、祐奈を包む彼の腕に阻まれた。

　余裕のない荒いキスが祐奈の胸を刺激する。まるで彼の想いを直接心に刻み込まれているようだった。

「ああ、あ……！」

　祐奈の身体は火がついたように熱くなる。頭の片隅で隣の部屋には大和がいると思うのに、声を止めることができなかった。

　はじめて彼を知ったあの夜もこんな風に翻弄されて、祐奈は彼に落ちていった。

「大雅、大雅……」

　無我夢中で名前を呼び、祐奈は彼にしがみつく。

「あ、大雅……！」

　その時。

「たー、たーたん!!」

　隣室から祐奈を呼ぶ声がして、大雅の手がぴたりと止まる。

「あ……、大和」

　祐奈の口から気の抜けたような声が漏れた。早く行かなくてはと思うのに、すぐには頭が切り替わらない。

　胸元の大雅がふぅーと長い息を吐いて、祐奈を腕に抱いたままくっくと肩を揺らして笑い出した。

「大雅……？」

　戸惑いながら呼びかけると、ちゅっと頬に口づけられる。

「世界一かわいい、最強のライバルだな。敵わないよ」

　優しい優しい言葉とともに、祐奈はそっと解放された。










疑念




「じゃあお母さん、今日だけは大和のことお願いね」

　鏡越しに祐奈が告げると、母は「はいはい」と答えた。

「帰りはいつも通り？」

「うん、だからお迎えには行けるんだけど」

　そう言って祐奈は素早く身支度を整えていく。

　今日は、宇月ランド跡地の名義が正式に天沢ホテルになる、不動産決済の日である。

　場所はアスター銀行東日本中央支店。

　宇月から車で一時間ほどの県庁所在地で行われる取引に、祐奈が参加することになったのは、田原の提案がきっかけだった。

『無理にとは言わないけど、よかったら立ち会ってみないかい。仕事の成果を実感できると思うよ』

　プロジェクトメンバーとしての祐奈の役割は、天沢ホテル側に宇月のよさを紹介し、買収の決断をしてもらうこと。春に大雅の案内を担当しただけではなく、ここ数カ月は資料作成などにも関わり、天沢ホテル誘致に奔走した。

　無事に契約は成立し、今日めでたく宇月ランドの土地は天沢ホテルに名義が変わる。

　もちろん天沢ホテルはこれからずっと宇月で営業していくわけだから、観光課としてはまだまだ付き合いは続いていく。

　でも祐奈の役目はこれで一旦終わりを迎える。

　今日を境に祐奈はプロジェクトのメンバーから外れることになっていた。

　子供を保育園に預けて働く母として、たとえ仕事だとしても、なにかあった時にすぐに迎えにいけない県庁所在地まで行くのはどうしても躊躇してしまう。

　それでも自分にとってはじめて任された大きな仕事、その総仕上げの場に立ち合いたくて、祐奈は田原の提案を受けたのだ。

「今日だけは、大和になにかあったら、お母さんのところに連絡が行くように保育園には言ってあるから」

　念を押すように祐奈が言うと寛子はまた「はいはい」と言った。

「祐奈は心配性ね。今日くらい大丈夫よ。ね、大和」

　気楽なことを言う母を祐奈は振り返って睨んだ。

「そんなことないよ。案外、え？　今？って時に呼び出しがかかるんだから」

　言いながら、そういえば前回の呼び出しもそうだったと祐奈はぼんやり思い出す。

　大雅との顔合わせ中、現地に向かおうとしたまさにその時に呼び出されたのだ。

「今日は、天沢さんも来られるんでしょう？」

　母の言葉に祐奈は、少し気恥ずかしい気持ちで頷いた。

　今日の取引に大雅が出席する。それもまた祐奈が参加しようと決めた動機のひとつだった。

　おそらくは今日が、祐奈にとって彼と一緒に仕事ができる最後の日。

　天沢ホテルの副社長としての彼を目に焼きつけておきたいと思ったのだ。

　不思議だった。

　はじめて彼がこの宇月に足を踏み入れた時は、かつての恋人大雅が、天沢ホテルの副社長であることを思い知らされることが、あれほどつらかったというのに。

『今回は絶対に成功させる』

　大和を連れて三人で行ったショッピングモールで、大雅が口にした力強い言葉。その澄んだ瞳は祐奈に、誰よりも宇月を愛していた父を思い出させた。

　はじめてホテルに泊まったあの夜、起きてしまった大和をふたりであやしながら、祐奈と大雅は手を繋いでそのまま三人で眠ったのだ。

　なにも憂うことのない、温かい幸せな時間だった。

　鏡の中の自分を見つめて、祐奈はガーネットのネックレスを身につけた。そしてブラウスのシャツを首元までぴたりと閉めた。

　こうしておけば外からは見えない。それでも今日はつけていきたい気分だった。

「お母さん」

　小さく息を吐いて、祐奈は鏡の向こうの母を呼ぶ。

　ようやく話ができるほどに気持ちの整理がついた。

「あのね……。話したいことがあるの。帰ったら、聞いてくれる？」

「わかったわ」

　母が穏やかに微笑んだ。




　午前九時半、祐奈たちを乗せた役場の車がアスター銀行東日本中央支店に到着した。

「今日はアスター銀行の頭取も出席されるらしい。さすがだよね」

　田原の言葉に少し緊張しながら頷いて、祐奈は車を降りる。とはいっても、今日の取引の主役はあくまでも地権者と天沢ホテルだ。役場側の人間は、取引が無事に成立するのを見届けるだけだった。

　支店に入り用件を告げるとすぐに最上階に案内される。通された広い応接室に大雅はいた。

　一番奥の茶色い皮のソファに座っている。穏やかな笑みを浮かべて、隣に座るでっぷりとした男性と談笑している。

　入室した祐奈たちに気が付くと、よく通る声で挨拶をした。

「おはようございます。今日はよろしくお願いします」

　そして祐奈に視線を送り、小さく頷いた。

　今日の取引に祐奈も出席することは、あらかじめ伝えてあった。それに微笑み返してからなにげなく部屋を見回した祐奈は、ある人物に目が留まり、息を呑んだ。

　大雅の斜め後ろ、秘書の山城と並んで立つ女性だ。

　祐奈の胸が嫌な音を立て始める。

　彼女に見覚えがあるような気がしたからだ。

　茶色い髪、目鼻立ちのはっきりした美しい顔立ち、雰囲気こそ少し違っているが、二年前に大雅が天沢グループの御曹司だということを祐奈に告げるためアパートへ来たあの女性ではないだろうか。

　役場側のために設けられた席に腰を下ろしても、祐奈は彼女から目が離せなかった。

　その祐奈に女性が気が付いた。

　整えられた眉を寄せて、訝しむように祐奈を見ている。

　その様子に祐奈は疑念を深めていく。やはりあの日アパートに来た女性なのだろうか。

　あの時の祐奈は気が動転して相手の名前を確認せずに、彼女を追い返してしまった。当然、どういう立場の人間なのかということも知らない。

　女性は射抜くように祐奈を見つめている。

　その視線に祐奈は思わず目を伏せた。

　すると彼女はカツカツとハイヒールを響かせて、祐奈たちに近付いてくる。そして自然と立ち上がった祐奈たちに向けて、名刺を差し出した。

「天沢の秘書をしております、大泉です」

　少し鼻にかかった高い声、笑みを浮かべた艶のある唇は、どこからどう見ても有能な秘書そのものである。あのアパートで祐奈を嘲笑った女性とは別人のようにも思える。

　大泉と名乗ったその女性は、田原と名刺を交換した後、【大泉奈々美】と印字された名刺を祐奈にも差し出した。

「よろしくお願いします」

「……名刺がなくてすみません。秋月と申します」

　祐奈が名乗り名刺を受け取ると、彼女の目つきが一瞬変わる。そして祐奈にだけ聞こえるような小さな声で呟いた。

「……偶然なの？」

　その言葉に祐奈は今度こそ確信する。

　大泉奈々美、アパートへ来たあの女性だ。

　その後、地権者が到着して取引は滞りなく行われていった。

　祐奈は銀行員の説明に真剣な表情で耳を傾けながら、書類に判子を押していく大雅の横顔をジッと見つめた。

　ついさっき一瞬だけ祐奈に敵意を見せたように思えた奈々美は、またすぐに秘書の顔に戻り、今は大雅の隣で彼のサポートをしている。

　その様子に祐奈の胸がずきんと痛む。

　そして今の今まで彼女のことを忘れていた自分の愚かさを呪った。

　大和の将来に対する不安、大雅への想い、そして十年前の出来事。大雅と再会してからの祐奈は、たくさんの思いでいっぱいだった。

　でも今になって思い返してみれば、忘れていたというよりは無意識のうちに考えないようにしていたのかもしれない。

　あの時彼女は、確かに自分と大雅は婚約間近だと言っていた。どのような経緯かは不明だが、二年経ってもまだ彼が結婚していないということは、その話はなくなったのだろう、そう思うことにして。

　再会してから今日までの大雅は、誠実に祐奈に愛を伝えてくれた。祐奈にまた信じる気持ちと明るい未来を取り戻してくれた。

　その彼を信じたい。

　信じたいけれど……。

「あとはこちらで手続きしてまいりますので、このまま少々お待ちくださいませ」

　銀行員が一同にそう告げて部屋を出ていく。それを見送ってから、アスター銀行の頭取だという大雅の隣のでっぷりとした男性が口を開いた。

「いやーそれにしても、うちのわがまま娘がちゃんと働いているのには驚きました。天沢副社長様々ですな。今度ぜひ、酒でも飲みながらどうやってうちのわがまま娘を手懐けるのかご指南いただきたいもんです」

　上機嫌でそう言って、はははと声をあげる頭取に大雅が薄く微笑んだ。

「いえ、私自身は特になにも。お嬢さまの働きぶりに関しては、秘書室室長の山城の方が詳しいですよ」

　頭取の隣に座るアスター銀行の役員だという別の男性が、いまひとつ事態を飲み込めずにいる周りの人に向かって説明をする。

「彼女、天沢副社長の秘書の大泉さんはうちの頭取の娘さんなんです」

　その言葉に驚いて、ほうっという声が一同から漏れた。

「あまりに世間知らずに育ってしまったもんだから、ちょっと社会勉強をさせようと思いまして、天沢副社長にお願いしたんですわ。もう何年になりますかな？」

「二年と少し経ちますね」

　頭取からの問いかけに答える大雅のその言葉に、祐奈は息を呑んだ。

　二年と少し前。

　祐奈のアパートに彼女がやってきた頃だ。

　婚約間近だというあの言葉と関係はあるのだろうか。

「もう、お父さま、やめてくださいこんな場で」

　奈々美がかわいらしく頬を染める。そして大雅に向かってしおらしく頭を下げた。

「副社長、すみません。業務に関係のないことを」

「いや、大丈夫だよ」

　ふたりのそんなやり取りも、祐奈は直視できなかった。

　混乱する頭の中を様々な思いが駆け巡る。

　もし彼女と大雅の間になにか特別なものがあったとして、祐奈が来るとわかっているこの場に連れてくるはずがない。だから彼と彼女との関係はただの上司と部下なのだ。

　でも一時期は、〝婚約間近〟だったというふたりが何事もなかったかのように同じ職場にいるなんて、そんなことありえるのだろうか。

　だとしたらやっぱりふたりは……。

　それに彼女の父親と大雅のこの親しげな様子……。

　祐奈は膝の上に置いた手をギュッと握りしめる。胸の鼓動が嫌なリズムを刻みはじめた。

「娘からは、副社長には本当にお世話になっていると聞いとりますよ」

　そう言ってまたはははと笑う頭取の言葉に、祐奈は思わず目を閉じた。

　その時。

　コンコンとドアがノックされて、電話が入り席を外していた山城が入室した。そしてなにやら大雅に耳打ちをする。

　大雅は一瞬眉を寄せて、少し考えてから頷くと、一同に向かって口を開いた。

「申し訳ありませんが、別件で本社と連絡を取りたいので、少々席を外させていただきます。……大泉さん、君はここで留守番をしてて」

　奈々美が頷いたのを確認してから頭を下げて、大雅と山城が部屋を出ていく。

　つられるように頭取も「ちょっと私も電話を一本」などと言って退室した。

　大物ふたりがいなくなって心なしか緊張が緩んだ部屋で、役員の男性が口を開いた。

「それにしても噂には聞いていましたが、天沢副社長は本当に男前ですね」

　誰ともなく言った彼のその言葉に、一同はうんうんと頷いた。

「うちの頭取は、以前から天沢副社長が大のお気に入りなんです。いい男だ娘の婿になってほしいと何度聞かされたことか。副社長に奈々美ちゃんの社会勉強をお願いしたのもそういう意図があってのことだというのが、もっぱらの噂なんですよ……」

　そう言って男性は意味深な視線を奈々美に送る。

「やだ、おじさまこんなところで。やめてください……困ります」

　奈々美がそう言って満更でもなさそうに頬を染めた。

　どうやらふたりは〝奈々美ちゃん〟〝おじさま〟と呼び合うくらい親しい仲のようだ。であるならば、彼がこのようなプライベートな事情を知っていてもおかしくはない。

　一同からへぇ、という声が漏れた。

　男性がカラカラと笑った。

「どうやら奈々美ちゃんのその様子だと、頭取の目論見はうまくいったようだ。こりゃおめでたい話を聞く日も近いかな？」

「もうっ！　おじさま。本当にやめて。彼、こういう公私混同が嫌いなんです。こんなところでこんな話が出たって知ったら私が後で怒られちゃう……。彼が戻ってきても絶対にその話はしないでくださいね」

　本当に困惑したように念を押す奈々美に、男性はわかったわかったと請け負う。

「皆さまも、お願いします」

　誰にともなく頭を下げる奈々美に、その場にいる祐奈以外の誰もが笑みを浮かべて頷いた。

　男性の話を奈々美は肯定も否定もしなかったが、彼女の口から出た〝彼〟という言葉に、皆この話が事実なのだと受け止めている。

「つまり社会勉強と言いながら、お見合いみたいなもんだったんだな」

　皆が彼女を微笑ましいと思うその空気からひとり取り残された祐奈の隣で、田原が呟いた。

　祐奈の胸が締めつけられるように痛む。

　もしそうであるならば、二年前に彼女が言った婚約間近だという言葉と整合性が取れる。

　彼女は秘書室へ入るにあたって、彼を調べたということだ。

　突然突きつけられた思ってもみなかった展開に、祐奈の頭は混乱の渦に飲み込まれていく。

　いつのまにか大雅と銀行員、頭取が戻ってきて、取引は締めの作業に差しかかっても、どこか遠い世界のように感じるくらいだった。

「……さん、秋月さん」

　祐奈は呼びかけられてハッとする。

　田原が立ち上がり、首を傾げてこちらを見ていた。

「我々も失礼させていただこう」

　そう言われて部屋を見回すと、どうやら取引は無事に終了したようで、皆どこが安堵した表情で荷物を片付けたり立ち上がったりしている。

「あ、はい」

　祐奈も慌てて立ち上がった。

　その時。

「今日はわざわざお越しいただきまして、ありがとうございました」

　聞き覚えのある低い声が祐奈たちにかけられる。

「ああ、副社長」

　田原がにこやかに応えた。

「こちらこそ。私どもとしましては今日でひと区切りです。安心しました」

「そうですね。ですがオープンしてからもなにかとお世話になるかと思います。これからもよろしくお願いします」

　穏やかに大雅が言う。

　だがその彼のそばに立つ奈々美の存在が気になって、祐奈は彼をまともに見ることができなかった。

「もちろんです。こちらこそよろしくお願いします」

　そう応える田原の隣でうつむいた。

「ですが、一応今日で彼女はこの件から外れることになっておりまして、完全に案内所勤務に戻ります」

　田原が、祐奈について説明をした。

　その話自体は、祐奈から大雅に直接伝えてあるが、彼ははじめて聞いたような素振りで頷いて口を開いた。

「そうなんですね。秋月さん、お世話になりました。ですが案内所にいらっしゃるならまたお会いすることもあるでしょう。なにより、ホテルがオープンしたらうちのお客さまをたくさん案内していただくことになる。これからもどうぞよろしくお願いします」

　そんな言葉とともに差し出される手を、祐奈は一瞬躊躇したのち、恐る恐る取る。

　握手を交わすふたりを奈々美が刺すような視線で見つめている。

「……こちらこそありがとうございました」

「それでは、私たちはこれで」

　大雅の言葉を合図に、天沢ホテル側の人間が部屋を出ていく。

　その一番後ろ、ハイヒールを鳴らしてついていく奈々美が一瞬チラリと振り返り、その視線が祐奈を捉える。

　背筋に走るぞわりとした感覚に、祐奈は鞄を持つ手に力を入れた。

　あのアパートに彼女が現れた時とまったく同じ感覚だった。

　自分が置かれている状況がわからなくて気持ちが悪い。

　あの時は、そのすぐ後に大雅が天沢ホテルの御曹司だという事実を突きつけられた。

　愛する人が父親の仇の息子だと。

　今回はどんな事実が待ち受けているのだろう。

　誰からも見えないように首から下げたガーネットのネックレスが、やけに冷たく感じられた。




「よく降りますね」

　案内所の窓ガラスを濡らす水滴を見つめながら真由香が言う。

　祐奈はそれに黙って頷いた。

「でもまぁこれで、今日はお客さまはあまり来そうにないですね。ここのところ忙しすぎたから、それでいいかな」

　夏休みのハイシーズンを終えた宇月温泉観光案内所である。

　真由香の呟きを聞きながら、祐奈はカウンターに頬杖をついて目の前の通りを眺めている。

　九月に入った温泉街は人通りがまばらで、なんとなく寂しい。まだまだ暑い日が多いが、雨のせいか今日は少し涼しかった。

「これで、紅葉シーズンまではひと息つけますね」

「……そうね」

　夏の盛りを過ぎると、観光客は減る。そして山が真っ赤に染まる頃に、ハイキングに訪れる人でまた少し賑わうのだ。

「祐奈さん、なんか最近疲れてません？」

　ぼんやりとしてどこかうわの空で返事をする祐奈を、真由香が心配そうに覗き込む。

　祐奈はハッとして、慌てて口を開いた。

「え、あ……そ、そんなことないよ。大丈夫」

「そんなことないことないですって。最近ぼーっとしてること多いですよ。ママに休みがないのはわかりますけど、あまり無理はしないでくださいね。私なんて、ただ暑いってだけでもバテちゃうんだから」

　眉を寄せて小言を言う真由香に、祐奈の心は少しだけ温かくなる。

　自然と笑みが溢れた。

「ありがとう」

　本当のところ、真由香の言う通りだった。あの取引の日以来、祐奈はよく眠れない日が続いている。

　もちろん、奈々美のことが原因だ。祐奈は彼女についての真相をまだ大雅に尋ねられずにいる。

　もっとも彼とは、あの日以来顔を合わせていなかった。

　どうやらあの取引の日に、宇月温泉の件とは別の件でなにかトラブルが起きたようだ。落ち着くまでは大和と三人で会うこともできそうにないと謝罪のメールを受け取った。

　大企業を動かす立場にある彼からしてみれば、きっとよくあることなのだ。そもそも今まで毎週会いにきていたことの方がありえなかったのだから。

　祐奈は一生懸命そう自分に言い聞かせる。でも胸の中に黒い疑念が渦巻いて、苦しかった。

　あの取引の日、奈々美は祐奈と大雅が接触を持っていると気が付いた。まさか毎週会っていたことまでは知られていないだろうが、それでも大雅になにか言ったのかもしれない。

　だから彼は祐奈に会いにこなくなった……。

　祐奈が文句を言えないような適当な理由をつけて……？

　そんなことまで考えてしまって、大雅から来る大和や祐奈を気遣うメールにも必要最低限の返事しかできていない。着信には適当な理由をつけて出られないでいる。

　だっていったいなにをどう話せばいいのだろう。

　あのような場で話が出るくらいだから、奈々美の就職が事実上の見合いだったという話は、まったくの作り話というわけではないだろう。

　彼を問い詰めて真実を聞き出したとして、もしまた彼に裏切られていたとしたら、祐奈はもう立っていることすらできなくなりそうだった。

　二年前、身を切るような思いで祐奈は大雅に別れを告げた。

　心が血を流して、その傷跡は結局、彼と再会するまで癒えることはなかったのだ。

　もしまた裏切られていたとしたら……？

　怖い。怖くてたまらなかった。真実など、永遠に知りたくない。

　逃げ続けてもなんの意味もない。それはよくわかっている。

　でも……。

　降り続く雨が宇月の街を濡らすのを見つめながら、祐奈は小さくため息をつく。

　その視線の先、ガラスの自動ドアの向こうの通りに一台の車が停車した。寂れた温泉街には不似合いな赤いピカピカの高級車。

　後部座席がゆっくり開いて、小柄な女性が降り立った。

　祐奈は目を見開いて息を呑む。

　胸元が大きく開いたピンク色のワンピース。手には黒いブランドバッグ。

　大泉奈々美だ。

　反射的に、祐奈は目を伏せる。

　彼女も天沢ホテルの社員なのだから、ここにいても不思議ではないのかもしれない。

　でも立場としては大雅の秘書のはずなのに、社用車とは思えない真っ赤な車でひとりで現れたのが不可解だった。

　祐奈はうつむいてカウンターの木目をジッと見つめる。なにも悪いことをしていないのに、心臓がバクバクと鳴っている。

　こんな不安定な気持ちのままで彼女と顔を合わせるのは絶対に嫌だった。

　どうかこちらには気付かずに、どこかへ行ってくれますように……！

　だが無情にもガラスの自動ドアがウィーンと開き、隣の真由香が「こんにちは」とにこやかに挨拶をする。

　それに応えることもなく、真っ直ぐに祐奈だけを見据えながら奈々美が案内所に入ってきた。

「話があるの」

　開口一番そう言って、奈々美は祐奈の前に立つ。

「は……？」

　真由香が戸惑いの声を漏らした。

「お客さ……」

「橋を渡った先の公園で待ってるわ。今すぐに来て」

　真由香の言葉を遮って、奈々美は無茶苦茶な要求をする。

　突然の彼女の登場に唖あ然ぜんとしながらも、祐奈は声をあげた。

「そんな……、困ります！　私、勤務中ですから」

　その言葉に奈々美は案内所を見回して、心底バカにしたような笑みを浮かべた。

「勤務中？　はっ！　誰もいないじゃない」

「ちょっと……！　あなたいったいなにを言って……」

　あまりにも失礼なその言葉に真由香が気色ばむ。

　奈々美はそれをチラリと見て、鞄から一枚の名刺を取り出した。

「私、天沢ホテルの人間よ。あなたたちは、私たちの言うことをなんでも聞かなくちゃいけないんじゃないの？」

「え!?　……あ……」

　名刺を受け取って、真由香は慌てて口を噤んだ。

　案内所に来る客は様々だ。迷子、酔っ払い、クレーマー。

　突然わけのわからないことを言われて、嫌な思いをさせられることも珍しくない。

　だから真由香は、奈々美もそのような類の客だと思っていたようだ。

　それなのに、意外にも課をあげて大切にしろと言われていた天沢ホテルの社員だと知り、いよいよ事態が飲み込めなくなっているようだ。

　祐奈は両手をギュッと握り、小さく息を吸ってから口を開いた。

「わかりました……すぐに行きます」

「早くね」

　途端に奈々美は踵を返して、案内所を出ていった。

「ゆ、祐奈さん、あの人いったいなんなんですか!?」

　真由香が憤ふん懣まんやる方ないといった様子で祐奈に問いかける。

「ちょっとね……」

　祐奈はそう答えるのが精一杯だった。

　もちろん祐奈と奈々美の関係をそのまま告げるわけにはいかない。さりとて、真由香が納得するようなうまい言い訳も思いつかなかった。

「真由香ちゃん、少しだけお留守番しててくれる？　なるべく早く帰ってくるから」

「もちろん私はいいですけど。……祐奈さん大丈夫ですか？　田原課長に私から連絡しておきましょうか」

　真由香が心配そうに祐奈に言う。天沢ホテル側には失礼のないようにと口を酸っぱくして言われている中、社員だという女性がただならぬ様子でやってきたのだ。真由香がそう言うのも無理はない。

　だがそれに祐奈は慌てて首を横に振った。

「大丈夫、大泉さんとは個人的に知り合いなの。話してみて必要がありそうだと思ったら私から課長に言っておくから……」

　奈々美の話の内容が大雅と関係あるということは間違いない。なにを話したのか田原に尋ねられたりしても答えようがなかった。

「仕事の方に影響があるような話ではないの。だから真由香ちゃん、このこと誰にも言わないでほしいの」

　ほとんど懇願するように祐奈は言う。

　真由香はしばらく考えてから「わかりました」と頷いた。

「でも気を付けてくださいね。なにか困ったことがあるなら言ってくださいよ」

「ありがとう」

　全然納得できないはずなのに心配までしてくれる真由香に手を合わせてから、祐奈は案内所を出る。

　そして降りしきる雨の中、奈々美が待つ公園を目指した。




　幸いにして雨の日の公園は人っ子ひとりいなかった。

　先に案内所を出た奈々美は、ベンチが並ぶ東屋の中に立って腕を組んで待っている。

　綺麗に巻いた明るい色の艶のある髪、いかにも都会的な空気をまとう彼女はやっぱりこの街には不似合いだった。

「お待たせしました」

　東屋に入り、傘を閉じて祐奈は彼女に声をかける。

「あなたいったいどういうつもり？」

　間髪入れず、鋭い言葉が返ってきた。

「……え？」

「もう大雅さんには会わないでって言ったわよね」

　あの取引の場とは別人のような彼女のその剣幕に、祐奈はすぐに答えることができなかった。

　確かに祐奈はアパートへ彼女が来た後に、大雅に別れを告げた。でもそれは彼の正体を知ってしまって、そうするしかなかったからだ。

　彼女に言われたからではない。

　しかもあれから二年経って、大和が生まれ、ふたりを取り巻く環境は変わった。

　祐奈と大雅との間にたとえ愛情がなかったとしても、再会し真実を知った以上息子の父母として会う必要はある。

　でも今彼女にそれを説明する気にはなれなかった。

　なによりも、祐奈への敵意を隠そうともしない奈々美の前で大和の名前を出したくない。

「再会して、焼け木ぼっ杭くいに火がついちゃった？　まったく……本当にしょうがないわね、大雅さんったら」

　意味深な言い方をして、奈々美が大袈裟に肩を竦める。

　胸の奥底から、気持ちの悪い感情がふつふつと湧いてくるのを祐奈は感じていた。

「〝やっぱり君が好きなんだ、やり直そう〟とでも言われた？　ふふふ、一度騙された女はちょろいわね。大雅さんも悪い人」

　桜色の唇から紡がれる耳を塞ぎたくなるようなひどい言葉に、祐奈は身じろぎもできなかった。

　胸の鼓動がまるで警告するようにどきんどきんと嫌な音を立てている。

　これ以上聞いてはいけないと、頭の中のもうひとりの自分が言う。でもどうしてもその場から動けなかった。

　奈々美がにっこり微笑んだ。

「いい？　彼と結婚するのは私なの。大雅さんがあなたにどう言ったのかは知らないけど、これはもう決まっていることなのよ」

　言い切って奈々美は得意げに鼻を鳴らす。その笑顔を見つめながら祐奈は掠れた声を漏らした。

「結婚……？」

「そ。ま、彼くらいの男なら愛人くらいいてあたりまえなのかもしれないけど。きっと大雅さんは、あなたをそうするつもりなのね。今のところ随分お気に入りみたいだし」

「愛人……？」

　おうむ返しにそう呟いて祐奈は視線を彷徨わせる。

　それを奈々美が嘲笑った。

「あなたまさか、結婚できるとでも思ってたの!?　いくらなんでもそれは厚かましすぎるでしょう。天沢ホテルの次期社長とあのおんボロ案内所の地味な案内員が結婚なんてできるわけないじゃない！　あなた真面目な顔して、頭の中お花畑なのね！　ふふふ、おかしい！」

　そう言って奈々美は、心底おかしいというように声をあげて笑い出した。

　確かに一般常識としてはそうなのかもしれない。

　でもふたりの間には大和が生まれていて、それで……。

　祐奈は一生懸命、頭の中で大和と一緒にいる時の大雅の笑顔を思い出そうと試みる。でもまったくうまくいかなかった。

　一方で黙り込んだままなにも反論しない祐奈に、痺れを切らしたように奈々美は笑うのをやめて、正面から祐奈を見据えた。

「とにかく、私と彼の縁談はもう決まったことなの。ふたりだけの問題じゃないんだから」

　意味深なその言葉に、祐奈は小さく首を傾げた。

　結婚がふたりだけの問題じゃないとはいったいどういうことだろう。

「あなた本当にぼんやりなのね」

　奈々美がまた嘲笑う。そしてその言葉の意図するところを、得意げに説明しはじめた。

「私の父の銀行が宇月温泉買収の件でいったいいくら天沢ホテルに融資をしたと思ってるの？　今回の話にアスター銀行が乗ったのは、前提に私と彼の婚約があるからだってことくらいちょっと考えたらわかりそうなものだけど」

「……そんな……」

　思ってもみなかったその話に、祐奈は息を呑んで絶句した。ビジネス絡みのいわゆる政略結婚のようなものだろうか。

　結婚とは愛し合う者同士がするものだというのが常識の祐奈には、想像もつかない話だった。

　でもそれは仕方がない。

　そもそも彼らと祐奈は住む世界が違うのだから。

「わかった？　大雅さんの気持ちがどうだとしてもこの結婚をやめるわけにはいかないのよ。もっとも彼だって有能な経営者なんだから、それくらいはわかっているはずだけど。たとえあなたにどんな風に言っていたとしても、所詮それは口先だけのこと。ふふふ、あなた何回騙されたら学習するの？　本当にぼんやりさんなのね。もしかして大雅さん、そこが気に入ってるのかしら」

　やっぱり聞いちゃいけない話だったと、祐奈は目を閉じる。

　奈々美がそこへ追い討ちをかけた。

「ただの愛人だとしても、私はあなたなんて絶対に許さないから。私が父にひと言言えば、天沢ホテルは大損害を被ることになるのよ。宇月温泉進出の話自体なくなってしまうかも。あなたその責任を取れるの？　取れないでしょ？　もう一度言うわ。今後一切、大雅さんには会わないで。……次はないから」

　そして祐奈の返事を待つことなく、派手な柄の傘を広げて東屋を出ていった。

　彼女の姿が消えて雨の音だけになった東屋で、祐奈は立ち尽くしたまま、動くことができなかった。

　こんな話、知りたくはなかった。

　でも知らないでは済まされない話だった。

　今彼女が言ったことは、祐奈には想像もつかない別世界の出来事だが、少なくとも大雅は間違いなくその世界の住人なのだから。

　祐奈が愛し信じた彼はもしかしたら、彼の中のほんの一部分なのかもしれない。

　偽られていたというよりは、ただ他の部分を見せてくれなかったというだけで……。

　雨が降り続く公園を、祐奈は暗い瞳でジッと見つめていた。




　秋の長雨が夜の街に輝く東京タワーを濡らしている。

　天沢ホテル本社ビル最上階の副社長室の窓から、大雅はそれを見つめている。

　ここ数日、太陽を見ていない。だからだろうか、やけに気分が晴れなかった。

　宇月の土地の取引の日に発生したトラブルは、それなりに深刻なものだった。あれから大雅は寝る間を惜しんでトラブルの対応に奔走し、ようやく峠を越えつつある。

　あとひと息というところまできているが、まだ油断は禁物で、もう少し忙しい日々は続きそうだ。

　今はそのつかの間の休息だった。

　大雅は深いため息をついて、黒い椅子に身を沈めた。

　疲労はピークに達しているが、だからといって責任を放り出すわけにはいかないのがつらいところだった。

　もちろん浮き沈みの激しいホテル業界だから、大雅が副社長になってからこのようなことは何度もあった。だからそれ自体をつらいとは思わない。

　だがとにかく祐奈と大和に会えていないのが、予想以上にこたえている。

　大雅はポケットから携帯を出し、アルバムの中のふたりの写真を開いた。

　キョトンとした表情の大和と彼を抱く祐奈の笑顔に、大雅の胸が温かくなる。ふたりに会える日を楽しみに、もう少し頑張ろうという力が湧いてくる。

　でもそこであることを思い出して大雅はアルバムを閉じ、代わりにメッセージアプリの祐奈との画面を開いた。

　会えないことを詫びる大雅のメッセージに、祐奈からの短い返事が並んでいる。

【こちらは大丈夫です。無理しないでください】

【了解です】

　その必要最低限の返信にどこか違和感を覚えるのは、大雅が疲れているせいだろうか。

　それとも、忙しくて会いにいけないという罪悪感がそうさせるのだろうか。

　もっとも彼女は、もともとあまりマメにメールをする方ではない。二年前に付き合っていた時も、だいたいは用件のみのメッセージだった。

　だからこれらの返事もものすごく不自然というわけではないのだが……。

　携帯の画面を上下にスクロールさせながら、大雅はしばらく考え込む。

　その時。

　コンコンとノックの音がして、顔を上げた。

「……どうぞ」

　訝しみながら大雅は応える。

　しばらくひとりにしてほしいと山城には言ってある。よほどのことがない限り、来ないはずだ。

「失礼します」

　少し硬い声とともにドアが開く。そして入室した人物に大雅は眉を寄せた。

　奈々美だった。

　副社長室に副社長付きの秘書が入ってきたことを大雅が不審に思ったのは、彼女が今日有休を取っていたはずだからだ。

「……今日は休みじゃなかったのか」

　眉を寄せたまま、大雅は彼女に問いかける。だが奈々美はその言葉に返事もせずに、スタスタとこちらへやってくる。

　およそ職場には相応しくない胸元が大きく開いたピンク色のワンピースを着て、書類などは一切入らないであろう小さなブランドバッグを提げ、手には茶封筒を持っている。

　いつもは不自然なくらい大雅に愛想よくしてみせるのに、今は無表情なのが不気味だった。

　やがて彼女は飴色の机の前で立ち止まる。そして大雅を見据えて口を開いた。

「大雅さん、宇月町役場の秋月さんとはどういうご関係ですか」

　唐突に放たれた不可解な問いかけに、大雅は一瞬目を見開いてそのまま黙り込んだ。

　頭の中を様々な思いが駆け巡る。

　なぜ彼女がこんなことを言い出すのか理由はまったく不明だが、とにかく彼女の口から祐奈の名前が出たことに言い知れぬ不快感を覚えていた。

　なにも答えない大雅に、奈々美が苛立ったような声を出した。

「最近、よく会いにいかれていますよね。うちのホテルを使うなんて、迂う闊かつすぎませんか」

「迂闊？」

　大雅は呟く。

「迂闊です」

　奈々美が言い切った。

「私の目と鼻の先で、他の女性と会うなんて！」

　悔しそうに唇を噛む奈々美に大雅は唖然としてしまい、すぐに言葉が出てこない。

　いったい彼女はなにを言っているんだ？

「全部調べさせていただきました。最近、きちんとお休みを取られていたのは、あの人と会うためだったんですね。……私としたことが、全然気が付かなかったわ。あの人とは二年前に切れたと思ってすっかり安心してたから……」

「なに!?」

　最後の方はひとり言のように呟いた奈々美のその言葉に、大雅は思わず立ち上がる。黒い椅子がガタンと鳴った。

　彼女の口から祐奈の名前が出たことも不可解だが、二年前に切れたと思っていたとは、聞き捨てならない。

「どういうことだ!?」

　いつもの冷静さは吹き飛んで、余裕なく問い詰めると奈々美はあっさり暴露した。

「大雅さん、二年前もあの女と会っていたんでしょう？　商社勤めだなんて嘘をついて。私との縁談が持ち上がっていたのに、許せないわ。だから私が、あの人に別れるように言ったのよ。大雅さんだって嘘をついていたくらいだから、いつかはそうするつもりだったんでしょうし」

　いつもとは別人のような目の前の女を見つめながら、腹の奥底から気持ちの悪い感情がふつふつと湧いてくるのを、大雅は感じていた。

　うっとおしく思いつつも、特になんとも思ってなかった人物の思いがけない裏切りに、怒りで目の前が真っ赤になる。

　では二年前のふたりの別れのきっかけは、彼女だったということか。

　知らなかったとはいえ、祐奈を傷つけた人物と二年間ものうのうと一緒に過ごしていた自分が不ふ甲が斐いなくて許せなかった。

「……君との縁談はもうとっくの昔に断ったはずだ」

　机の上に作った拳を握りしめて、怒りを押し殺して大雅は言う。

　奈々美が悪びれることなく口を開いた。

「お父さまからは保留みたいなものだって聞いています。だって私、秘書室から外されなかったんですもの」

　縁談を断られておきながらいつまでもここに居座った自分を棚に上げて、奈々美は言う。

　大雅は心の中で舌打ちをした。

「保留ではない。俺は君とは結婚しない」

　今度こそはっきりと拒否の言葉を口にして、目の前の奈々美を睨む。

　誰かをここまで憎いと感じるのは、今この時がはじめてだった。

　二年前、なぜ祐奈が突然、大雅の素性を知ったのかがようやくわかった。

　彼女のこのような顔を大雅ははじめて見るが、おそらくはこれが本当の顔で、今のような剣幕で祐奈に大雅の素性をバラしたのだ。

　蹴り飛ばしてやりたいほど憎たらしいが、そもそもの原因を作ったのは自分なのだと大雅は自分に言い聞かせた。

「君とは結婚しない。ここにいることで諦められないなら、秘書室からは外れてもらう」

　もう一度、低い声で大雅は言う。

　奈々美がそれを鼻で笑った。

「それで？　あの人と結婚するんですか」

「君には関係ない」

「関係あります！」

　奈々美が声を張り上げた。

「天沢ホテル副社長秘書として、あの人との結婚を承諾するわけにはいきません。お会いになられるのも反対です。……たとえ、ふたりの間に、子供がいようとも」

「君は……」

　大雅はそこで言葉に詰まる。

　この女いったいどこまで知っているのだろうという疑問が頭の中で渦巻いた。

　奈々美がその疑問に答えるように手に持っていた茶封筒を机の上にバンと置いた。

「この資料の中身を見ても、大雅さんはあの人と結婚したいなんて言えるかしら」

　彼女の言うことになど、耳を貸す必要はない。

　そう思いながらも、大雅は吸い寄せられるように茶封筒を手に取る。

　そして出てきた資料のタイトルを一いち瞥べつして眉を寄せた。

　祐奈についての調査結果だった。

「調べたのか？　……勝手にこんなことをして、ただで済むと……」

「中身を見てからおっしゃってください」

　大雅の言葉を遮る奈々美の声に、大雅は目を細めて彼女を睨む。静かに息を吐いてから、大雅は資料を読み始めた。

　資料の前半は大雅にとっては今さらと思うような内容だった。

　二年半前の大雅との交際、その後の大和の出産。

　大雅はそれに目を通しながら、なんとしてもこの大泉奈々美からふたりを守らねばと考えていた。

　彼女の大雅への執着は異常だ。危険だとさえ思う。

　このくだらない資料を読み終えたら、すぐにでも秘書室から外して……。

　だが資料の二枚目、【秋月祐奈と天沢ホテルの関係について】という項目に目を留めて眉間にシワを寄せる。そしてそこに書かれてある信じがたい事実に絶句した。

　秋月祐奈の父親秋月秀明は、天沢ホテル現社長、天沢宗久の学生時代の友人で、十年前の天沢ホテルの宇月温泉進出計画の際地元で唯一賛成派に回った人物であること。

　それをきっかけに、秋月秀明は地元の反感を買い村八分状態になり、経営していた秋月旅館は、従業員が離れ営業困難な状態に陥ったこと。

　天沢ホテルの宇月温泉進出計画が立ち消えになった直後、ショックと心労が祟り突然倒れて死亡し、結局、秋月旅館は廃業したこと。

　そして当時、地元では〝秋月秀明は天沢ホテルに騙されて、殺された〟と噂されていたこと……。

　調査資料の最後は、【秋月祐奈が、天沢ホテルに対して恨みを持っていた可能性は否定できない】と締め括られていた。

　その目を覆いたくなるような内容に、大雅の頭が真っ白になる。

　机に手をついていなければ、立っていられないほどだった。

　二年前の突然の別れの真相が今ようやくわかった。

　なぜ祐奈が、あれほどまで頑なに大雅に会うこともなく一方的に別れを告げて、そのまま姿を消したのか。大和を産んだことを大雅に知らせなかったのか……。

　大雅が天沢ホテル側の人間だと知り、そうするしかなかったのだ。

「あの女は、大雅さんが天沢ホテルの副社長だって本当は知っていたんじゃないかしら。きっと復讐をするつもりで近付いたのよ。そのために子供まで作るなんて……恐ろしい人」

　吐き捨てるように言う奈々美の言葉が、鋭い刃となって胸に突き刺さる。

　なにも知らないくせに大和のことを口にするなと嫌悪感を覚えるが、祐奈が抱えているものの正体に衝撃を受けすぎてなにも言うことができなかった。

「騙されていたなんて、大雅さん、かわいそう……」

　奈々美がわざとらしく同情してみせた、その時。

「失礼します！」

　ノックもせずに山城が入室した。そして足早にふたりのところへやってきて、机の上の調査資料に視線を移し、声をあげた。

「大泉さん、君、勝手に……！」

　いつも冷静な山城らしくないその慌てた様子に、大雅はこの調査資料が彼によるものだと悟る。

　おそらくはそれを、奈々美が勝手に持ち出したのだろう。

「勝手にって、室長、私だって大雅さんの秘書なんですよ。それなのにどうして教えてくれなかったんですか!?」

　奈々美が山城にくってかかるように、反論する。

「大泉さん、君は……」

　山城がなにか言おうとするのを遮るように大雅は口を開いた。

「大泉さん、君には今日限りで私の秘書を外れてもらう。とにかく部屋を出ていって。今すぐに」

　苛立ちを隠すことなく言い放つと、奈々美が悔しそうに唇を噛んだ。

　普段ならどんな社員に対しても絶対にしない言動だ。だが、もう一秒も同じ部屋にいるのは耐えられない。

　今すぐに消えてほしい。

「……今はショックかもしれないけれど、最後には必ず私に感謝することになるわ、大雅さん」

　そう捨て台詞を吐いてくるりと踵を返すと、奈々美は颯爽と部屋を出ていく。

　バタンと扉が閉まると同時に、大雅は黒い椅子に座り込んだ。力が抜けて、永遠に立ち上がれそうにないくらいだ。

　山城が深々と頭を下げた。

「副社長、申し訳ありません!!」

　そしてそのまま事情を説明し始めた。

「あの資料は私が秘密裏にまとめさせたものです。大泉さんはもちろんのこと、秘書室の誰にも見せてはおりませんでした。ですが……！」

「頭を上げてくれ」

　そう言って大雅は長いため息をついた。

　以前、祐奈のことを調べようかと山城に提案された時、大雅は明確に拒否をした。

　それでも調べたという彼の行為は確かにスタンドプレーだが、不測の事態に備えたかったという気持ちはよくわかる。

　それに今まで大雅は、山城のこういうところに何度も助けられてきた。今回のことのみを切り取って、叱責するわけにはいかないだろう。

　問題は上司の資料を勝手に盗み出し、大雅のところへ乗り込んできた奈々美にある。

　彼女がいなければ、よほどのことがない限り、この資料は誰の目にも触れることはなかったはずだ。

「……君のことを責めるつもりはない。とにかく大泉さんを秘書室から適当な部署へ異動させてくれ。今抱えている案件がひと段落したら頭取には話をして、社会勉強は終わりにしてもらうから」

　大雅の言葉に、山城が神妙に頷いた。

「かしこまりました。ちょうど受付に欠員がありますから、そこへ」

　そして心配そうに眉を寄せた。

「副社長、次の予定ですが、キャンセルされますか。……本日はもうお帰りになられては……？」

　資料の内容にショックを受けている自分を気遣う忠義な部下の進言に、大雅はため息をついた。

「いや、大丈夫だ。……時間になったら呼びにきてくれ」

　頷いて山城が退出すると同時に、大雅は黒い椅子にもたれて天井を仰ぐ。

　崖の上から谷底へ突き落とされたような気分だった。

　なにも知らずに、君を愛しているなどと口にしていた自分が恥ずかしい。

　祐奈を苦しめていたのは、他でもない大雅の存在そのものだったというのに。

　彼女はいったいどんな思いで、大和を産み、育てて、大雅を彼の父親だと認めてくれたのだろう。

　宇月からたったひとりで上京して、父親との思い出だという東京タワーを彼女は毎晩見つめていた。

　その東京タワーに大雅は祐奈への愛を誓った。

　そんな資格など、自分にはなかったというのに……。

「祐奈……！」

　愛おしい人の名を口にして、窓の外の景色から逃げるように大雅はギュッと目を閉じた。




「まだまだ暑いわねー」

　カラリと晴れた空を見上げて、母寛子が目を細める。

　そして祐奈を振り返って、微笑んだ。

「晴れてよかったわ」

　先週からずっとスッキリしない天気だった。まるで祐奈の心を表すかのように、雨は降ったり止んだりを繰り返していたが、今日は久しぶりに太陽が顔を出した。

　宇月町の外れにある小高い山の斜面に整備された砂利の階段を、祐奈は大和を抱いて、母とともに上っている。

　今日は父の命日である。

　金曜日だが祐奈は休みを取って、父の墓にやってきた。

　しばらく続いた長雨のリベンジとばかりに照りつける太陽に、こめかみから汗が伝う。腕の中の大和はご機嫌だが、とにかく息が切れた。

「大和、お母さん疲れちゃったみたい。ばあちゃんが抱いてあげる。ほらおいで」

　はあはあと息を吐いて立ち止まってしまった祐奈に、寛子が大和に向かって手を伸ばす。

　大和が嬉しそうに小さな手を広げて寛子に抱かれた。

「ちゃんと寝てちゃんと食べないから、体力が落ちてるのよ」

　母はそう小言を言って、大和を抱いて先を行く。

　祐奈はその背中を見つめながら汗を拭った。

　奈々美から大雅についての話を聞かされてから一週間が過ぎたが、祐奈は前にも増して眠れない夜を過ごしている。食事もろくに喉を通らない。

　あの取引の日の朝に『話したいことがある』と言っておきながら、その話をしようともしない祐奈に、母はなにも言わなかった。けれどやはり心配をかけているのだ。

　もう子供も産んで母親になったのに、申し訳ないと心から思う。

　でも、だからといってどうすればいいのか、自分でもわからなかった。

　祐奈の胸に輝くガーネットの東京タワーに、大雅が再び愛を誓ってくれたあの夜が遠い昔のことのようだ。彼と再会して過ごした日々は、夢の中の出来事だったのでは？と思うくらいに。

　あれは、彼が自分に与えてくれたほんのひと時の夢……？

　奈々美から告げられた事情は重すぎて、とても祐奈の手には負えないものだった。言葉は乱暴だったが、確かに彼女の言う通り、ふたりを取り巻く問題は互いの気持ちだけでどうにかなるものではない。

　祐奈と大和を大切にすると誓ってくれた大雅。

　優秀な経営者でもある彼は、いったい祐奈と大和をどうするつもりなのだろう……。

　祐奈は息を整えて、また階段を上り始める。その足取りは重かった。

　父の墓前で自分はどんな顔をしたらいいのだろう。

　父の死を乗り越えて彼との未来を夢見たけれど、本当ははじめからふたりは一緒にいられない運命だったとしたら……。

　奈々美が来たあの日から大雅からの連絡がなくなった。

　もちろん彼は多忙なのだから、それ自体は仕方がない。

　でも……。

　祐奈のもとに奈々美が来たことと無関係だとは思えなかった。

　あれほど祐奈を罵倒したのだ。もしかしたらそのまま、大雅に対しても怒りをぶつけたのかもしれない。

　それで彼は、祐奈に連絡ができなくなった……？

　ぐるぐるとそんなことを考えながら、祐奈は階段を上りきる。

　その時。

「あら？」

　大和を抱いて先を行く母が声をあげた。

「誰か先に来てくれたみたいね」

　その言葉につられるように父の墓前へ目をやると、確かに白い花と酒瓶が供えられている。手向けられた線香は短くなってはいたが火がついていて、花はみずみずしい。

　ついさっき供えられたばかりのようだった。

　祐奈は足早に母に追いつき、墓前に歩み寄る。

　父の命日には毎年こうやって母とお参りするけれど、こんなことははじめてだった。

　亡くなる直前の父の行動が尾を引いて、宇月にいる親戚との付き合いはあまり頻繁ではなくなった。

　ここへ来るのは母と自分くらいだと思っていたのに……。

　母が大和を下ろして、墓前の白い酒瓶をそっと手に取る。

　そして小さく呟いた。

「……天沢さん」

「え？」

「天沢さんが来てくださったんだわ」

　まさか、と言いかけるのをこらえて祐奈は黙って母を見つめる。

　母が懐かしそうに目を細めて祐奈を振り返った。

「このお酒、いつも天沢さんが家に来られる時に持ってこられていたお酒よ。宇月では売ってないんだけど、お父さんはこのお酒が好きで……」

　そう言って母は愛おしそうに白い酒瓶をそっと撫でる。

　そして確認するように祐奈に尋ねた。

「天沢ホテルが宇月に来るのは、もう決まりなんでしょう？」

　祐奈はゆっくり頷いた。

　母が嬉しそうにため息をついた。

「きっとそれを報告しにきてくださったのよ」




「お父さんは、本当に宇月が好きだったわ」

　墓参りが終わり、三人は再び階段を下りてきた。

　小さな売店でアイスクリームを買い、すぐそばのベンチに腰を下ろして大和に食べさせながら母が静かに口を開いた。

「宇月にたくさんの人が来てくれるのをなによりも望んでいたの。たくさんの人に宇月の魅力を知ってもらいたいって、でも……」

　そこで母は言葉を切って、小さくため息をついた。

「宇月ランドの誘致には反対だったの。むやみやたらに開発を進めたら宇月のよさがなくなってしまうって。開発なんかしなくても宇月はそのままで十分魅力的なんだからって。それで天沢ホテル誘致の話が持ち上がった時、賛成したのよ」

　大和の口からはみ出たアイスクリームを拭きながら祐奈は母の話に耳を傾ける。

　あの時父がどうして天沢ホテル誘致賛成派に回ったのか、詳しい事情を母から聞くのははじめてだった。

「天沢ホテルは由緒あるホテルだから、来てもらうだけでも宇月の知名度が上がる。そしたら他のホテルにだって絶対にいい影響が出るって信じていたのよ。天沢さんとお酒を飲みながら、話しているのを何度も聞いたわ」

　宇月の魅力をどう発信していくのかは、役場の観光課がいつも抱えている課題だった。あの手この手の戦略は今のところまだあまり成功しているとは言えない。

　でもあの天沢ホテルがオープンするというだけで、テレビや雑誌に取り上げられる。開発なんかしなくても、そのままの宇月のよさをたくさんの人に知ってもらえる。

「天沢さんとお父さんは東京の大学時代の同窓生で、お互いにホテルと旅館の跡継ぎという立場だったから、気が合ったって言ってたわ。こんなに自分と話が合うやつはいないって。ふふふ、お父さん仕事大好き人間だったから……」

　母の話を聞きながら、祐奈は在りし日の父を思い出していた。

　忙しくて、家族で出かけることなどほとんどできない生活だったけれど、それでも不満に思ったことはなかった。

　秋月旅館は祐奈にとっても温かい大好きな場所で、そこで働く両親をなによりも誇りに思っていたから。

「……お父さんのお通夜の日」

　そこで懐かしそうに話していた母の声がふいに低くなる。

　祐奈はハッとして母を見た。

「天沢さんがいらしたの」

「え……？」

　祐奈は掠れた声を漏らす。

　祐奈の記憶では、天沢宗久は通夜にも告別式にも姿を見せなかったはず。

『天沢宗久め、葬式にも来ないなんて、友達だと言っていたのも嘘だったんだな。秀明はまんまと騙されていたわけだ』

　親戚のひとりが言っていたその言葉が、祐奈を長い間苦しめたのだ。

　それなのに……。

「来ていたの……？」

　母は静かに頷いた。

「あの時のあの状況で昼間に堂々と来られるはずないもの。私たちの立場も考えてくださって……それで、お通夜の日の夜中に。お父さんに縋り付いて泣いていらしたわ。申し訳ない、申し訳ないって……。今回の話では表に出てこられなかったけれど、きっと陰でお父さんとの約束を果たそうと動いてくださったのよ。私はそう信じてる。天沢さんも、これでひと区切りね」

　青い空を見上げて、まるで父に語りかけるように母は言う。

　ひと筋の光が母の頬を伝った。

「そんな……！」

　一方で祐奈の方は思いもしなかった真実に、思わず声をあげてしまう。ずっとずっと父は天沢宗久に裏切られたのだと思っていた。

　だからこそ祐奈は大雅と別れたのに……！

　母が潤んだ瞳で祐奈を見つめた。

「天沢さんのこと……。お母さんが祐奈にきちんと伝えなかったから、あなたは大雅さんと別れたのね」

　確認するように言って、痛ましそうに顔を歪める。祐奈はそれに答えることができなかった。

「あなたは天沢さんを……天沢ホテルを恨んでいた。だから大和が生まれるのに、大雅さんと別れるしかなかった」

　母の口から告げられる祐奈のこれまでの真実に、やはり祐奈は答えられない。

　頭の中が真っ白だった。

　母の話が本当だとしたら、それを知っていたら、祐奈は天沢ホテルを恨むことはなかっただろう。

　二年前に大和を身ごもりながら身を切るような思いをして、大雅と別れることも……。

「ごめんなさい……」

　母が顔を手で覆い、絞り出すように祐奈に詫びる。

　祐奈は震える唇を無理やり開いた。

「お母さん、そんな……お母さんのせいじゃないわ」

　親戚や周囲の人たちから漏れ聞く話を真に受けて、勝手に恨みを募らせたのは他でもない自分なのだ。

　そしてその思いを胸の奥底に仕舞い込み、ずっと母にも隠してきた。

　母がそれに気が付かなかったのは仕方がない。

「本当にごめんね。お母さんあの時、お父さんが亡くなった時、旅館と自分のことで精一杯で、まだ高校生だった祐奈に周りの人がどんな話を聞かせたのか、あなたがどんな気持ちでいるか、考える余裕がなかったの。今回天沢ホテルが宇月に来るって聞いた時のあなたの反応を見て、もしかしたらって思ったんだけど……」

　そう言って静かに涙を流す母を、大和が不思議そうに見上げている。

　祐奈は呆然として、その黒い髪を撫で続けた。

　なにもかもが誤解だった。

　天沢宗久は父を裏切ったわけではなく、ふたりは本当に親友だった。宇月の将来を真剣に話し合い、明るい未来を夢見ていた。

　自分の中のなにかがガラガラと音を立てて、崩れていくような感じがした。

　今まで自分がしていたことはすべて間違いだったのだ。

　誰かを恨み、それを道しるべのようにして生きてきた。そうすることでしか、父の死を乗り越えることはできなかった。

　でもそれが祐奈と大雅、そして大和の未来を引き裂いたのだ。

「ごめんね……」

　そう言って泣く母に、祐奈は首を横に振る。

「お母さんのせいじゃないわ」

　本当に、母のせいではない。

「お父さんのことでお母さんが大変だったのは知ってるもの。私の方こそちゃんと話をしていれば……！」

　こんなことにはならなかった。

　あぁでも、と祐奈は思う。

　できなかった。

　嘆き悲しむ母をさらに苦しめるようなことは、とてもじゃないけれど言えなかった。

　今だからこそ、十年経った今だからこそ、こうやって話ができるのだ。

　もう遅い。

　今さらそんなことを知っても、もうどうにもならない。

　でも……！

　大和にアイスを食べさせる手が震えるのを止められない。

　心臓が痛いくらいにバクバクと鳴っている。

「大雅さんとは、ちゃんと話をしなさいね」

　涙を拭いて諭すように母が言う。

　祐奈はそれに返事をすることができなかった。

「ちゃんと、話をしなくちゃ」

　もう一度母は言う。

　その言葉を聞きたくなくて、祐奈はかぶりを振った。

「話すことなんか……、話すことなんかなにもない」

「またあなたは……」

　母がため息をついた。

「祐奈の悪いクセよ。あなたはいつもそうやって、話をしないでひとりで結論を出してしまうのよ。小さい頃からそうだったわ」

　祐奈は黙り込んで、大和の口に最後のアイスクリームを含ませた。

「……怖い？」

　優しく尋ねられて、祐奈は目を見開く。

　心の中を見透かされたような気がした。

　……話すことなんかなにもない。

　……話をしても無駄。

　自分はいつもそうやって、現実から目を逸らしてきた。

　怖かったからだ。

　真実を知って、傷つくのが怖くて逃げ続けてきた。

「大和のこともあるんだから……」

　そう言って母は、優しい眼差しで大和を見つめる。

　その視線の先で、大和が空っぽになったアイスのカップを不満そうに指差して、「すっ！　すっ！」と繰り返した。

　その姿に、大雅が彼に嬉しそうにアイスクリームを食べさせていた光景が目に浮かび、祐奈はハッとする。

　そうだ、自分はもうこの子の母親なのだ。

　怖い怖いと逃げていては、大和を幸せにすることなどできない。

　愛する人の口から、真実を聞くのは怖い。

　もしかしたらまた傷ついてしまうかも。

　でももう一度、大雅を信じてみよう。

『俺はもう二度と、君を傷つけない』と言ってくれた彼を……。

　手に持っていたハンカチをギュッと握りしめて、祐奈は母を見る。

　そして決意を込めて口を開いた。

「お母さん、お願いがあるの」










東京




　ピカピカに磨き上げられた床、明るいエントランスに足を踏み入れて、祐奈はごくりと喉を鳴らした。

　久しぶりに来た東京はどこかよそよそしく、まるで知らない街のようだった。

　この凛りんとした空気が漂う天沢ホテルの本社ビルは、ずっと田舎にいた自分が来ていい場所のようには思えない。着ている服と靴が急に野暮ったく思えて、祐奈は身の置きどころがないような気持ちになった。

　そして、やはり自分は大雅のことをほんの少ししか知らなかったのだということを今さらながら痛感する。

　だってこんな巨大なビルの最上階にいるなんて。

　まだ会ってもいないのに、もはや怖気付いてしまいそうだった。

　午前中に母と行った墓参りの後、祐奈は宇月を出発し、ひとり東京へ向かった。

　大雅と話をするためだ。

　彼が忙しいのは知っている。

　トラブル対応に奔走して、祐奈のことどころではないことも。

　それでもどうしても、祐奈は彼に会いたかった。会って話がしたかった。

　彼がこちらに来られないなら自分が行けばいいと、大和を母に任せて家を飛び出したのだ。

　明日は土曜日。仕事は休みだから、何時になっても彼が会ってくれるのを待つつもりだった。

　出かけに彼の携帯に残した着信に、折り返しの連絡はない。メッセージにも既読がつかない。

　勢いだけで東京へ来た祐奈が大雅にたどり着くための足がかりは、この天沢ホテル本社ビルだけだった。

「いらっしゃいませ」

　どこかクラシックな洗練されたデザインの制服に身を包んだ綺麗な女性が、受付で祐奈に向かってにこやかに頭を下げる。

　祐奈は恐る恐る近付いて、迷いながら口を開いた。

「あの……、宇月町役場観光課の秋月と申します。天沢副社長と連絡を取りたくて……」

　受付の女性が小さく首を傾げた。

「お約束ですか？」

「い、いえ、約束をしているわけではないんですが……」

　言いながら祐奈は頬が熱くなるのを感じていた。

　いてもたってもいられなくてこんなところまで来たけれど、考えてみれば非常識極まりないことをしている。

　いくら個人的に親しくても職場を訪ねるなんて。

　目の前の女性は残念そうに眉を下げて、「申し訳ありませんが、アポイントのない方はお取り次ぎできません」と言う。

　あたりまえだ。

　天沢ホテルの副社長が、アポイントなしで来た相手に会うわけがない。

　ことづけをお願いしても、彼まで伝わるかどうか。

　それにしても。

　目の前の女性は心の中では祐奈のことを不審に思っているに違いないのに、それを微塵も感じさせないところは、さすが一流ホテル会社の受付だ。

　同じような仕事をしている者として妙に感心しながら、祐奈は考え込む。

　そしてやはりこの辺りで彼の携帯が繋がるまで待つしかないかと思った時。

　受付の後ろのドアが開き、制服の女性がもうひとり出てくる。

　それをなにげなく目で追って、祐奈は息を呑んだ。

　奈々美だった。

　明るい色の髪はまとめられて受付の制服を着ているから、先日とは少し印象が違うが間違いない。

　奈々美の方も、祐奈に気付いた。

　怪訝な表情でそのままそこで立ち止まっている。

　突然の奈々美の登場に、祐奈の背中を冷たいなにかがつーっと伝う。

　大雅に会いたくて無我夢中だったから、彼女が大雅と同じ場所で働いているということをすっかり忘れてしまっていた。

　でもまさか、こんなにどんぴしゃりで顔を合わせてしまうなんて。

　しばらくの間、ふたりは言葉を失って対たい峙じする。先に口を開いたのは奈々美だった。

「こんにちは、秋月さん」

　受付の女性が振り返って、首を傾げた。

「大泉さん、お知り合いですか？」

「ええ、先日副社長と宇月温泉の取引に行った際にご挨拶させていただきました。宇月町役場の方です」

「そうなんですね。副社長に取り次いでほしいとおっしゃられているんですが、アポイントがなくて……」

　女性が少し安堵して、事情を話す。

　奈々美が頷いた。

「確かにアポイントがなければ、お取り次ぎできませんね。でも知らない方ではありませんから、用件は私が代わりにお聞きしておきます。副社長にお伝えするかどうかも私が判断します」

　やや一方的に言って、奈々美は祐奈の方へカツカツとやってくる。そしてにっこりと微笑んだ。

「秋月さん、外でお話ししましょう」

「ちょっと、大泉さん。それは困ります。お話を聞くなら、とりあえず秘書室には報告しないと……！」

　女性が慌てて奈々美を止める。

　だが奈々美はそれに高圧的に応えた。

「報告は私がしておきます。あなたはここにいて」

　そしてひとりエントランスに向かって歩いていく。

　迷いながらも受付の女性に頭を下げて、祐奈は彼女の後に続いた。

「あなたいったいどういうつもり？　こんなとこまで来るなんて」

　エントランスから外へ出て、整備された歩道に植えられた植栽の前で、奈々美は立ち止まって振り返った。

「真面目そうに見えて、非常識なのね」

　祐奈は彼女からの問いかけには答えずに、頭を下げる。

「……お騒がせして、すみませんでした」

　そしてくるりと向きを変えて歩き出した。

　大雅と繋がりのある人物だが、どう考えても彼女が大雅に祐奈の来訪を伝えてくれるとは思えない。

　やはりこの辺りで大雅からの折り返しの連絡が来るのを待とう。

　どこか、エントランスが見えるところで……。

　だがその祐奈の背中に奈々美の言葉がかけられる。

「大雅さんからの連絡がなくなって、いてもたってもいられなくて直接会いにきたってところかしら？」

　祐奈が足を止めて振り返ると、奈々美が腕を組んで意地の悪い笑みを浮かべていた。

「あなた本当に鈍いのね」

「鈍い……？」

「ふたりで会っていたことが婚約者にバレた途端、彼からの連絡が途絶えたのよ。さすがにどういうことかわかるでしょ？」

　祐奈は唇を噛む。

　ここに来る間、考えないようにしていた嫌な想像を言葉にされるのがつらかった。

「聞き分けのない女は嫌がられるわよ。あなただって、大雅さんの中で綺麗な思い出のまま終わりたいでしょう？」

　容赦ない彼女の言葉が、祐奈の胸に突き刺さる。

　彼を信じたいという気持ちと、現実を見なければという諦めの気持ちが、胸の中でゴチャ混ぜになって祐奈を苦しめた。

　そこへ奈々美がたたみかける。

「ふふふ、あなたもしかしてこの辺りで大雅さんが出てくるのを待つつもりじゃないでしょうね」

　ズバリと言いあてられて、祐奈は思わず息を呑む。

　それを奈々美が嘲笑った。

「やだ本当にそうするつもりだったの？　天沢ホテルの重役が、エントランスから徒歩で出てくるわけないじゃない！　これだから田舎者は。ふふふ、おかしい！」

　笑い続ける奈々美を、もう見ていることすらできなくて、祐奈はくるりと踵を返して、夜の街へ走り出した。




「……じゃあ、この件はその方向で進めてくれ。以上、本日はこれで解散」

　天沢ホテル本社ビルの会議室。集まった精鋭部隊の面々に向かって大雅が言うと、その場の緊張がホッと緩む。皆それぞれに机の上を片付け始めた。

　ここのところかかりきりになっていた問題は、今日でなんとか収束した。

　大雅も長い息を吐いて、窓の外の都心の街を眺めた。

　もう日は随分と短くなって、午後六時半を回った今はすっかり日が暮れている。

　東京の街はネオンがキラキラと輝いていた。

「副社長、今回の件は本当に申し訳ありませんでした」

　声をかけられて振り向くと、トラブル発生の元になった案件の責任者が、心底申し訳なさそうに頭を下げている。

　もう何度も受けたその謝罪に、大雅は首を横に振った。

「いや、もういいよ。もちろんトラブルが起きたこと自体は反省すべきだが、その後の君の対応は素晴らしかった。これからもチームをよろしく」

　ともに問題解決に奔走した部下を労うと、彼は安堵して顔を綻ばせた。

「副社長が、いち早く現場に出てくださったからなんとかなったんだと思います。不謹慎かもしれませんが、第一企画部におられた時のことを思い出して懐かしかったです」

　彼の言葉に大雅は苦笑して頷いた。

　取締役になってからは現場の最前線に出ることは、以前に比べて少なくなった。そうすることで社員を育てようという意図もあるのだが、今回はそうも言っていられなかったのだ。

　図らずも現場で直接指揮を執ることになってしまったが、終わってみればそれなりに充実感を覚えていた。

「おつかれさまです」

　頭を下げて部屋を出ていく部下たちを見送って、大雅は目を閉じる。

　そしてまた深いため息をついた。

　会社のトラブルは収束した。

　だが大雅自身は、まだ解決できていない重い問題を抱えたままだ。

　祐奈と天沢ホテルについての因縁を知ってから一週間、逃げるように仕事だけに打ち込んだが、そちらが一段落した今、いよいよ向き合わなければならない。

　だが、どうすればいいのか、答えはまだ出ていなかった。

「副社長」

　遠慮がちに声をかけられて、大雅はゆっくりと目を開く。

　誰もいなくなった会議室に山城が入ってきた。

「おつかれさまでございました」

　そう言って、山城はどこか慌てたように素早く大雅のもとへやってくる。

　大雅は椅子にもたれていた背を起こして彼を待った。

　すぐ近くまできた山城は部屋の中を見回して、誰もいないことを確認する。

　そして眉を寄せて口を開いた。

「副社長、ついさっき受付から秘書室に連絡がありまして、宇月町役場の秋月さんが副社長を訪ねてこられたようです」

「……祐奈が？」

　そのあまりにも意外な報告に、大雅は思わず祐奈を名前で呼んでしまう。

　山城が深刻な表情で頷いた。

「アポイントがありませんでしたから、受付の社員はとりあえずお断りしたようです。ですが念のため秘書室へ報告を入れようとしたところ……」

　山城はそこで一旦言葉を切る。そしてひと呼吸置いてから、やや気まずそうにまた口を開いた。

「大泉さんが出てこられて……」

「っ……！」

　山城の口から出た奈々美の名前に、大雅は反射的に立ち上がる。

　衝撃で黒い椅子がガタンと音を立てた。

　山城が申し訳なさそうに、続きを話し始めた。

「秋月さんとは知り合いだから自分が話をすると言って、外へお連れしたようです。秘書室への報告もしなくていいと言い残して」

　だからといって、その通りにするほど天沢ホテルの受付社員は無能ではない。そういうわけにはいかないと、規則通り報告が上がってきたのだ。

　優秀な自社の社員に心から感謝しながら、大雅は上着の内ポケットに手を入れる。なぜ突然祐奈が会社まで来たのかは不明だが、事前に連絡くらいは入れるはずだ。

　会議中で着信に気が付かなかったのだろう。

　だがポケットの中を確認して、大雅は舌打ちをする。

　今日は一日中社内を飛び回っていて、プライベートの携帯は副社長室に置きっぱなしだった。

「くそっ！　山城、部屋へ戻る！」

　そう告げて、大雅は足早に会議室を出る。そして廊下をほとんど走るように、副社長室を目指した。

　なぜ祐奈が突然東京まで来たのか、理由についてはさっぱりわからない。でもその背後に奈々美の影がチラついて、妙な胸騒ぎを覚えた。

　エレベーターを使うのももどかしく、非常階段を駆け上がる。

　ようやくたどり着いた副社長室のドアをやや乱暴に開けると、部屋にはここにいるはずのない人物がいた。

　大雅の机のそばに立ち、うつむいてなにかをしていたその人物は、突然ドアが開いたことに驚いて振り返った。

　奈々美だった。

「なにをしている！」

　大雅は鋭く問い詰めながら、大股に彼女に歩み寄る。

　奈々美は、蒼白になって視線を彷徨わせている。手に大雅の携帯を持っていた。

　素早く奪い返し、画面を確認すると【削除しますか？】の文字が表示されている。【いいえ】を選ぶと、祐奈からのメッセージだった。

【どうしても会って話したいことがあります。今からそちらに行ってもいいですか】

【返事を待てなくてごめんなさい。今からそちらへ向かいます。何時になってもいいので連絡を待っています】

　着信も何件かあった。

　祐奈が受付に来たというのは本当だったのだ。

　用件の内容はメッセージからはうかがいしれない。だが普段は思慮深い彼女がこのような行動に出ること自体が、よほどのことがあったのだということを物語っている。

　いったい、なにがあったのだろう。

　大雅の胸は締めつけられた。

　今すぐにでも探しにいかなくてはと思う。

　だがその前に……。

　大雅は目の前の奈々美を睨む。

　この女をなんとかしなくては。

　大雅は机に手をついて、怒りを抑えることもなく彼女に問いかけた。

「ここでなにをしている？　祐奈になにをした!?」

「わ、私は、なにも……」

　奈々美が目に涙を浮かべ、震える唇で答える。

　それでも大雅は容赦しなかった。

「祐奈と会ったんだろう！　彼女になにをした！　なにを言った！」

　はらわたが煮え繰り返っている。怒りで自分自身を制御できなくなりそうだった。

　これ以上祐奈を傷つけるのは誰であろうと許さない！

　だがその大雅の剣幕に、奈々美は圧倒されたように目を見開いて震えるだけだ。

　大雅は舌打ちをする。

　怒りに任せてこの女を問い詰めても、どうせ本当のことは言わないだろう。

　ならばもう二度と自分たちに近付かないようにするだけだ。

　大雅は奈々美を睨みつけ、最後通告をする。

「君はクビだ」

「そんな……！　大雅さん！」

　奈々美が悲痛な声をあげる。

　それを無視して、大雅は息を切らして遅れて入室してきた山城に向かって、言い放った。

「山城、彼女はクビだ。今日限りでうちを辞めてもらう。すぐに手続きをしてくれ」

「大雅さん！　嘘でしょう！」

　奈々美はもはや泣きださんばかりだ。

　それでも彼女に対して同情の気持ちは微塵も浮かばなかった。

「嘘じゃない。君はもう秘書室の人間ではなく、この部屋に許可なく入る権限はないはずだ。それなのに勝手に入ってきたばかりか、あろうことか私の携帯を勝手に操作して、メッセージを削除しようとしていた。ここまでのことをしておきながらまだ会社にいられると思う方がどうかしているだろう」

「でも……！」

　奈々美は反論する。

　そして彼女にとっての切り札を大雅に示した。

「私の父はアスター銀行の頭取です！」

「それがどうした」

　大雅はそれを一蹴する。

　奈々美が信じられないというように声をあげた。

「わ、私をクビになんてしたら、父が許さないわ！　宇月温泉進出計画の融資銀行はアスターじゃない。父の機嫌を損ねたら、計画だってダメになってしまうかも！」

　あまりにも幼稚な彼女の言い分に、大雅はため息をついた。

「君はうちに社会勉強をしにきたんじゃなかったのか？」

「……え？」

「いくらなんでもうちのメインバンクがアスターじゃないことくらい知っているだろう？　宇月進出計画からアスターが手を引くなら、すぐにでも別の銀行が手を挙げるさ。そのくらい別館天沢事業は好調だからね。なんなら、お家に帰ってパパに聞いてみるがいい」

「そんな……」

　大雅の口から出る現実に、奈々美は絶句する。

　大雅は、彼女をもはや哀れに思うくらいだった。

「だいたい会社間の取引が、私と君の個人的な出来事に左右されるわけがないだろう」

　大雅は深いため息をつく。

「とにかくこの件は頭取に報告させてもらう。君もアスター銀行の頭取の娘なら、もう少し自覚を持って行動するべきだ」

　そして怒りを込めて宣言した。

「……もう二度と私と祐奈に近付くな。私はビジネスでは私情を挟まないようにしているが、もし今度なにかあれば、アスターと我が社の関係がどうなるかはわからない。そうなれば損害を被るのは、確実にアスター側だ！」

　奈々美は真っ青になって言葉を失っている。

　大雅は彼女を冷たくひと睨みしてから、山城に視線を移す。

「山城、悪いが後を頼む」

「かしこまりました」

　奈々美を彼に任せると、机の上の鍵と財布を掴んで副社長室を飛び出した。




『一階です』というアナウンスとともにエレベーターが停止する。音もなくゆっくり開くドアから、大雅はホールへ飛び出した。

　午後六時半を過ぎた一階のホールは、家路に就こうとする社員でザワザワと騒がしい。それを縫うようにして大雅はエントランスへ急いだ。

「ふ、副社長!?」

　途中何人もの社員が、大雅に気が付いて驚きの表情を浮かべ声をあげている。

　副社長になってから大雅はずっと会社での振る舞いには、気を付けている。こんな風に余裕なく一階のホールを走り抜けるなど、あまり褒められたことではないのはわかっている。だが今はそんなことを言っていられない。

　祐奈は奈々美とともに外へ行ったという。まだその辺りにいるかもしれない。

「すまない、通してくれ」

　ぶつかりそうになった社員に謝罪しながら、大雅は彼らを追い越してゆく。

　そしてエントランスから夜の街へ駆け出した。

「祐奈！」

　携帯を握りしめて、大雅は彼女の名前を呼ぶ。

　金曜日の夜の街は、いつもより少し人通りが多い。

　彼女らしき人影は見あたらないが、どうかまだ近くにいてほしいと祈るような気持ちだった。

「祐奈！」

　そしてそのまま走りだす。

　彼女の名前を呼びながら。

　エレベーターの中で、大雅は祐奈の携帯にコールした。

　彼女は出なかった。

　もちろん気付かなかった可能性もある。

　だが奈々美に、電話に出ることもできないほどひどいことを言われたのかもしれないと思い、胸が締めつけられるように痛んだ。

　祐奈にはもう二度と、絶対に傷付いてほしくない。頭の中はそんな思いでいっぱいだった。

　重いものを抱えながら、強く生きてきた祐奈。

　多くを語らない彼女は、なにも知らずに君を愛しているなどと呑気に囁いていた大雅のことをどう思っていたのだろう。

　バカなやつだと思っていただろうか。

　やはり大和の父親には相応しくないと？

　父親同様、信用できないと思われていたのかもしれない。

　おそらく自分は、彼女の隣にいる資格すらないのだろう。

　だとしても。

　それでも！

　祐奈を幸せにするのは自分なのだ。

　彼女の艶のある真っ直ぐな髪、黒い濡れたような瞳、少し高い柔らかな声音、はにかむようなひかえめな笑顔も、なにもかもが大雅の心を捕らえて離さない。

　これはきっと永遠に変わることはないだろう。

　誰を敵に回そうとも、なにかを捨てることになったとしても、彼女を傷つけるなにからも絶対に守ってみせる！

　すべての迷いを捨て去って、大雅は雑踏を駆け抜けた。

「祐奈！」

　大都会東京が、ふたりの間に立ちはだかる。

　今の祐奈に行くあてがあるようには思えない。

　おそらくは目的もなくどこかを彷徨っているのだ。

　どこだ？

　どこだ!?

　息が切れて、大雅は一旦立ち止まる。

　そしてもう一度、携帯の画面を確認した、その時。

「わぁ、綺麗ね」

「やっぱりあれを見ると東京へ来たって感じがするよね」

　無邪気な声が耳に入り振り返ると、女子大生と思しきグループが夜空を見上げていた。

　おそらくは地方から旅行で来ているのだろう。

　皆小さなスーツケースを引いている。

「ふふふ、写真に撮ってＳＮＳにあげよっと」

　そんな彼女たちの視線の先につられるように目をやって、大雅はハッと目を見張る。

　ビルとビルの間に東京タワーがそびえ立っていた。




　秋の香りがする都会の街を祐奈は息を切らして走っている。頬を熱い涙が伝うのを拭うこともできずに。

　道ゆく人が何事かと振り返るけれど、かまってはいられなかった。

　どこへ向かっているのか、なにを目指しているのか、自分でもわからない。でもとにかく今すぐに天沢ホテルのビルが見えないところへ行きたかった。

　これが現実なのだと、祐奈は自分に言い聞かせる。

　これが、彼と自分の本当の距離なのだ。

　大雅はあの摩天楼のようなビルの最上階の住人で、そこから彼が自分の意志で下りてきてくれなければ、祐奈は彼を見ることもできない。

　これが、現実……！

　祐奈は一心不乱に駆け続けて、その現実から逃げる。

　息が切れて、胸が張り裂けそうなくらい苦しかった。

　足がもつれて、もううまく走れない。

　でもどこまで行っても、摩天楼はついてくる。

　来ないで！

　来ないで……！

　その時。

　――祐奈！

　誰かに呼ばれたような気がして、祐奈はハッとして立ち止まる。

　こめかみから伝う汗を拭いながら、ゆっくりと振り返ると、視線の先に赤いタワーが浮かんでいた。




　涼しい秋の風が吹き抜ける整備された公園のベンチに腰を下ろして、祐奈は東京タワーを見上げている。

　無機質なのにどこか温かみを感じるのは、祐奈がこの赤い光をずっと父親と重ねてきたからだろう。

　なにもかもを諦めて、大和とふたりの静かな生活に戻る。自分に残された道はそれしかないのだろか。

　赤いタワーに祐奈は胸の中で問いかける。

　だがもちろん、答えてはくれなかった。

　ずっとずっと、天沢ホテルを憎み続けてきた。そうすることで自分を保ち、生きてきた。

　これはその報いなのかもしれない。

　まだ乾ききっていない祐奈の頬を、また新たな雫が伝う。

　枯れることのない涙は、まるで彼への想いのようだ。

　この想いはきっとずっと、祐奈の中から消えることはないだろう。

　この先もこの気持ちを抱えたまま生きていくしかない。

　そんなことを考えながら、祐奈は星の見えない都会の空を仰ぐ。

　もう宇月に帰ろうか。祐奈がそう思った、その時――。

「祐奈！」

　人影のない静かな夜の公園に聞き覚えのある声が響く。

　声のする方向を見て、祐奈は目を見張った。

「祐奈！」

　その人物は、祐奈の名前を呼びながらこちらに向かって走ってくる。

　祐奈は反射的に立ち上がった。

「大雅……」

　震える唇で、彼の名を口にしたその瞬間。

「祐奈……！」

　熱くて力強い、彼の腕に包まれた。

　祐奈の世界がみるみるうちに滲んでいく。東京タワーの赤い光も夜の空も、公園の木々も、なにもかもが混ざり合って大雅しか見えなくなる。

　頬に触れるシャツの下、彼の鼓動が燃えるように熱かった。痛いくらいに抱きしめられて、祐奈は声をあげて泣きだした。歯を食いしばっても漏れ出る声を、溢れる涙をこらえることができなかった。まるで親を見つけて安心した、迷子の子供のように。

「祐奈、心配したんだ。電話に出られなくてごめん。……会えてよかった」

　すぐ近くから聞こえる本当に久しぶりの彼の声音。

　大好きな香りに包まれて、愛おしい人を信じたいという強い思いが、祐奈の胸でまた息を吹き返した。

「大雅、私、私……！」

　彼の胸にしがみついて、祐奈は震える唇を開く。

　なにが真実なのか、これからどうなるのか、まだまったくわからない。

　それでも、どうしても自分の中にあるこの想いを彼に聞いてほしかった。

「私、私！　あなたを、あなたを……！」

　言いたくて、でも言えなかったその言葉を祐奈は一生懸命口にする。けれどいざとなると、どうにもうまくいかなかった。

「私……！」

　祐奈を包む温かい腕に、ギュッと力が込められる。

　その力強さに励まされるように、祐奈はついにその言葉を口にした。

「私、あなたを愛しているの。ずっとずっと、愛していたの！　好きなの！　好き、大好き……！」

　頭に浮かぶありったけの愛の言葉を、祐奈はめちゃくちゃに彼にぶつける。

　大雅はそれを熱い胸で受け止めた。

「俺もだ、祐奈。誰がなんと言おうとも、たとえなにが起きようとも、俺は君のものだし、君も俺のものだ。俺と、祐奈と大和はずっと一緒だ」

　大きな手が涙に濡れた祐奈の頬を優しく、丁寧に拭う。

「祐奈、愛してるよ」

　大好きな彼の瞳、その真摯な色をジッと見つめて祐奈の心が晴れていく。

　自分にとっての真実は、彼の口から出る言葉だけ。

　温かい彼の腕に抱かれながら祐奈はそう確信した。




「大泉さんにはさっき会社を辞めてもらった。もう祐奈の前に現れることはないよ」

　公園のベンチに並んで腰を下ろして、大雅が祐奈の手を握る。

　たくさん泣いて、少しぼんやりとしていた祐奈はハッとして彼を見た。

「つらい思いをさせて、ごめん」

　心底申し訳なさそうにする大雅に、祐奈は慌てる。

「そんな……！」

　でもそこで気になっていることを口にした。

「だって大泉さんは大雅の婚約者なんでしょう……？」

　その言葉に大雅は険しい表情になり、即座に否定をする。

「違う。彼女はただの秘書だ」

　そして重ねた手に力を込めて、話し始めた。

「二年前に、彼女との間に縁談があったのは本当だ。彼女はアスター銀行の頭取の娘だから、まぁ、その関係で。でも話が出た時点ですぐにお断りしている。その頃の俺は祐奈と別れたばかりだったが、祐奈と一緒になれないなら、誰とも結婚するつもりはなかったから」

　奈々美から聞いた話とはまったく違うその内容に、祐奈は唖然としてしまう。

　でもすぐに大雅の目を見て頷いた。

「信じるわ」

　大雅が安堵したように息を吐いて、言葉を続ける。

「縁談を断ってからも彼女は秘書室に居続けた。頭取からは縁談の件はさておいて、社会勉強をさせてほしいと言われてね。……はっきり言って、祐奈と再会する前の俺はちょっとやけになっていたから、どうでもよかったんだ。でもそんな俺の態度がよくなかった。彼女は諦めてなかったんだ。祐奈と俺のことを嗅ぎ回って……ひどいことを言われたんだろう？　本当にごめん」

　祐奈はゆっくりと首を横に振った。

「それは、もういいわ」

　奈々美の言ったことが真実でなかったのなら、罵倒されたことも含めて、もうどうでもいい。

　それよりももっと気にかかることが祐奈にはあった。ためらいながら祐奈はそれを口にする。

「……でも、縁談を断ったりして大丈夫なの？　宇月計画はダメになったりしない？　融資銀行はアスター銀行なのに……」

　墓参りの時に母の話を聞いてから、祐奈の胸に重くのしかかっていたことだった。

　父のことで天沢宗久を恨むのは、まったくのお門違いだった。

　彼は父を裏切ってはいないし、きっと父も裏切られたなんて思っていない。むしろ今回の計画を天国で心から喜んでいるに違いない。

　計画が白紙になるのは嫌だった。

　その祐奈の心配を、大雅が即座に否定する。

「大丈夫、そんなことにはならないよ」

　力強い声と言葉で。

「確かに宇月計画の融資銀行はアスターだが、うちには他にも付き合いのある銀行はある。今すぐにだって、変えることができるんだ」

　その彼の目を見て、祐奈はホッと息を吐いた。

「そうなんだ。よかった……」

　説得力のある彼の言葉に祐奈の心配事が解けていく。

　でもそこで自分の手に重なっている大雅の手が、わずかに震えていることに気が付いた。

「大雅……？」

　祐奈は首を傾げて大雅を見る。その祐奈の視線から逃げるように彼は目を伏せて、重い口を開いた。

「……十年前の祐奈のお父さまの話を……聞いたよ」

　祐奈は言葉を失って息を呑む。

　もちろん言わなくてはと思っていた。

　二年前の別れの原因がいったいどこにあったのか。ちゃんと話をして、彼の父親について誤解していたことを謝ろうと思っていた。

　でもまさか、彼の口からその話が出るなんて。

　なにか言わなくてはと祐奈は思う。

　けれど、なにをどう言えばいいのか、すぐに思い付かなかった。

「祐奈のお父さまは、俺の親父に……天沢ホテルに……」

　これ以上ないくらいつらそうに、大雅が声を絞り出す。

　まるで父の死の責任は、自分にあるとでも言うかのように。

　うなだれる大雅に、祐奈は思わず声をあげた。

「違うの大雅！」

　重なり合った手の上に、もう片方の手を添えてギュッと両手に力を込める。

　そしてぶんぶんとかぶりを振った。

「違うの！　……私もずっとそう思っていたんだけど、違うのよ！」

　静かな夜の公園に、祐奈の声が響く。

　通りかかった人がいたら、いったい何事かと驚くだろう。

　でもかまってはいられなかった。

　再会してからの大雅は祐奈にずっと謝りっぱなしだ。

　二年前の別れのこと、大和のこと、奈々美のこと、それから父親たちのこと。

　でもそのどれも彼のせいではない。もうこんな風につらい顔をしてほしくなかった。

「天沢さんが……大雅のお父さまが私の父を裏切ったって、確かにあの頃地元ではそう言われていた。私もそう思ってた。だから……二年前大雅が天沢さんの息子だと知って、別れるしかなかったの。でも違ったの！」

　言葉に力を込めてそう言うと、大雅が顔を上げて訝しむように祐奈を見た。

「天沢さんと父は本当に親友だった。よくうちでふたり、お酒を飲んでいたわ。父が亡くなった時も人目を避けて来てくださったの。私、今日はじめてその話を母から聞かされたのよ。それで、天沢さんが父を裏切ったっていう話は誤解だったって知ったのよ」

　無責任な噂話を鵜呑みにして真実から逃げていた愚かな自分。それを改めて口にしながら、祐奈の胸が締めつけられた。

　高校生だったあの頃も、二年前も、ちゃんと話をしていれば解けた誤解もあったはずだ。

　怖がらずに、向き合っていれば……。

　でもきっと今からでも遅くはない。

　脳裏に浮かぶのは、大和の笑顔だった。

　大和と祐奈と大雅、三人の前に、未来は無限大に広がっている。たくさんの道がある。それを一緒に歩んでいきたい。肩を並べて、手を繋いで。

　きっと今からでも……！

「大雅の方こそ、こんな私を許してくれる？　私があなたのお父さまのことを誤解していたから、あなたは大和のそばにいられなかったの。あなたたちの時間を奪ってしまった、こんな私を……！」

「もちろんだ、祐奈！」

　引き寄せられ、抱きしめられて、熱い息が耳に囁く。

　優しい言葉が降ってくる。

「君は今までよく頑張った。つらい思いをたくさんしたのに、強く大和を育ててくれた。だから今度は幸せになる番だ。俺がそうすると約束する。なにからも誰からも必ず守るよ。これ以上ないくらいふたりを幸せにする」

「大雅……」

　大きくて温かい彼の腕に包まれて、祐奈の胸は幸せな気持ちで満たされる。

　目を閉じて、本当の意味で彼と心が通じ合った奇跡のような瞬間を堪能した。

「大雅、愛してる」

　彼の胸に顔を埋めたまま、頭に浮かぶ唯一の言葉を口にすれば、顎にそっと手が添えられる。

　その手に促されるままに顔を上げると、東京タワーを背に大雅が柔らかく微笑んだ。

「祐奈、結婚しよう」




　バタンという音とともに冷たいドアに押しつけられて、熱く唇を塞がれる。

　祐奈はゆっくりと目を閉じて、彼を受け入れた。

　気持ちが通じ合った口づけはなんて甘美なのだろう。

　熱くて甘くて柔らかくて、そして激しくて……。

　公園で大雅からのプロポーズに祐奈がこくんと頷いた後、ふたりはここへやってきた。

　天沢ホテル本社ビルからほど近い、大雅がひとりで住むマンションだ。

『今夜は、俺が祐奈を独り占めだ』

　彼はそう宣言した。

　はじめて訪れた彼の家は、想像を遥かに超える別世界。東京タワーを望むマンションの高層階だった。

　でもそれに驚く暇も与えられず、祐奈は玄関のドアにもたれかかり、彼のキスを受けている。

　いつもの彼らしくない性急すぎるその行動が、祐奈の心に火をつける。胸の奥にしまい込んでいた祐奈の中の欲求が、あっというまに目を覚まし、身体中を駆け巡った。

「ん、はっ……！」

　熱い息を混ぜ合って、身体中を這いまわる大きな手に身を任せれば、まるでふたりしかいない世界をふわふわと漂っているようだった。

　脳がとろとろに溶かされて、彼の色に染められてゆく。

「祐奈、祐奈……！」

　ほんのわずかな息継ぎの合間に、切なく紡がれる自分の名。それに答える暇もなく、また唇が塞がれる。

「ん、ん、ん……！」

　大きな腕に縋りつき、祐奈は彼を激しく求める。

　もっともっと、もっと奥まで来てほしかった。

　離れていた時間、寂しかった日々をすべて埋め尽くしてほしかった。

　身体の隅々にまで、彼を刻みつけてほしい……！

「寝室へ行こう」

　耳に囁く低い声。

　荒々しい口づけはそのままにいつのまにか抱き上げられて、ふたりは寝室へ移動した。

　冷たいシーツに下ろされて、また唇が塞がれる。

　彼の腕の檻おりの中で、祐奈はそれを受け入れる。

　大きな手が祐奈の身体を這い回り、強く優しく、刺激する。ブラウスのボタンを外し、服の中に入り込む。

「あ！」

　熱い手が素肌に触れたその刹那、祐奈の身体がピクンと跳ねた。

「あ、あ、待って……！」

　懇願するように祐奈は喘あえぐ。力が入らない身体をよじり、邪な彼の攻撃から逃れようと試みる。でも彼は止まらなかった。

「待たない。ずっとこうしたかったんだ。今夜は俺が祐奈を独り占めすると言っただろう？」

　その言葉に、祐奈は突然思い出す。

　普段は穏やかで優しい彼が、ベッドの上でだけ見せるこの顔を。彼はいつも少し強引で、激しくて、これ以上ないくらい甘い攻撃で、祐奈を陥落させるのだ。

「ほら、力を抜いて」

　彼の言葉が媚薬のように脳に響いて、祐奈は彼に身を任せる。

　こんな風にされて、どうして抗うことができるだろう。

　脱がされていくたびに、呼吸が温度を上げていく。まるで心まで裸にされているような気分だった。

「……綺麗だ、祐奈」

　大雅が感嘆のため息をつく。

　一糸纏まとわぬ姿にされて、祐奈はただ荒い息を吐いて彼を見上げるのみである。

　唯一身につけることを許されたのは、胸元の赤いネックレスだけだった。

　細い腕でせめて少しだけでも身体を隠そうとするけれど、それさえも許されない。

　祐奈の腕を、大雅が優しく解いていく。

「祐奈、腕をどけて。ほら全部見せて」

　優しいけれど逆らえない、そんな言葉を口にしながら。

「あ……！」

　両腕を身体の脇に縫いつけられて、祐奈はついにすべてを彼にさらけ出す。

　これ以上ないくらい恥ずかしいのに、心のどこかでなにかを期待する自分がいる。

　自分を見下ろす彼の視線になにもかも暴かれたい。

　大きな手がゆっくりと下りてきて、祐奈の素肌を辿り出す。

「んん……！　あ、ダ、ダメ……！」

　形だけの拒否の言葉は、なんの意味もなさなかった。

「祐奈……やっと俺のものになった。別れてからずっと、思い出さない夜はなかった。ずっとこうしたかったんだ」

　そして、本格的な攻めが始まる。

　手と唇と少し硬い彼の髪が素肌の上を上下して、祐奈の敏感な場所に触れていく。

　こんなのおかしいと祐奈は思う。

　彼の方はまだきちんとシャツを着て、ボタンひとつ外していない。それなのに、自分だけがこんなにも乱されているなんて。

　でも彼はそうなのだと祐奈はまた思い出す。

　いつもこうやって、祐奈だけを先にわけがわからない世界へ飛ばしてしまう。そしてこれ以上ないくらいに祐奈が乱れきってから、嬉しそうに舌なめずりをして、祐奈の中に入るのだ。

「祐奈……祐奈、俺のものだ。全部の場所に俺の印をつけてやる」

　彼が口にする剥き出しの独占欲が、祐奈の中の秘めた想いを解放する。

「あ、大雅、愛してる……！」

　頭に浮かぶ唯一の言葉を口にして祐奈は彼の手に身を任せた。

　愛を確かめ合うふたりをまるで祝福するかのように、窓の外で東京タワーが赤く輝いていた。




「もう、大雅ってば、信じられない……」

　大きなブルーの枕を抱いて、祐奈はぶつぶつとひとり言を言う。

　隣で濡れた髪を拭いていた大雅が首を傾げた。

「なにがだ？」

　祐奈は彼をじろりと睨み、なにも言わずに枕に顔を埋める。さっき祐奈にあんなことをしたくせに、平然としていられるのが信じられなかった。

　愛し合った後、ふたりはシャワーを浴びて再び寝室へ戻ってきた。

　このマンションへ来た時は、まだ人通りのある時間帯だったはずだが、気が付けば随分と時間が過ぎていて、もう真夜中を越えている。

　二年半ぶりのふたりの時間は、それはもう濃厚だった。

　離れていた時間、寂しかった想いをぶつけるように、大雅は祐奈を情熱的に腕に抱き、決して放そうとしなかった。

　そして自ら宣言した通り、祐奈の身体の隅々まで口づけていった。

　気が遠くなるほどの甘い彼からの攻めは、祐奈が取り乱して、もうやめてほしいと懇願してもなお続いたのだ。

『ダメだ。離れていた分を取り戻さないと』

　最後には祐奈は息も絶え絶えになり、シャワーを浴びるのもやっとという状態だった。

　それなのに彼の方はもう平然として、いつもの調子に戻っているのが憎らしい。

「大丈夫か？　今日は疲れただろう。宇月から出てきたんだから」

　祐奈をここまで疲れさせた張本人は、そんなことを言いながら、枕に埋もれた祐奈の髪を大きな手で優しく撫でる。

　それを心地よく感じながら祐奈はゆっくりと目を閉じた。

　もう今すぐにでも夢の世界へ行けそうだった。

　本当に今日はいろいろなことが目まぐるしく起こった日だったから……。

　でもそこで、あることを思い出し、祐奈はぱっちりと目を開く。そしてベッドから下りて、自分の鞄から携帯を取り出した。

　母からのメッセージを確認するためである。

　母には、宇月を出る前にあらかじめ〝今夜は帰れないかもしれない〟と伝えてあった。

　東京へ来たからといって、多忙を極める大雅にその日中に会えるとは限らない。もし会えなかったら、どこかへ泊まることも想定されたからだ。

　そして大雅のマンションへやってくる前に、祐奈は再度母にメッセージを入れた。

　大雅と和解したこと。

　帰りは明日になること。

　そのメッセージへの返事が返ってきているかと思ったのである。

　メッセージアプリの母の画面を開くと、予想通り返信があった。

【了解です。大和はもう寝ました。ずっと機嫌よくしていたよ】

　そこに添えられていた写真に、祐奈は思わず笑みを浮かべる。

　ご飯を食べる大和、子供番組を観る大和、そして気持ちよさそうに眠る大和だった。

　考えてみれば、生まれてから夜を別々に過ごすのははじめてのことだ。

　同居している祖母と一緒だからといっても、不安になっても不思議ではない。でも写真を見る限りは心配なさそうだった。

「今夜は俺が、祐奈を独り占めだって言ったのに」

　大雅が祐奈を後ろから抱えるように抱きしめて、そんなことを耳に囁く。でもその目は優しげに画面の大和を見つめていた。

「ふふふ、私がいなくても案外平気だったみたい。ちょっと寂しいような気もするな」

「やるじゃないか、さすがは俺の子だ。……明日会えるのが楽しみだな」

　そう言って、大雅は祐奈のこめかみにキスを落とす。

　祐奈は明日、大雅の車で宇月に帰ることになっていた。

　大雅が一緒だと知ったら大和はどう思うだろう。

　きっと「すっ！」を連発して大はしゃぎするに違いない。

　そんな大和の様子が目に浮かび、祐奈の胸は温かくなる。もう今すぐにでも飛んでいきたい気分だった。

「大和、喜ぶだろなぁ。これからはずっと大雅と一緒にいられるんだもの」

　でもそこまで口にして、不意に祐奈は泣きそうになってしまう。

　こんな幸せな未来がまさか自分に訪れるなんて、思ってもみなかった。

　まだどこか夢の中にいるようで実感が湧かない。目を覚まして、やっぱり違いましたなんてことになりはしないかと、不安になるくらいだった。

「幸せすぎて、夢みたいね」

　涙をこらえて呟くと、祐奈を包む大雅の腕にギュッと力が込められる。

　少し苦しいくらいのその感触は、まるで祐奈にこの瞬間を現実だと教えてくれているようだった。

「夢じゃないよ」

　優しい言葉を耳に感じて祐奈はそっと目を閉じた。




　抜けるような青空の下、遥か向こう青い海の上を海鳥が飛んでいる。

　潮の香りの風に髪をなびかせて、祐奈は宇月の街を一望できる山の上に立っている。

　そばでは大和を肩車した大雅が、眩しそうに目を細めていた。最近ますますやんちゃになってきた大和はもうすっかりお父さんっ子で、今はご機嫌であっちこっちを指さして、きゃっきゃと声をあげていた。

　とりわけ、三人の足元に広がる工事現場でせっせと働く、ショベルカーやトラックがお気に入りのようだ。

「ぶるぶるー、がしゃーがしゃー」と、一生懸命大雅に話をしている。

　大雅がそれに嬉しそうに応えていた。

「そうだ。ショベルカーが頑張ってくれている。もうすぐで完成するからな。そしたら皆で泊まりにこよう」

　祐奈と大雅が心を通わせ合ったあの夜から十カ月が過ぎたこの日、宇月に新しくオープンする別館天沢の工事現場に三人はやってきた。

　天沢ホテルの宇月温泉進出計画はスムーズに事が進み、もう建物はできあがっている。今はショベルカーが庭を造成している段階で、もはや完成間近だった。

　大雅のプロポーズに祐奈が頷いた次の日の朝、ふたりは大雅の実家へ向かった。

　大雅の父親、天沢宗久に婚約の報告をするためである。

　宗久は祐奈を見るなり、床に膝から崩れ落ちた。

『申し訳なかった……』

　まだなにも伝えていないのに、そう言って頭を下げる姿に祐奈の胸は締めつけられた。

　彼もまた祐奈と同じように父の死に苦しめられてきたのだ。もう何年も会っていなかったのに、ひと目見て、祐奈が秀明の娘だとわかるほどに。

『謝らないでください。私の方こそ、ずっとずっと誤解していたんです』

　そう言って思わず取った手の温もりに、祐奈は心が晴れていくような心地がした。

　父の死を完全に乗り越えられた。そう思った瞬間だった。

　そうやってふたりが和解した後、大雅が祐奈と自分の関係を説明した。

　婚約をしたこと、実はすでに子供がいること。

　それに宗久は、涙を流して喜んだ。

『秀明も喜んでいるだろう、ありがたいことだ……』

　この十カ月は、結婚式までの準備期間として、祐奈と大和は宇月にいたまま、大雅が宇月へ頻繁にやってきている。あと一カ月して祐奈の役場の仕事の契約が切れたら、祐奈は大和とふたり、大雅の住む東京のマンションへ引っ越すことになっていた。

「それにしても、無事にオープンできそうで安心したよ」

　大雅がホッと息を吐く。そしてやや大袈裟にため息をついた。

「なにしろこの件に関しては親父からのプレッシャーがきつかったからな……。もし失敗したら勘当される勢いだった。こんなに気合が入ったプロジェクトは、はじめてだったよ」

　やれやれというようにため息をつく大雅に、祐奈はくすくす笑いだす。

　いつかの夜に母が言っていた、彼の父が大雅を厳しく育てているという話は本当だったようだ。

　宗久は、祐奈と大和にとっては今やすっかり優しいおじいちゃんだ。

　だが、巨大な企業を任せるべき息子に見せる顔はやはり全然違うようだ。

『今のところお前のした仕事の中で私が褒められるのは、祐奈さんを妻にできたことくらいだな』

　結納の時にそう言われて、大雅が頭をかいていたのが記憶に新しい。

　そんな大雅も祐奈の目には新鮮に映ったのだが。

　とはいえ、宇月にできる別館天沢の出来には満足しているようで、たびたび父の墓を訪れて『いいものができそうだ』と報告をしている。

　親友との夢が叶うことを心から喜んでいるその姿が、在りし日の父と重なって見えて、祐奈と母寛子は涙した。

　別館天沢が無事オープンにこぎつけたら、ふたりは結婚式を挙げることになっている。

「唯一心配だったのが雇用だったんだけど、いい人材が集まりそうでよかったよ」

　青い空をバックにそう言って、大雅が同意を求めるように祐奈を見る。

　祐奈はそれに微妙な気持ちで頷いた。

　天沢ホテルは地元から従業員を雇い入れる方式を取っている。それはもちろん地元にとってありがたいことなのだが、今回に関しては少し不安視されていた。

　宇月は若い世代の人口が少ないからだ。

　だが蓋を開けてみれば、天沢ホテルの採用試験には意外とたくさんの人材が集まったのである。そしてその中には、役場の嘱託職員も複数いた。

　役場の嘱託職員は期限付きだからずっと働けるわけではない。給料も上がらないから、安定して働き続けられる天沢ホテルなら安心だと皆が考えるのは当然だ。

　でもそれだけではないはずだというのが祐奈の案内所の同僚、真由香の意見だった。

『祐奈さん、結婚のこと絶対に職場で言っちゃいけませんよ！』

　いわく、採用が決まったのは観光課の女性職員たち。

　彼女たちは皆、宇月をよく知るエキスパートだから、もちろん天沢ホテルにとって心強い存在には違いないのだが……。

『天沢ホテルの副社長が近々結婚するなんて知ったら、お姉さま方がっかりして、働く気がなくなるかも！』

　かくいう彼女も天沢ホテルに採用が決まっていた。

「元案内所の方たちは、フロントに配属するのがいいだろうな。観光案内はお手の物だろうし」

　呑気にそんなことを言って、大雅はショベルカーを眺めている。

　彼のいつも真っ直ぐに未来を見つめ続ける瞳は、自分が周りからどう見られているかということには無関心のようだ。

　大雅はこれから建物ができあがったら、オープンまでの間は社員教育のために何度もここに足を運ぶのだという。きっと彼の仕事に対するその姿勢が、今までの別館天沢を成功に導いたのだ。

　だからそれに祐奈が口を挟むことはもちろんできないし、するべきではない。

　それはわかっていても、なんだかおもしろくないと思ってしまうのは仕方がなかった。

「みんな綺麗な人ばかりよね……」

　天沢ホテルの制服に身を包んだ女性たちに、彼が囲まれている光景が目に浮かび、祐奈は思わずそんなことを呟いてしまう。

　それに大雅が反応した。

「やきもちか？」

　そう言って、祐奈が返事をする前に素早く大和を肩から下ろし、腕に抱く。そしてそのまま祐奈を抱き寄せて頬にちゅっと口づけた。

「きゃっ！　も、もうっ！　大雅、な、なに!?」

　息子の目の前で突然キスをされてしまい、祐奈は頬に手をあてて目を白黒させる。

　大雅がにっこりと微笑んだ。

「祐奈がかわいいことを言うからだ。そんな心配しなくても俺はずっと祐奈しか目に入らないよ。今までも、これからも」

「な、なに言って……！　もうっ！　大和が見てるのに！」

　だが当の大和は、両親のやり取りなどどこ吹く風で「あんよ、いく！」と不満げに手足をばたつかせている。

　大雅は、はははと声をあげて、大和を地面に下ろし危なくないように手を繋いでその辺りを一緒に歩きはじめた。

　祐奈は目を細めて、明るい日差しの中をゆっくり歩くふたりを見つめる。

　今この瞬間が、なによりも幸せだ。

　かけがえのないふたつの存在がこんなにも近くにいる、この瞬間を胸に刻みつけておこう。もう絶対に、なにがあっても離れることがないように。

「たーたん！」

「祐奈！」

　振り向いて祐奈に呼びかけるふたりに微笑んで応えながら、祐奈はそう決意した。




了
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東京タワーに愛を誓う～はじめての夜に～




　窓を開けて、秋の香りがする夜の街を祐奈はひとり眺めている。

　上京してすぐに借りたこの古いアパートは、ビルの隙間から小さく東京タワーが見えるところが気に入っている。

　東京タワーは亡くなった父と行った思い出の場所。

　あの光を見ると父に見守られているような気持ちになる。

　一日の終わりにここから眺めるのが祐奈の日課だった。父が生きていた頃の幸せだった日々に思いを馳はせて、そして……。

　でも今、祐奈の胸を満たしているのはそれとはまったく別の感情だった。

　いつもとは違う真っ赤に染まる東京タワーに、それを見透かされているような気がして祐奈は頬を染める。

　……その時。

「そんなに乗り出したら落ちるぞ」

　低くて甘い囁きとともに、後ろから抱きすくめられる。

「危なっかしいな、祐奈は」

　恋人の大雅だ。

　いつのまにかバスルームから出てきていたようだ。

　その彼の言葉に、祐奈は返事をすることもできなかった。

　胸の鼓動が痛いくらいに鳴っている。

　彼から香るシャンプーの香りは、祐奈が毎日使っているもの。

　慣れたはずのいつもの香り。

　なのにどうしてこんなにも祐奈の身体を熱くさせるのだろう。

「祐奈、……怖い？」

　優しい彼からの問いかけに祐奈は慌てて首を横に振った。

「だ、大丈夫……」

　嘘だった。

　ドキドキする胸の鼓動が祐奈に訴えるのは、期待半分、不安半分。

　一カ月前に出会ったばかりの彼と、今こうしているのがどこかまだ夢を見ているようで信じられない。

　はじめて彼を目にした時はこんなに素敵な男性を見たことがないと思った。同時にいかにも都会的な空気をまとう彼は、自分とは別の世界にいる人だとも思った。

　その彼と、まさか恋人同士になれるなんて。

　上京してしばらく経つとはいえ田舎者で恋愛経験もない祐奈は、もしかしたら遊ばれているだけなのかもしれない。

　でもそれでもいいと思うくらいに、祐奈は彼に恋焦がれている。

　誘われるままに何度か外でデートを重ねた後、気が付いたら自然と自分の家に招き入れていた。

　狭くて古いこのアパートは絶対に彼には不似合いだが、彼はここを『温かい場所だ』と言って気に入ってくれた。

　――そして今夜。

　はじめて彼とここで一夜を過ごすことになっている。

　これから起こる出来事は、祐奈にとってはまったくの未知の世界。

　怖くないと言えば嘘になる。

　でも……。

「大丈夫、ちょっと緊張しているだけ」

　振り返って見上げると、優しい彼の視線と目が合った。

「あなたと、こんな風になるなんて出会った時は想像もしなかったから……」

「そう？　俺は出会ってすぐに祐奈とこうしたいって思ったよ」

　彼の言葉に、祐奈は無意識のうちに目を伏せる。

　背が高くて精悍な顔つきの大雅。彼をカッコいいと思うのは祐奈だけではないはずだ。

　おそらくたくさん恋愛をしてきたはずの彼が、そんなことありえないと思う。

　やはり自分は遊ばれているのだろうか。

「祐奈？」

　その祐奈の頬を大きな手が優しく包む。

「愛してるよ」

　頬に柔らかいキスを落として、彼は夜の風になびくカーテンを押さえる。そして目を細めて窓の外を見つめた。

「君はあの東京タワーを亡くなったお父さまとの思い出だと言う。だったら俺はあの東京タワーに誓う。君を生涯愛し続ける」

　その言葉に、祐奈は胸を貫かれたような心地がする。

　少し前にチラリと話をしただけの父との思い出を覚えていてくれたことも驚きだが、それよりもなによりも、亡き父に誓ってくれるという彼の言葉が嬉しかった。

「大雅……」

　想いを込めて彼の名前を口にすれば、ゆっくりと近付く祐奈が大好きな彼の眼差し。

　潤んだ瞳で見つめていると、唇を奪われた。

「ん……！」

　もうそれだけで、祐奈の身体は燃え上がるように熱くなる。

　彼のシャツを握りしめて情熱的な彼のキスに、無我夢中で応えた。

「ん、ん……！」

　遠くに聞こえる窓とカーテンが閉まる音。

　ゆっくりと目を開けば、いつのまにかふたりはベッドの上だった。

「祐奈、愛してる」

　大きな手が祐奈のお気に入りのパジャマの上を、入口を探して這い回り、素早くボタンを外していく。

「あ……、あ！　待って大雅……！」

　男性の前でこんな風に肌を晒すのは、祐奈にとってははじめてのことだ。

　無意識のうちに細い腕を一生懸命に身体に巻きつけて、なんとか彼の視線から逃れようと試みる。

　でもそれを大雅は許してくれなかった。

「祐奈、見せて」

　祐奈の腕を優しく解き、真っ赤に染まる祐奈の耳のすぐそばに縫いつける。

「あ……、だって……！」

「怖い？」

「そ、そうじゃないけど……」

　もう怖いとは思わなかった。

　愛を誓ってくれた彼に、身を委ねる覚悟はできたから。

「でも、あの……電気を消して」

　蚊の鳴くような声で、祐奈はようやくそれだけを言う。

　これからふたりは愛し合うのだから、当然肌を晒さないわけにはいかない。

　それはわかっている。

　だったらせめて部屋の照明を落としてほしかった。

　そうすれば、この身み悶もだえするような恥ずかしさも、少しはマシになるだろう。

　でも信じられないことに、彼はそれすらも許してはくれなかった。

「ダメだ。今夜の祐奈を俺はこの目に焼きつけたい」

「そんな……！　あ……」

　目を見開いて反論しようとする祐奈をねじ伏せるように、大雅の甘い攻撃が始まった。

「かわいい、祐奈」

　耳に。

「愛してるよ」

　頬に。

「俺だけのものだ」

　胸元にまで。

　刻まれるたくさんの愛の言葉が、祐奈の心と身体をとろかしていく。

　大きな手が、祐奈の身体の隅々を優しく強く刺激する。

「あ、あ、あ……」

　自分でも知らなかった場所を愛撫されて、祐奈の身体は大きく跳ねる。頭の中が真っ白に塗り潰されて、彼の色に染め上げられていく。

「祐奈、愛してる。ずっとずっと、俺は祐奈だけを愛してる」

　誓いの言葉を繰り返して、大雅がゆっくりと祐奈の中に侵入した。

　その痛みと熱に耐えながら、祐奈は彼との幸せな未来を確信していた。




＊　＊　＊




「なにを考えてるんだ？　祐奈」

　ちゃぷんちゃぷんと水の音だけが響く、静かな夜。満天の星の下の露天風呂で、白い湯に顎まで浸かっていた祐奈は声をかけられて振り返る。

　祐奈を後ろから包み込むように抱いている大雅が、優しい眼差しを祐奈に向けている。

　今祐奈は、宇月温泉に新しく完成した別館天沢のプレミアムスイートルームに来ている。

　もともとは展望台があった場所に位置するこの部屋は、宇月の景色を一望できる専用の露天風呂がついている。

　プレオープンの今日、祐奈と母はスペシャルゲストとしてここに招待されたのだ。

　ホテルにひとつしかないこの特別な部屋につけられた名前は『秋月』。

　命名したのは社長である天沢宗久だった。

　本当は今夜、祐奈と母と大和、三人で泊まるはずだったのだが、母はひとしきり感激の涙を流した後、住み慣れた我が家に帰っていった。

『素敵な部屋は若い夫婦にお譲りするわ』

　きっと一刻も早く亡き父にこのことを報告したかったのだろう。

　そして急遽代理で大雅が泊まることになったのである。

　豪華な料理とデザートのアイスクリームを食べてから上機嫌で大雅と遊んだ大和は、今はもう夢の中。

　露天風呂と部屋はガラスで仕切られているだけだから、寝ている大和を見守りながら夫婦の時間を過ごしている。

「あの夜のことを思い出していたの」

　大雅に身を預けて、祐奈は大雅の質問に答える。

　彼が小さく首を傾げた。

「あの夜？」

「ほら……、大雅がはじめて私のアパートに泊まった日のことよ」

　言いながら祐奈は頬を染める。

「ああ」

　大雅が目を細めて微笑んだ。

「俺がはじめて祐奈を抱いた日だな。最高の夜だった」

「ちょっ……！　大雅！」

　祐奈の方は少しぼかして言ったのに、赤裸々な言葉を使う彼に、祐奈は思わず声をあげる。

　でも静かな夜の景色に自分の声が響いたことに気が付いて、少し慌てて口を閉じた。

　そんな祐奈をよそに大雅が遠い目をして、懐かしそうに口を開いた。

「あの日の祐奈は最高にかわいかったよ。もちろん今もかわいいけど、とにかく初々しかったからな。なにもかも恥ずかしがって、服を脱がしたら耳まで真っ赤になってさ。俺が触ると……」

「大雅ってば!!」

　祐奈は目を剥いて彼の口を両手で押さえる。

　また大きな声を出してしまったが、それは仕方がないだろう。なにせ大雅ときたら、そのままにしていたらあの夜の出来事を全部口にしてしまいそうなのだから。

　大雅が祐奈の手を外して首を傾げた。

「なにがダメなんだ？　祐奈が先に言ったんじゃないか。あの夜のことを思い出してたって」

「だからそっちじゃなくて……」

　そう言って祐奈はガラス越しに見える室内に視線を送る。

　少し開いた襖の向こうでは、大和がすやすやとかわいい寝息を立てている。

「あの夜、大雅は誓ってくれたでしょう？　私のことをずっと愛し続けるって。私あの時、大雅の言葉を絶対に信じられるって思ったの」

　祐奈はそこで唇を噛んだ。

「私があなたのことを、あの言葉を本当に信じていれば、大和とあなたが離れることはなかったのに……」

　ふわふわとした夢のようだった大雅との出会いからあの夜までの日々。それを確かなものに変えたのは彼のあの誓いの言葉だった。

　後にどんなにひどい事実を知ったとしても、祐奈が彼を信じていれば、ふたりは離れることはなかった。

　彼と大和の父子の時間を奪うこともなかった。

「祐奈」

　大雅が腕に力を込めた。

「それは全部俺が悪いんだ。君は少しも悪くない」

「でも……」

「俺のせいだ。だから生まれたての大和を抱けなかったのも、命をかけて大和を産んでくれた祐奈を支えられなかったのも悔しいが、俺はそれを受け入れる。祐奈のせいだなんて思わないよ」

「大雅……」

　大雅が、満天の星を見上げて感慨深げにため息をついた。

「でもまたこうして祐奈を腕に抱けるんだ。諦めかけた未来に俺はいる。それだけでこれ以上ないくらいに幸せなんだ。もう絶対になにがあってもふたりを離さない」

　そう言って大雅は祐奈の頭にキスをする。そして少し戯けたように付け加えた。

「嫌がっても地の果てまで追いかけてやるからな」

　その言葉に祐奈は思わず噴きだした。

　運命の相手というものがいるとすれば、自分たちはきっとそうなのだと強く思う。

　父親たちの過去を背負うふたりが、大都会東京で偶然出会い、惹かれ合った。

　一度は別れ、離れようとしたのに結局また再会し、愛し合わずにいられなかった。

　これを運命と言わずなんと言うのだろう。

　でもその運命は、なんだか大雅が強引に引き寄せているように思えた。

「絶対に離さない」

　耳に囁かれるその言葉に、祐奈は笑いが止まらない。

『君にアイスクリームを買ってあげるのは、昔も今も俺の役目だ』と言い張って、毎週毎週やってきたあの時の彼が頭に浮かんだ。

「もう逃げたりしないし、嫌がったりもしないわ」

　くすくす笑いながら祐奈は言う。

　大雅が目を細めて祐奈を見た。その眼差しがゆっくりと近付いて……。

「ん」

　大好きな情熱的な彼のキス。祐奈は静かに目を閉じた。

　胸の中に温かい幸せな想いが広がっていく。

　今度こそなにがあっても大丈夫。

　彼となら、どんな困難もきっとふたりで乗り越えられる。

　熱く口づけを交わしながら、祐奈はそう胸に刻み込んだ。

了










あとがき




　この度は『内緒の赤ちゃんごとエリート御曹司に最愛を刻まれました～極上シークレットベビー～』をお手に取ってくださりまことにありがとうございます。

　この作品は大都会の片隅の古いアパートで愛を温めていた恋人同士が、自分たちではどうにもならない運命に巻き込まれてゆく……という少し切ない話にしようと思い書き始めました。

　子持ちのヒロインの再会愛ですからある程度は予想していましたが、書き終えてみたら、思った以上に暗い話になってしまったな……というのが正直なところです。

　どうも私の場合、このくらいの空気感にしようと思ったところより二段階くらい暗くなる傾向にあるようです。じゃあ本当に暗い話を書くつもりで書いたら、いったいどうなるのだろうと思ったりしています。

　とはいえ、自分としてはヒロインの苦悩を中心に書きたいことを書けたのでとても好きな作品になりました。読んだ方が、ヒロインと一緒になって悩んだり、幸せを感じたりしていただけたら嬉しいなと思います。

　さてカバーイラストを担当してくださったのは、芦原モカ先生です。幸せになった三人を素敵に描いてくださいました！　大雅についてはカッコいいと作中にたくさん書きましたが、あまり祐奈についての記載はなかったような。でもイラストの通り、祐奈も美しいのです。芦原先生、ありがとうございました！

　また、この作品を出版するにあたりまして、関わってくださったすべての方に御礼を申し上げます。

　特にこの話の筋が決まった段階でアドバイスくださいました前担当者さま、この話には東京タワーが合うとアドバイスをくださいました。そこから東京タワーを拠りどころにしつつ頑張ってきたヒロイン像が出来上がったのです。本当にお世話になりました。そして引き継いだ新担当者さまも作品を好きになってくださり、有益なアドバイスをたくさんくださいました。ありがとうございました。

　最後になりましたが、私の作品を応援し読んでくださる皆さまに感謝申し上げます。こうやって作品を世に送り出せるのは皆さまのお力にほかなりません。

　本当にありがとうございました。




皐月さつきなおみ
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